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● 兵庫県は、中国山地を中心に形成される起伏に富んだ地形、日本海型から内陸型、瀬

戸内型といった多様な気候、加えて、中山間地域と都市域を有し、それぞれの地域ご

とに特徴ある自然環境や生態系が形成されています。そこには様々な個性を持った生

物が生息・生育し、それらがもたらす多くの恵みが私たちの暮らしを支えてきました。

● しかしながら、近年、開発行為、自然に対する人の働きかけの縮小、侵略的外来種の

侵入、野生鳥獣の被害、プラスチック汚染、気候変動など、様々な顕在化する環境課

題により、生物多様性がこれまでにない危機にさらされています。

● 兵庫県では、こうした環境課題に適切に対応するとともに、生物多様性を守り、その

持続可能な利用に向けて取り組むべき行動指針として「生物多様性ひょうご戦略」を

とりまとめました。

● 兵庫の豊かな生態系を未来に引き継ぐため、私たち一人ひとりが生物多様性について

正しく理解して主体的に行動していけるよう、本県では、当戦略に基づき、県民の皆

さんや市町、地域団体、企業、教育・研究機関など多様な主体と緊密に連携して取組

を進めます。

● 生物多様性基本法第13条の規定に基づく、兵庫県内における生物多

様性の保全及び持続可能な利用に関する地域戦略

● 兵庫県環境基本計画における自然共生分野の具体化を図る行動指針

● ひょうごビジョン2050におけるめざす姿「生命の持続を先導する社

会」の実現に向けた個別計画

● 2025年度から2030年度までの６年間

豊かな生態系が息づく上山高原（新温泉町）

イヌワシ

2１ 趣 旨

２ 戦略の位置づけ

３ 戦略の期間

（参考）兵庫県環境基本計画と生物多様性ひょうご戦略との関係 

兵庫県地球温暖化対策推進計画
環境率先行動計画  など

兵庫県資源循環推進計画
兵庫県バイオマス活用推進計画 など

生物多様性ひょうご戦略
鳥獣保護管理事業計画
新ひょうごの森づくり
災害に強い森づくり など

環
境
の
保
全
と
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に
関
す
る
条
例

脱 炭 素

資源循環
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自然共生



＊「生物多様性の損失」＊「ネイチャーポジティブ」  

＊「23の行動目標」   ＊「生物多様性国家戦略2023-2030」

COP15（撮影：環境省）

● 近年、生物多様性を巡る国内外の情勢はめまぐるしく
変化しています。

● 2010年にCOP10(生物多様性条約第10回締約国会議)で
採択された｢愛知目標｣（20の個別目標）について、完
全に達成できたものがなく、生物多様性の損失*が続い
ているとされたことから、COP15では、それに代わる世
界目標｢昆明･モントリオール生物多様性枠組｣が2022年
に採択されました。

● そこでは｢2030年までに自然を回復軌道に乗せるため
に、生物多様性の損失を止め、反転させる｣というネイ
チャーポジティブ ( 自然再興 ) *の考え方のもとに､
｢30by30（ｻｰﾃｨ・ﾊﾞｲ・ｻｰﾃｨ）｣と呼ばれる｢2030年まで
に陸と海の30％以上の保全をめざす｣など23の行動目標
*が新たに設定されました。

● ｢生物多様性国家戦略2023- 2030｣*もこの国際枠組に対
応したものとなっています。

世界の動向 国内の動向 本県の動向

1992年

1993年

2010年

2015年

2016年

2021年
～

2022年

｢地球サミット｣と
呼ばれる国際環境
開発会議が開催
｢生物多様性条約｣
が発効

COP10(生物多様性
条約第10回締約国
会議)において､生
物多様性の損失を
止めるための20の
個別目標(=愛知目
標)が採択
国連サミットにお
いて､｢持続可能な
開発目標(SDGs)｣が
採択
パリ協定における
気候変動の国際枠
組が発効

COP15(生物多様性
条約第15回締約国
会議) において､新
たな世界目標｢昆
明･モントリオール
生物多様性枠組｣が
採択

1993年

1995年

2008年

2012年

2022年

｢生物多様性条約｣
締結
初の｢生物多様性国
家戦略｣策定
｢生物多様性基本
法｣制定(地方公共
団体に地域戦略の
策定を義務付け)

｢生物多様性国家戦
略2012-2020｣策定

｢生物多様性国家戦
略2023- 2030｣策定

1995年

2009年

2014年

2019年

2022年

｢環境の保全と創造
に関する条例｣制定

｢生物多様性ひょう
ご戦略｣策定

｢生物多様性ひょう
ご戦略｣改定

｢生物多様性ひょう
ご戦略｣改定

｢ひょうごビジョン
2050｣策定

(環境問題への取組が本格化)

ễ
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［瀬戸内海国立公園］
慶野松原

（南あわじ市）
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● 日本海沿海地域

日本海沿岸地域である但馬地域には、扇ノ山や氷ノ山などの
複成火山や神鍋火山群及びその他の岩石より成る山地が続き、
河川がそれらの山々を浸食することで、短小な河川沿いに狭
い低地が発達しています。 玄武洞(豊岡市)

氷ノ山(養父市)

● 淡路島

淡路島は周囲を断層に区切られた断層地塊山地です。西南日本を東西
に縦断する大断層である中央構造線は、本地域では淡路島の南方沖、
沼島との間の海峡部を走っていますが、諭鶴羽山地南端にある油谷断
層は、中央構造線断層帯の一部と考えられています。

● 中国山地

中国山地は、日本海側に寄ったところに最高部があり、標高
1000m～1500mの山塊が東西に断続し、南縁には標高1000mと
800m前後に高度の揃った山頂を有する播但山地などの山々
が連なっています。

さらに、南方の標高300～500mには、播磨高原などなだらか
な高原が広がっています。

● 瀬戸内沿海地域

瀬戸内低地帯は、中国山地南側の丘陵地帯から瀬戸内沿海地
域が占めています。東方には北摂・六甲山地、西方には市川、
揖保川、千種川に見られるような沖積平野が続いています。

なお、東方と西方の間の大地は、東高・西低という傾動隆
起・沈降の運動が続いており、三田から東播磨までは階段状
に下る段丘地形として現れています。

１ 兵庫の豊かな自然環境

地   形 日本海沿海地域､中国山地､瀬戸内沿海地域､淡路島より成っています

雪彦山(姫路市)

播磨平野

千種川(宍粟市)

諭鶴羽山地(南あわじ市)

六甲山

（神戸市～宝塚市）
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気 候
中国山地から北の日本海型､山間部の内陸型､
南の瀬戸内型の３つに大きく分けられます

● 日本海型

但馬地域のうち、中国山地より北部で
みられる気候で、冬季に晴天時間が少
なく積雪が顕著なことが特徴です。こ
れは急峻な地形とあわせて、県北部の
多雪に適応した植生を生み出す一つの
要因となっています。

なお、但馬地域の内陸部では、盆地性
の地形と円山川などから湿った空気が
もたらされることにより、霧がよく発
生します。

● 内陸型

丹波地域などの内陸部は、寒暖の差が
大きい内陸型気候であり、盆地に発生
する川沿いの霧などが顕著な現象とし
てみられることが特徴です。

● 瀬戸内型

瀬戸内海に面した神戸・阪神、播磨、
淡路地域は、温暖で降水量が少ない瀬
戸内型気候であり、そのため、過去か
ら灌漑（かんがい）用のため池が数多
く作られ、特に播磨地域では景観や風
土を形成し、水生の動植物の住処を提
供してきました。

また日照時間の長いことも特徴です。

県立公園あわじ花さじき

(淡路市)

奥神鍋スキー場(豊岡市)

黒井城跡からの雲海

(丹波市)

森 林 本県の森林面積は県土の約７割を占めています

● 森林の現況

本県の森林面積は560千haで、県土面積に占める森林の
割合は67％と、ほぼ全国平均と同じです。
また、民有林は530千haと県森林面積の95％を占めてお
り、(近畿第１位、全国８位）、民有林のうち個人所有
林が272千haと全体の51％を占めています。

● 民有林の樹種

民有林は概ね人工林（222千ha）と天然林（294千ha）に
分けられ、天然林が人工林をやや上回っています。
また、民有林の人工林のうち、スギが109千haと全体の半
数を占めています。次いで、ヒノキが93千ha(42％)、マ
ツが17千ha(8％)であり、この３種で人工林の99％を占め
ています。

֩ ֹ ֪
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間伐により適正に管理
された森林（宍粟市）

民有林の樹種別面積

2023年3月31日現在



● 氷上回廊

丹波市氷上町石生の「水分かれ」は本州で最も標高の
低い中央分水界です。日本海に注ぐ由良川と瀬戸内海
へ流れる加古川をつなぐこの低地帯は「氷上回廊」と
呼ばれ、多くの生物の南北の移動経路として重要な役
割を果たしています。

河 川 大阪湾に流れる川､播磨灘に流れる川､日本海に流れる川に大別でき､｢氷上回廊｣と呼ばれる生物の南北の
移動経路となる中央分水界があります

● 兵庫県の河川

兵庫県における河川水系は、一級河川が5水系、二級河川が92水
系あり、これらは地理的条件から大阪湾に流れる川、播磨灘に
流れる川、日本海に流れる川に大別されます。これらの河川水
系は、多様な生き物や地域の風土と文化を育む母体となってい
ます。

た め 池 ため池数は､約2万2千箇所で全国１位です

● 兵庫県のため池

県下のため池は古くは、灌漑用水を確保するために造られ、
現存するため池の多くは、新田開発が盛んに行われた江戸
時代から明治時代にかけて造られました。ため池は農業用
水の水源として利用されるだけでなく、水生生物の生息場
所として重要な空間的役割も担っており、生物多様性にお
いて非常に重要な役割を果たしています。

東播磨地域には、県内最大の加古大池や675年に築かれた
という記録が残る県内最古の天満大池などがあり、アサザ
やオニバスといった貴重な水生植物が生育しています。

円山川(豊岡市)

天満大池(稲美町)

東条川疏水･曽根サイフォン

(加東市)

分水界(丹波市)

加古川･闘竜灘(加東市)

アサザ
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海 岸 但馬沿岸､播磨沿岸､大阪湾沿岸、淡路沿岸に分けることができ､それぞれ異なった特徴を持っています

● 淡路沿岸

淡路島の周囲約210kmの淡路沿岸は、明石海峡に面した最北端の松帆岬、名勝に指定されてい
る慶野松原、門崎、由良などの海岸景勝地を有し、美しい眺望、緑豊かな自然、白い砂浜など
の豊かな環境に恵まれ、特に鳴門海峡は、潮の干満のたびにうず潮があらわれ、雄大な景観を
作り出しています。

● 大阪湾沿岸

神戸・阪神地域に面する大阪湾沿岸は、東半分は武庫川が形成
する三角洲からなり、西半分は六甲山南麓の複合扇状地が直接
大阪湾に接しています。西部には、整備された砂浜を持つ須磨
海岸や、その背後には須磨浦公園があり、都市圏に近いことか
ら例年、海水浴客などが多数訪れています。

● 但馬沿岸

豊岡市から浜坂町までの約160kmにまたがる但馬沿岸は、リアス式
海岸で、急峻な断崖、洞門などの岩場と美しい砂浜を持ち、変化に
富んだ自然美あふれる海岸です。海岸内には、海食によって削られ
た安山岩や石英粗面岩などの海食崖が雄大な造形美をつらねる香住
海岸や国の天然記念物に指定されている玄武洞など景勝地が連なっ
ています。

● 播磨沿岸

播磨沿岸は、明石海峡より西側の明石市から赤穂市までの
約280kmにまたがる沿岸です。沿岸東部には東播磨港、姫路
港を中心とした播磨臨海工業地帯が形成されています。ま
た、揖保川以西に室津、相生、坂越湾等の出入りが多く沖
合に島々が浮かび多島海としてのリアス式海岸が続き、新
舞子浜には、干潟、砂浜が残っています。

香住海岸(香美町)

新舞子浜(たつの市)

慶野松原(南あわじ市)

甲子園浜(西宮市)
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２ 生物多様性とは

私たちが暮らす兵庫県には、森林、里地里山、草原、湿地、ため池、河川、海、干潟など、多種多様な自然があり、そこには色々

な形や色、大きさ、個性を持つ生き物が住んでいます。こうした多様な自然環境の中で、それぞれの生き物が他の生き物との間に

関わりを持っている状態を「生物多様性」といいます。また、生物多様性は「生態系｣ ｢種｣ ｢遺伝子」の３つのレベルで捉えるこ

とができます。

多種多様な形態の自然環境 多種多様な種類の生き物 同じ種でも異なる遺伝子

◆ 生態系の多様性とは、地形・地質

や気候などの特性に応じて、様々

な場所でそれぞれ異なる生態系が

形成されている状態をいいます。

◆ 特に、兵庫県は地域によって地形

や気候などが大きく異なり、

「ひょうご五国」と称されるよう

に、地域独自の多様な生態系のも

と、独自の風土・地域文化が育ま

れています。

◆ 種の多様性とは、様々な種類の生

きもの（動物、植物、細菌など）

が生息・生育している状態をいい

ます。

◆ 多くの種が、食べる・食べられる、

寄生する、資源をめぐって競争す

るといった、相互に、また複雑に

関わり合いながら生きており、ま

た人はこれら多様な生き物を利用

することで様々な恩恵を受けてい

ます。

◆ 遺伝子の多様性とは、同じ種で

あっても個体や地域によって、色

や形、行動・生態などの違いがあ

ることをいいます。

◆ 例えば、ゲンジボタルは東日本と

西日本で発光の間隔に違いがある

ことが知られています。

◆ 同じ種でも遺伝子が多様化するこ

とで、様々な環境や変化にうまく

適応し、種として生き残ることがで

きます。

生態系の多様性 種の多様性 遺伝子の多様性

六甲山の森や池 ツリガネニンジン
（新温泉町）

シュレーゲルアオガエル
（たつの市）

個体によって模様が違うアサリ
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３ 生物多様性がもたらす恵み

● 私たちは、普段の暮らしの中で気づかないうちに、生物多様性から数え切れないほど多くの恵みを受けています。これらの恵みは

「生態系サービス」と呼ばれ、４つの働きで構成されています。

● 兵庫県においても、生物多様性による恵みが「ひょうご五国」を形づくっています。

生
物
多
様
性
に
よ
る
恵
み
が
私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る

供  給
サービス

調  整
サービス

文化的
サービス

私たちの生活に欠かせない食料や水、
農林水産物など直接得られる恵みの
ほか、植物成分を原料に得られる医
薬品など重要な資源を供給する働き

豊かな森や河川は水害や土砂災害を
防止・軽減、また天敵がいることで
害虫の異常発生を抑えるなど、私た
ちの暮らしの安全性を提供する働き

多彩な自然や風景は私たちに安らぎ
や潤い、レクリエーションなどの楽
しみを提供し、文化や精神面での豊
かさをもたらす働き

基盤サービス( 生息・生育地サービス)

● 植物の光合成による酸素の生成
● 微生物による土壌形成
● 窒素・りんなどの栄養塩類の循環や水の循環

   など、３つのサービスの継続的な提供を支える働き

「ひょうご五国」における農林水産物の恵み

ひょうごの美味( うま) し風土拡大協議会
ホームページより

「ひょうごのいちおし農林水産物」

県産木材
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多様な主体が連携してシステムを支える
（農業者､農協･漁協､行政､NPO､商工会等）

｢南あわじにおける水稲･たまねぎ･畜産の生産循環システム｣は日本農業遺産に認定(2021.2)

● 温暖な瀬戸内気候

● 諭鶴羽山地からの乾燥した南風を利用し､たまねぎ小屋で乾燥

● 慶野松原や吹上浜の防風林が湿気を含む海風を遮蔽

● 海のミネラル分を豊富に含み、水はけのよい土壌

風 土 を 活 か す

◆ 甘く柔らかいブランドたまねぎ（機能性成分のケルセチンや糖含有量が多い）

◆ 水田と畑が転換する二毛作や三毛作により多様な生態系が形成

◆ 春季のたまねぎ畑で営巣するヒバリは､雑草の種を食べる益鳥として大切に保護

資源循環型の
農業生産システム

玉ねぎ

水稲

畜産

※ 写真及び図表は農林水産省｢日本農業遺産｣より引用

● 稲わらを牛の飼料として利用

● 牛糞を堆肥化して土壌改良

● ため池･河川･用水路と湧水･井戸を組み合せた

灌漑システム

人 の 知 恵 ～ 農 業 の 資 源 循 環 ～

生物多様性がもたらす恵み ～風土と人の知恵を活かした南あわじ地域のたまねぎ栽培～

たまねぎ小屋に吊(つ)るされた

「吊り玉」（吊るし玉ねぎ）

たまねぎ畑で営巣するヒバリ

コラム 11



特に変動の大きいもの

● 2020年に改訂したレッドリストでは、植物の掲載種数は1042種、絶滅種は38種、Aランクは391種掲載となっており、絶滅種は2003
年の５種から大きく増加しています。また、植物群落の掲載箇所数は559箇所、Aランクは78箇所となっています。

● 地域での取組として、植物では、例えば、県内の生息地が但馬地域の１か所のみとなっているコキンバイについて、シカの食害を
受けないよう保全に取り組んでいるほか、植物群落では、地域団体が猪名川町の雨森山エドヒガン群落の保全管理を進めています。

４ 兵庫県版レッドリストにみる生物多様性の現況

● 県では、1995年に全国に先駆けて「県版」のレッドリスト

を策定し、改訂を重ねてきています。

● 本県の多様な自然環境のもと、多くの野生動植物が生息し、

豊かな地形・地質・自然景観が形づくられています。

● 一方で、近年はレッドリストの掲載種数が増加し、８つの

ランクのうち、特に既に絶滅した種や絶滅の危険度の最も

高いＡランクの種が増加傾向にあります。（2023年度末の

掲載総数：2,971）

植 物･植 物 群 落

コキンバイ（Aランク）
県内では但馬の１箇所でのみ生育
が確認されている

ノジギク（Cランク）
兵庫県が国内で自然に咲く北限・東
限と言われている（兵庫県の県花）

猪名川町雨森山のエドヒガン群落
(Bランク)

植 物･植 物 群 落 2003年 2010年 2020年

掲 載 総 数 1,194 1,452 1,601
絶 滅 5 23 38
Ａランク 341 363 469

昆 虫 類 2003年 2012年 2022年

掲 載 総 数 253 292 281
絶 滅 8 7 8
Ａランク 26 41 40

鳥 類 2003年 2013年 2024年

掲 載 総 数 97 153 158
絶 滅 7 1 1
Ａランク 9 21 24

※ 年度は改訂年度

＊「兵庫県版レッドリスト」 資料編78頁
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サギソウ(Bランク)
網引湿原や松尾湿原等で保全活動
が行われている

写真提供：田村 統 氏



● 2022年度に改訂したレッドリストへの掲載種数は281種で絶滅種は8種、Aランクは40種掲載されています。

● 絶滅に分類されているベッコウトンボは、加西市で平成26年度に見られて以降、姿を消したとされています。また、県内30箇所で
生息が確認されていたウスイロヒョウモンモドキ(Aランク)は、現在ではハチ高原周辺で生息が確認されているのみとなっています。

昆 虫 類

● 2024年度に改訂したレッドリストへの掲載種数は158種で絶滅種は1種、Aランクは24種掲載されています。

● 保護増殖の努力を続けてきたコウノトリは、2005年の初放鳥から2024年で野外生息数が470羽となりました。イヌワシは20年ぶりに
但馬地域で繁殖し幼鳥が独り立ちしました。ミサゴやキビタキの生息状況に回復の兆しがみられます。一方、山地の森林で繁殖する
コルリは巣がシカの食害を受け急減し、砂浜や砂礫地で繁殖するシロチドリやコアジサシは繁殖個体群が危機的状況下にあります。

鳥 類

コウノトリ(Aランク)
古くからの繁殖個体群は絶滅したが、
2005年からの野生復帰事業により、
但馬地域を中心に生息・繁殖

イヌワシ(Aランク)
1970年に20羽程に減少、その後姿を
消した時期もあり、現在、但馬地域
にペアとしては２組のみ確認

写真提供：三谷 康則 氏

コルリ(Aランク)
営巣は標高の高い山地の針広混交林
や落葉広葉樹林の地上に限られるが、
渡りの時期には都市緑地にも生息

写真提供：友田 達也 氏

コアジサシ(Aランク)
繁殖地が極めて限られる上に、自然
災害の増加や営巣場所周辺での人の
活動の影響で繁殖成功率が低下

写真提供：森田 俊司 氏

ベッコウトンボ(絶滅)
県内で絶滅した(全く県内でみら
れなくなった)とされる

写真提供：青木 典司 氏

ハッチョウトンボ(Bランク)
三田市や宝塚市などで保全に取り
組まれている

写真提供：青木 典司 氏

ウスイロヒョウモンモドキ(Aランク)
幼虫が食べるオミナエシ等がシカの
食害を受けている

キボシチビコツブゲンゴロウ(Aランク)
2022年に加西市の池で初発見

写真提供：森 正人 氏
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５ 生物多様性を支える本県の拠点施設

● 本県には、野生動物による被害防止と保護管理を進める「兵庫県森林動物研究センター」、景観園芸の実践を学べる「県立淡路景観

園芸学校」、人と自然の共生をテーマとした環境・自然史系の「県立人と自然の博物館」、コウノトリの野生復帰を目指す「県立コ

ウノトリの郷公園」と、全国的にも類をみない自然環境分野の拠点施設が設置されています。

● この４施設は、兵庫県立大学自然・環境科学研究所を兼ねており、施設の研究員は大学の教員を併任する、大変ユニークな体制を

とっていることも大きな特徴です。

● 各拠点施設において、継続的なモニタリング調査などで蓄積されたデータベースや知見は、教育・研究機関や市町、ＮＰＯなど地域

の活動団体・地域住民、事業者など、多くの主体で利活用されるとともに、県下各地域では、各主体が拠点施設の研究員などと連携

して、希少種の生息・生育状況の調査や保全活動に取り組むなどの協力体制が構築されています。

 各施設の概要は69頁をご覧ください

╓  
NPO ᴴ
╓

╔

ḏᴻḇᶍ ᴴ ᶍ ᴴ ᶉᶈ

ḏᴻḇḡᴻḁ ( ᴴ ᴴ )ᴴ᷿ḻ᷄ḇḻ᷄ ( ᶍ )

╓ ᶊᶧᶪḝᶸᴻḳḑḷᴻ᷄ᶣḪḓḇḲḻ᷅ᶱ ᵷᵾḏᴻḇ

Ⱨ ( ) ᷈ᶻḖḐḲᶍ Ⱨ( ם )ᶇ ᶍ ( )ḃḻḇ (ᴻ )

16



［氷ノ山後山那岐山国定公園］
氷ノ山

（養父市）

͏

Ϭ︡Ϥ᷊Ψ͐νχḾṐ

17



兵庫における生物多様性の危機

第1の 危 機 第2の 危 機 第3の 危 機 第4の 危 機

開発など人間の活動
による危機

自然に対する働きかけ
の縮小による危機

人間の活動によって
持ち込まれたもの

による危機

気候変動など地球環境
の変化による危機

顕在化している主な環境課題

● 貴重な動植物や生息・
生育地の減少

● 瀬戸内海の沿岸域環境
の変化

● 野生鳥獣被害の深刻化

● 森林･里地里山などの多
面的機能低下のおそれ

● 生物多様性保全に関わ
る人材の不足

● 侵略的な外来生物の侵入

● 化学物質による生態系の
攪乱

● 気候変動による動植物
の絶滅リスクの増大及
び海洋への悪影響

● 風水害の増大

生息環境の変化により1971年に
一度野生絶滅したコウノトリ

農作物被害や在来生物の捕食により
生態系に影響を及ぼすアライグマ

気候変動により冷温帯林である
ブナ林の生息適地の縮小が懸念
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● 道路やダム、堰堤等の建設、河川の改修、あるいは海洋沿岸域の埋立て等は、生物の生息・生育空間の縮小、細分化、消失につな
がります。開発は、高度経済成長期やバブル経済期と比べると近年減少していますが、干潟や湿地などはその多くが開発によって
失われ、今でもその影響は続いています。

●

69894

70,458 
70,701 

71,126 71,230 71,217 

1998年 2003年 2008年 2013年 2018年 2023年

兵庫県の市街化面積の推移(ha)

第１の危機「開発など人間の活動による危機」

貴重な動植物や生息・生育地の減少

瀬戸内海の沿岸域環境の変化

● 瀬戸内海はかつて、高度経済成長期の都市化・工業化の進
展に伴い、工場・事業場や家庭から排水が大量に流れ込む
ことで富栄養化が著しく進行し、プランクトンの異常増殖
による赤潮等の被害が発生し「瀕死の海」と呼ばれました。
しかしその後の厳しい排水規制や生活排水処理施設の整備
等の対策の結果、水質は大きく改善しました。

●一方で、県の海域では、のりの色落ちや漁獲量の減少など
の深刻な課題が発生しており、その要因の一つとして生態
系の基盤である植物プランクトンの栄養となる栄養塩類の
濃度低下が指摘されています。このため、栄養塩類供給等
の対策や、科学的知見に基づく調査研究が急がれます。

● 漁具やレジャーごみ、プラスチックを含む漂流・漂着・海
底ごみ対策も生態系保全にとって急務な課題です。

● 近年、太陽光・風力発電などの再生可能エネルギーの開発が、立地によっては希
少な生物の生息・生育地を減少させてしまう懸念があります。

希少な動植物が生息･生育する
県天然記念物指定の丸山湿原

(宝塚市)

2008年加西市のため池で確認
以降､目撃されず県内絶滅と分
類されたベッコウトンボ

アマモ場は､1960年度から
1990年度までに約７割消失

漁獲量減少･栄養塩類の低下等
2000年代～1950～1970年代 1970～2000年代

高度経済成長期 濃度･総量規制

大量の工場排水､生活排水等

赤潮の発生 養殖魚の大量死

水質汚濁が進行

｢瀕死の海｣

全窒素濃度(1999年度) 全窒素濃度(2019年度)

瀬戸内海環境保全
特別措置法が制定

水質総量規制

水質が大きく改善 豊かで美しい里海の再生へ

養殖ノリの色落ち
など豊かさが喪失

栄養塩類の供給
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（参考）シカの食害による生態系への影響

26,974 28,206 29,651 31,051 32,195 33,435 

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

野生鳥獣被害の深刻化

● 本県は、鳥類367種、獣種45種が生息する豊かな生態系
を構成している一方、シカやイノシシなど特定獣種の増
加に伴い、農林水産業や生活環境などへの被害、カワウ
の食害による内水面漁業への被害が懸念されています。

● なお、2023年度の野生鳥獣による農林業被害額は約4.2
億円で、シカ・イノシシによる被害が約65％を占めてい
ます。

森林･里地里山などの多面的機能低下のおそれ

● 森林や里山は、生物多様性を育む豊かな生態系であるととも
に、国土の保全や、水源の培養、地球温暖化の防止や木材等
の供給など、多面的な機能を有しています。そのため、担い
手不足により、適正な管理が行われずに放置された森林等が
増えると、生態系の劣化だけでなく、私たちの生活環境へも
影響を及ぼします。

生物多様性保全に関わる人材の不足

● 自然再生の取組や里地里山の保全、外来生物の駆除など
の活動は、長期間継続して取組んでいくことが重要です
が、少子高齢化により、地域でこれらの活動を担う人材
が不足してきており、持続的な活動ができる仕組みづく
りが必要です。

第２の危機「自然に対する働きかけの縮小による危機」

赤とんぼの人工飼育
（赤とんぼを増やそう会）

ブナの植樹活動
（ブナを植える会）

野生動物共生林
イノシシに踏み倒された水稲 アユを食べるカワウ

シカの食害により、多くの地
域で下層植生のうちシカの嫌
いな植物だけ残るといった偏
りを招いており、希少種を含
む植物や、特定の植物に依存
して生息する昆虫類の減少な
ど、生態系の劣化が懸念され
ています。

シカの食害による下層植生の衰退 下層植生衰退の状況(2022)

里山林整備面積の推移(ha)
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第３の危機「人間の活動によって持ち込まれたものによる危機」

侵略的な外来生物の侵入

● 本県における外来生物侵入ルートの特徴として、地理上、日本国内の交通の結節点にあり、他府県等より陸路で特定外来生物*が侵入す
る恐れが高いこと、また、国際貿易港である神戸港や姫路港、尼崎港など多くの港があるため、貨物を介して侵入する可能性が高いな
どの特徴があります。

● 県では、県内の生物多様性等に悪影響を及ぼす外来生物をリスト化しており(兵庫県版ブラックリスト*)、131種(うち特定外来生物36
種)を指定しています。特に、近年、本県への侵入が確認され、生態系や農業などに影響を及ぼす特定外来生物としては、アライグマ・
ヌートリアのほか、水生植物のナガエツルノゲイトウや、アルゼンチンアリ、クビアカツヤカミキリなどの外来昆虫が挙げられます。

化学物質による生態系の攪乱( かくらん)

● 化学物質の利用は人間の生活に大きな利便性をもたらしていますが、環境中に残留することで、生態系への影響が指摘されています。
そのため、農業における化学肥料の使用量や化学農薬の使用によるリスクの低減、工場・事業場排水や生活排水の適切な処理等、化
学物質の環境影響の低減に向けた取組が求められています。

兵庫県に侵入している特定外来生物の一例

● アルゼンチンアリ

南米原産のアリで、繁殖力が非常に強く、駆除や根絶が容易ではありませ
ん。エアコンの室外機等の電子機器に群がり故障させたり、人家に侵入し、
不快感を与える生活害虫です。

● クビアカツヤカミキリ・ツヤハダゴマダラカミキリ

クビアカツヤカミキリは、中国や朝鮮半島などに分布するカ
ミキリで、成虫は5月～8月頃発生します。繁殖力が非常に強く、
サクラやモモなどのバラ科の木に産卵し、幼虫が木の内部を食
い荒らし枯らしてしまいます。果樹園では農業被害、街路樹で
は景観被害、人身被害に繋がります。
ツヤハダゴマダラカミキリは、アキニレなどの街路樹を食い

荒らし、景観被害、人身被害を引き起こします。

● アライグマ・ヌートリア

アライグマは、1998年頃から神戸市を中心に生息が確認され、収穫期の田
畑や果樹園などに侵入し、農作物に被害をもたらします。また、雑食性で、
在来のカエルやカニなどを捕食するなど、生態系へ影響を及ぼします。
ヌートリアは、水辺近くにある植物を食べるほか、川や水路沿いの田畑に

も出没し、稲などに被害をもたらします。

● ナガエツルノゲイトウ

繁殖力･再生力が極めて強い南米原産の水生植物で、在来種の
生息環境を奪うなどの悪影響のほか、田畑での繁茂が農作物の
生育不良を起こすなどの農業被害、水路や河川での水流阻害な
どの被害を生じさせるおそれがあります。
水生植物でありながら乾燥や塩気にも強く、わずかな茎や根

の断片からも容易に再生して拡散・繁茂します。ため池や河川
などでは大群落となり、水面をマット状に覆います。

アライグマ
ナガエツルノゲイトウ アルゼンチンアリ

᷄ḛᶷ᷀ḌḬ᷀ḧ᷂Ḳ( )

ḌḬḗḈ᷉ḦḈḱ᷀ḧ᷂Ḳ(█)

＊「特定外来生物」「兵庫県版ブラックリスト」 資料編79頁
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第４の危機「気候変動など地球環境の変化による危機」

気候変動による動植物の絶滅リスクの増大及び海洋への悪影響

● 県内の気温の推移

   本県においても、世界や日本の気温上昇と同様に、県
内各地の年平均気温は長期的(100年当たり)に上昇して
おり、神戸で1.5℃､豊岡で2.1℃､洲本で1.1℃の割合で
上昇しています。

 また、県内各地の年平均日最高気温は、長期的(100年
当たり)には神戸で1.1℃､豊岡で2.6℃､洲本で0.7℃の割
合でそれぞれ上昇しており、年平均日最低気温も神戸で
1.8℃､豊岡で1.8℃､洲本で1.2℃の割合でそれぞれ上昇
しています。

● 気候変動が生態系に与える影響

 近年の気温上昇により、瀬戸内海等の海水温の上昇も
確認されており、魚の生息環境の変化による漁獲量への
影響が懸念されています。

 また、異常高温が頻発すると、玄米の品質低下など生
育不良につながるおそれがあるほか、新たな感染症の侵
入リスクの増大、冷温帯林である六甲山等のブナ林の生
息適地の縮小なども懸念されています。

風水害の増大

● 県内の降水量等の推移

   本県の降水量の推移として、神戸の年降水量では1,300mm前

後で推移しており､有意な変化傾向は見られませんが、県内

アメダスの1時間降水量50㎜以上の年間発生回数は､直近10年

(2011～2020 年)の平均が､統計開始当初の10年(1979～1988

年)に比べて、約1.8倍に増加しており、流況の不安定化によ

り、水生生物の生息場への影響が懸念されています。

県内の気温の推移

日本近海の海面水温平年差 出典：気象庁HP

兵庫県農林水産技術センターによる
山田錦の高温対策に向けた研究
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 生物多様性保全に対する県民の理解が深まるとともに、意識が高まり、ネイチャーポジティブ( 自然再興) が実現している

 野生動物の適正な保護管理が行われ、人と野生動物が共存している

 さまざまな担い手により、里地里山・里海が適切に管理され、豊かな自然と風景( ランドスケープ) が保全されている

 人と自然とのふれあいの場が充実し、身近に豊かな自然や文化を感じることができる

基本戦略Ⅰ
豊かな自然環境の適切な保全

第１の危機

開発など人間の活動による危機

第２の危機

自然に対する働きかけの縮小による危機

第３の危機

人間の活動によって持ち込まれたものによる危機

第４の危機

気候変動など地球環境の変化による危機

１ 戦略の理念

３ 基本戦略の設定

２ めざす姿

● 私たちは､自然の豊かな恵みが､命の支え合いによってもたらされていることを理解するとともに､自然への畏敬の念と感謝の気持ちを

持って､人の営みと自然の調和のもとに､豊かで美しい兵庫の自然を未来に引き継いでいくため､基本理念を以下のように定めます。

● 私たちは、未来の兵庫県が次のような社会となるよう、その実現をめざします。

● 生物多様性を取り巻く 4 つの危機 に対応するため、3つの基本戦略 を立てて取り組んでいきます。

基本戦略Ⅱ
自然の恵みを活かした地域づくり

基本戦略Ⅲ
豊かな自然を未来へつなぐ仕組みづくり
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１ 30by30（ｻｰﾃｨ・ﾊﾞｲ・ｻｰﾃｨ）の推進

２ 侵略的外来種の防除

３ 野生鳥獣の適正な保護管理

１ 里山・里海の再生

２ 生態系を活かした防災・減災

３ 生物多様性に配慮した農林水産業の推進

１ 生物多様性の理解促進

２ 生物多様性を支える人材育成の推進

３ 多様な主体が支える基盤の充実

基本戦略 主な推進施策

● 地域に根ざした生態系保全活動の推進
● 希少野生動植物の生息・生育環境の保全

● 特定外来生物の早期発見・早期防除
● 侵略的外来種に対する適切な対応

● 野生鳥獣の被害防止総合対策の推進
● 人と野生動物との共存の推進

● 里山の再生
● 里海の再生

● 災害に強い森づくり
● 人と自然が共生するため池・川づくり
● 都市緑化の推進

４ 基本戦略に基づく行動目標及び推進施策

3つの基本戦略 のもとに 9 つの行動目標 を設定し、各種施策を進めます

基本戦略Ⅰ
豊かな自然環境
の適切な保全

基本戦略Ⅱ
自然の恵みを活か
した地域づくり

基本戦略Ⅲ
豊かな自然を未
来へつなぐ仕組

みづくり

行動目標

● 環境創造型農業の推進
● 資源循環型林業の構築
● 持続可能な水産業の実現

● 生物多様性への配慮行動の促進
● 身近な自然とふれあう機会の充実
● 地域における学びの機会の提供

● 学校における環境学習・教育の推進
● 環境創造を担うユース世代の育成
● 環境リーダー・専門分野の担い手育成

● 開発行為における生物多様性への配慮
● 市町や企業などにおける生物多様性の取組促進
● 知見・技術の集積及び情報発信
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１ 地域に根ざした生態系保全活動の推進

ひょうごの生物多様性保全プロジェクトの推進

ᶍ ᶎᴲχ ᶨᶥᶪ ᵫ ᴴ ᵶᶉᵫᶨ ᶠᶪᵲᶇᵫ ᶆᵸG ╓ ᴲ ᴲ ᴲ ᶉᶈ ᶉ
ᶊᶧᶪ ╓ᶊ ᵵᵶᵾ ᵫ ᵶᶅ ᶩ ᶠᶪᶧᵥ ⱱᵶᶝᵸG

生物多様性アドバイザーによる専門相談対応

上山高原エコミュージアムにおける自然再生活動 環境省の認定制度「自然共生サイト」の推進

● ╓ᶆ ᶩ ᶟ ᶍᵥᶀᴲ ᶊḪḏḳᶇᶉᶪ

ᶉ ᶱ ᵫᵆᶑᶦᵥᵳᶍ ḟḵḀᶼ᷄Ḑᵇ*ᶇᵶᶅ

ᵶᴲᵆ ᶑᶦᵥᵳ ᵇᶊᶧᶪ ᶍᶚᵪᴲ ᶱ

ᵷᵾ ᶍ ᴲ ╓ ᶍḕḋḐḷᴻּ᷄ט ᶱ ᵶ

ᶝᵸ  G 2֩024 1ֹ08  ֪ 

● ᶣ ᴲ ᶊ ᵶᵾ Ǝּק ᶱᵆ

ᶷḑḘᶹ᷾ᴻbᶇᵶᶅ ᵶƎ ᶣ ᴴ ╓ ᵪᶨᶍ

ᶉᶈᶊ ᵸᶪ ᶊ ᵶᶅƎ ᶊ ᶄᵬ

ᶉ ᶣ ᶱ ᵣᶝᵸG

2֩024 3ֹ4 ֪

● ᶹḔḷ *᷿ᶉᶈ ᶉ ᵫ ᴴ ╔ᵸᶪ ᶊᵩᵣ

ᶅᴲ ╓ ᵪᶨ ᶪ ᶣ דּ ᴲ ᶉᶈᶆ ᵸᶪ

ᶽ᷈ḧḭᴻḀᶷḨ*◖☺ ᵫḁḁ᷂ ᶣḞḒ ᶍ ᶍ

ᶊ ╓╗ ᶇᶉᶂᶅ ᶩ ᶞᶝᵸG

＊｢ひょうごの生物多様性保全
プロジェクト｣  資料編79頁

● ᶊᶎ ᶉ ᶊᶧᶂᶅ ᵪᶉ ᵫ ᶨᶫᶅᵣᶪ ╓

ᵫ ᵮ ᵶᶝᵸG ᶍ ᵆ ᷊ᶹḐbᶗᶍ ᶊ

ᵰᶅᴲ ᶣ ╓ ᶉᶈᶗᶍ ᶣ ᶍᵾᶠᶍ

ᶍקּ ᶉᶈᶍ ⱱᶱ ᶠᶝᵸG

֩ ᷈ḱḨ ֪

上山高原自然復元作業

自然共生サイトの認定を受けた

「海岸生物の王国“相生湾”」

＊｢イヌワシ｣  資料編79頁

＊｢上山高原エコミュージアム｣
 資料編80頁

策主 な 施
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生物多様性アドバイザーによる
河川での生態系の説明西宮市立山口中学校モリアオガエル保存会

（モリアオガエルの保全活動）



᷊ᶹḐ
1 ᷈ᶻḖḐḲ╔ᶟ ᶍ ם ם

2 ᷈ᶻḖḐḲ╔ᶟ ◗ ᶇḛᶿḐᴻḟ
╪ ╓ ḦḕḀḩḻḐ

ᴴשּ ᷈ᶻḖḐḲᶍ ☺

ם

3 ᷊ḻḐḲᴻ ᶍ  ᶑᶦᵥᵳ ᷊ḻḐḲᴻḣᴻḳḏᶸḻ᷅ḁ
4 ᶍ ᴲ Ⱡ
5 ᶽḁḢḋ᷄Ḙḻḛᶍ ᶽḁḢḋ᷄
6 ᶍ
7 Ḟḱḻḉ Ⱨ  ḉ᷁Ḭ Ḳᴻḁ
8 ᶍ ᴴ ᴴᵾᶠ
9 ᶍ ꞉

10
ᶷᴻḁ Ɫ
(ᶷᴻḁ Ɫᶍ )

ᶷᴻḁ

11 ᶍע ᴾ ᴿ
ᴴ ᴴχ ᵣᵩᵣ᷀

ḓ᷀ḓḞḱ᷾ᴻḂ
12 ᵡᶮᵷ ᶍ שׁ

᷅ḲᴻḻḘḋḎḲᴻḝᶾḴḁḐּנ
ḟḱᶹḨḟḱḕḋḐᶽḒḀᴻòḅḲḭᴻ᷿ḯḻḂּנ

ḮḓḐḜᶷᵴᵴᶣᶝ ᶽḲᶷ ḙḒḅḓḋ᷄᷅ḳᴻḟ

30by30ロゴマーク

27

ᶊ ᶄᵮ Ⱨ ᶍ ╓
ᶊּנᵧᶅᴲ ᶣ ᶉᶈᶍ
╓∙ ᶍ ᶊ ᵶᶅ

ᵣᶪ (OECM) ᶱ ᵸᶪ

û ᶍ ᶍ ᵮᶱ ᶪᵾᶠᶊƎ ᶍ ╓
ᶱ ᶱ30 ð∙ ᵶᶅᵣᵮᵲᶇᵫ

û ╓ᶱ30 ðᶝᶆ וֹ ᶊ ᵸᶪᶇƎ ᶍ Ḳḁ
᷄ᵫ ᵸᶪ ᶞ

日本の現状(2023年)

陸域：約20.8％

海域：約13.3％

30by30の実現に向けて～自然共生サイトの推進～コラム
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国内外
の研究
報告

● 30by30を実現するための施策＝OECM （Other Effective area-based Conservation Measures：法令による保護地域以外で生物多様性保全に資する地域）

● ᶣ ᴲ ᶉᶈᴲ ᶍ ᶊᶧᶂᶅ ᶍ ᵫ ᶨᶫᶅᵣᶪ ╓ᶱᴂ ᷊ᶹḐᶇbᵶᶅ ᵫ ᵸᶪ ᴳ
    ╓ᶍ ᶆ ╓ ᶍᶡᶍᶱ ᵬ OƎECM ᶇᵶᶅ ḏᴻḇḡᴻḁᶊ ᵶ3Ǝ0by30ᶍ ᶱᶠᵵᵸᶡᶍᴳ

環境省の認定制度「自然共生サイト」について

兵庫県の認定状況(2024.9現在)     

1

2

3

5
6

7
8

9

10

12

11

4

2023年度：12件、2024年度(前期)：2件、計14件（全国認定件数253件）     

13

14

各サイトとも、地域の保全活動団体や大学、研究機関、行政等多くの主体が緊密に連携して様々な取組が行わ
れている。



● ᴴ ᶱ ᷀ḞḐ᷁ḓᵫᵣᵾ

ᶍ ᵪᶉ ᶊ ᶨᵺᶪᵾᶠƎ ᴴ

ᴴ ᶇ ᵶᶅƎ ᶣ ᶍ

ᶣ ᶍ ᴲטּ ᶷḦḪ

ᶍ ᶉᶈᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

● ᶍᶞᶊ ᵸᶪ ᷿ḘḒ ᶍ ᶍ

ᵾᶠᴲ ᶍ ᶍ ᶆᴲ

ᵫ╔ᶅᵾ ᶱ ᶗ┌ ᵸᶪᶇᶇᶡ

ᶊᴲ ᴲ ᶉᶈᶡ ᵶƎנּ

ᶊ ᵶᶅ ᶩ ᶞƎ ᶊ

ᶱ ᶂᶅᶡᶨᵥᶉᶈƎ ᴴ ᶱ

ᶊ ᶨᵺᶪ ᶱ ᶊ ᵱᶪᶧᵥ

ᶠᶅᵣᶝᵸG

相生湾自然再生学習会議

（相生市）

高雄地区水辺づくり協議会

（赤穂市）

丹波地域のホトケドジョウを守る会

（丹波市）

● ᴲ ᴲ PTAᵫ

ᶇᶉᶩƎ ᶊᶮᵾᶩƎ ḗḦ

ᶻḌḤᶍ ᶣ ḗƎḦᶻḌḤᶍ

ᶇᶉᶪ᷀ḷḱḰḪ ᶍ᷃ ╔ ᶍ ᶱ

ᶪᶉᶈᴲ פֿ ᶍ ᶍ

ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

● ╓ᶇ ᶊ ᵶᶅ ᶆᶍ

ᶊᶡ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG ᶈᶡᵾ

ᶀᵫ ╓ ᶉᶈᶇ ᵶᶉᵫᶨ

ᶍ ᶣ ᶄᵮᶩᶍḖᶻḗᶻᶱ

ᶕᶇᶇᶡᶊƎ ╓ᶍ ᶱ ᶊ ᵣᴲ

ᶱ₲ᵸᶪ ᵫ╔ᶃᶧᵥ ᶠᶅᵣᶝᵸG

● ḴḋḑḲḁḐᶆ ḱḻ᷄ᶊ ᵴᶫ

ᶅᵣᶪ ᶍḣḐ᷆ḑḀḯ ᶎzᴲ

ᴲ ᶊᶡ ᵫ ᶮᶫᶃᶃᵡᶩƎ

ᶆᶎ ╓ᶊᵶᵪ ᵫ ᵴᶫ

ᶅᵣᶝᵺᶲG

● ᵲᶍᵾᶠᴲ ╓ ᶱ ᶊ ᵫ ᵴ

ᶫ ḣƎḐ᷆ḑḀḯᶻᶍ ᶉ

ᶣ ᶍ ᴲ ᶆᶍ ╔ ᶣ

ᶉᶈᶍ ᶉᶈᶍ ᶊ

ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG ᶊᴲ ᷀ ᵡᶪ

ᶍ ᶣ ᶍ ᶎᴲ ᶍ ∙ ᴲ

ᶍ ᶆ ᶊ ᵰᶨᶫᶅᵣᶝᵸG 

県内では丹波地域のみに生息するホトケドジョウハマウツボとカワラヨモギシバナの苗の移植
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ひょうごの生物多様性保全プロジェクト活動事例コラム



100年以上かけて再生された六甲山地

尼崎の森中央緑地 100年の森づくり

● ᶆᶎᴲ 43 ∙ ᶍ ╓ 1,000ha ᶱ100 ᵪᵰᶅ ᶇ

 ᵡᶪᶝᶀᶊ ᵸᶪḟḵḀᶼ᷄Ḑᵆ 21 ᶍ ᵇᶍ ᶊ ᵰᴲ

ᶍᵪᶃᶅ ᶉᶈᶍ ᵫᵡᶂᵾ 30ha ᶍ ᶊᵆ ᶍ ꞉

ᵇɵ 2006 ᶊ Ⱨᴲ ᵪᶉ ᶄᵮᶩᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸᴳ 

● ᵫᶚᶇᶲᶈ ᶨᶫᶉᵣ ᶊᵩᵣᶅḄḵᵪᶨḁḇᴻḐᵶᵾ ᶄᵮᶆɭᴲ

ᶣ ᶉᶈᶇ ᵶᶅᴲ ᶍ╓ᶍ ᵪᶨ ᶱ

ᵶᶅ╔ᶅᵾ ᶆ ᶱ ᶇvᵣᵥ ᶊᶡ ᵶᵣ ᶉ ᶱ ᴳ

ᶄᵮᶩ ᵪ 1ʝ8 ᶆ135 ᴲ 10 ᶍ ᶱ ᴲ ·ᶉ ᶣ

ᶍ ᶊᶡᶃᶉᵫᶂᶅᵩᶩᴲ ᶣ ᶉᶈᶍ ᵫᶆᵬᶪ

ᶉ ᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸᴳ
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コラム

コラム

● ᴲ ᶎ᷿ᶹᶣ᷿᷀ᶉᶈᶍ ᶱ ᶊ ᵪᶉ ᶱ ᵶᶅᵣ

ᶝᵶᵾᴳᵶᵪᵶᶉᵫᶨᴲ ᵪᶨ ᶊᵪᵰᶅ ᵫ ᵧᶪ ᴲ ᶉᶈᶍ  

ᶍᵾᶠᶊ ᵮᶍ ᵫ ᶩ ᵴᶫᶝᵶᵾᴳᵼᶍ ᴲוֹ ᶊᶎ ᵣ

ᶏᵪᶩᶍ ᵧᶪ ᶫֹוᶅᵾ ᶇᶉᶩᴲ ᵸᶪ ᶉᶈ ᶍ ᶡ

ᵧᶪ ᶊᶉᶩᶝᵶᵾᴳᵲᶍᵾᶠᴲ ᵪᶨᴲ ᶊᵩᵣᶅ ᶱ ᶩ ᵸᵾᶠ

ᶍ ᶉ ᵫ ᶝᶩᴲᵼᶍ 1Ǝ00 ∙ ᶍ ᶱᵪᵰᶅ ᶍ ᵡ

ᶔᶫᶪ ᶍ ᶇᶉᶩᶝᵶᵾᴳ ᶆᶎ ·ᶍ ᶣ ᶉ ᵬ ᵫ ᶄᵮ

ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳᵼᵶᶅᴲ ᶡᴲᵲᶍ ᵪᶉ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠᴲɥ

╓ ᶉᶈᶇ ᵶᵾ ᴴ ᵫ ᵰᶨᶫᶅᵣᶝᵸᴳ

●

╓ ᶊᶧᶪ

ᶍ

ᶍ

╓ ᶊᶧᶪ

(2006 )

18 (2024 )

ᶎᵷᶝᶩᶍ
֩ ᶆ ᶠᶅ ᶱ ᶂᵾ ֪



● 自然公園、自然環境保全地域などの指定

    ᶊᶎᴲ ᶃᶍ ⱧƎ ᶃᶍ ⱧƎ 11ᶍ Ⱨ*

ᵫᵡᶩᴲ ᶍ ᶎ 166 Ḡ᷄ḇᴻḳᶇ ᶍ 20 ðᶱ ᶠᶅ

ᵣᶝᵸᴳ Ⱨ ᶒ Ⱨᶆᶍ ᶍ ᶊᵡᵾᶂ

ᶅᶎᴲ ᴴ ╓ᶊᵩᵣᶅᶎ ᴲסּ ╓ᶊᵩᵣᶅ

ᶎ ᶍ ᶊᶧᶩƎ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

    ᶝᵾᴲ ╓ᶉᶈ*ᶍ ᶊᶧᶩƎ ╗ ᶍ ⌡ᶊᶃᵣᶅ

ᶎ ᶝᵾᶎסּ ᶱ ᶄᵰƎ ᵼᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

● 鳥獣保護区の指定

    ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠᴲ ᵫ ᶠᶪ

ᶊ ᶄᵬᴲ *ᶍ ᶊּנᵧᴲ ᶊ ᶍ

ᶉ ╓ᶎ ᶱ ᵶᶝᵸG

    ᶝᵾᴲ ∙ ᶍ ᶱ ᶠᶅ ᶱ ᵸᶪᶚᵪƎ ᶊᶧᶪ

ᶱ ᵯᵾᶠᴲ ╓( )ᶱ ᵶᶝᵸG

２ 希少野生動植物の生息・生育環境の保全

本県の多様で複雑な地形・気候は、独自の生態系や自然環境を生み出し、その土地・地域特有の在来種や貴重な希少種
が育まれてきました。こうした地域が適切に保全されるよう、法令に基づく保護区域となる国立・国定公園、県立自然公
園、鳥獣保護区などへの一定の規制や管理などの対策を進めます。

策主 な 施

兵庫県版レッドリストの選定及び普及啓発 自然環境保全のための区域指定

● ḴḋḑḲḁḐ* ᶎᴲ ᶊᶧᶪקּ ᶍᶡᶇƎ ᶍ

ᶊ ᶄᵬ 1Ǝ8ᶍ ᵳᶇᶊ ᶍᵩᵼᶫᶍᵡᶪ ᶉᶈᶱ

ᶌ10 ᵳᶇ ᵶᶅᵣᶝᵸGᵲᶍ ᶱ ᵷᶅƎ ᶍ

ᶍ ᶱ №ᵶᴲ ☼ )לּ ᶷḃḁḩḻḐ)ᶣ ᶉᶈ

ᵫ ╓ ᶱ ᵸᶪ ᶍ ᶇᵶᶅ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ

ᶣ ᶍ ᶊ ᵰᶅ ᶱ ᶩᶝᵸG

＊｢兵庫県版レッドリスト｣  資料編78頁

ハマボウ(植物Aランク)

但馬イヌワシ・エイドプロジェクトの推進

● ᶆᵡᶩƎ ḴḋḑḲḁḐ ḱḻ᷄ᶍᶹḔḷ᷿*ᶍḢᶷᶎƎ ╓ᶊ ᵶᵪ ᵴᶫᶅᵣᶝᵺᶲ( 2024 )ᴳ

● ᶽ᷈ḧḭᴻḀᶷḨ*◖☺ ᶆᶎᴲ◙ ᶍ ᶊ ᵰᴲ᷿᷀ ᶍ ᶊᶧᶪᶹḔḷ᷿ᶍ◙ᶇᶉᶪḖᶻ᷊᷃ᵫ ᵸᶪּז ᶍ

ᶣ ᶍ ᶊᶧᶪ ᶩ ᶍ ᴲᶔᶪᵴᶇ ᶱ ᵶᵾ (᷊᷊ ᶍ ᶩ ) ᶊ ᶩ ᶞᴲ ᶍ

ᶱ ᶠᶝᵸᴳ

アベサンショウウオ(両生類Aランク)

＊｢自然公園｣ ｢自然環境保全地域など｣  資料編80頁

＊｢鳥獣保護区｣                                資料編81頁

＊｢イヌワシ｣  資料編79頁／｢上山高原エコミュージアム｣  資料編80頁
イヌワシ
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● ᶆᶎ ╗Ǝ ᶇᶇᶡᶊƎ ᶍ

ᶿᶿ᷊ḻ᷿ḯᶻᶻᶿᶱᶎᵷᶠᶇᵶᵾ ᶣ ᶍ ᶊ ᶩ ᶞ

ᶝᵸᴳ



（参考）地域における保全活動の取組事例

● ╓( 1,000 ha) ᶊᵩᵣᶅᴲ ·ᶍ ᶨᵶᶊᶥᶇᶩᶇ ᵣᶱᶡᵾ

ᶨᵸ ᶇ ᵪᶉ ᶱ ᵶƎ ᶇ ᵫ ᵸᶪ ᶍᶝ

ᶀᶄᵮᶩᶱ ᵸ 21 ᶍ ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

ᵪᶨᶉᶪ ᶊᶧᶩƎ ᶄᵮᶩᶍ ᶣ

ᶱ ᶠᴲχ ᶨᶥᶪ ᶍ ᶱ ᵷᶅᶝᶀᶍ ᶉᶈᶍטּ ᶄᵮᶩᶊ

ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

尼崎21世紀の森構想

● ḛḀḇᴻḃḻḇᴻᶆᶎƎ ᶍ ᵪᶉ ᶱ ᵪᵶᵾ ᶍ

ᶣ ᶉᶈᶍ ᶣ ᶗᶍ ⱱᴲ

ᶍ ᶱ ᵧᶪḤḱḻḎᶸᶷ ᶉᶈᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸGɕ ᵾᴲ ╗

ᶍ ᵫ ᵫᶪ ᵩ ᶆᶍḁḁ᷂ ᶍ ᶊ ᶩ ᶟ ╓ ᶉ

ᶈᶇ ᵶᶅ ᶊᵩᵰᶪ ᶍ ᶣ ᵳᶇᶍ ᶉ

ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

六甲山の魅力発信

● ᶎᴲ ᶊ∞ ᵸᶪ ᶍ ᶆ ḗƎḋḉḯᶻ

ḐḻḤᶣ᷊᷃ḅᶻᶉᶈ ᶉ ᵫ ╔ᵶᶅᵣᶝᵸG

ᶱ ╓ᶍ ᶉ ᶇᵶᶅᶍ ᶱ ᶪᵾᶠᴲ ᶉ ᵪᶨ

ᶪ ᶽ᷈ḧḭᴻḀᶷḨ ᶱᶎᵷᶠ ╓ᶍ ᶉᶈ

ᵫ ᶍ ᶣ ᴲ ᶉᶈ ╓ᵯᶪᶞᶆ

ᵶᶅᵣᶝᵸG

丸山湿原エコミュージアム

● ╓ᶍ ᵪᶉᵾᶠ ᶣ ᶊᶎᴲ ᶉ ᵫ

ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG ᵼᶍ ᶊ ᵰᶅ ᵾƎᶠ ╓

ᶉᶈ ᶉ ᵫ ᵣᶉᶞ ᵾᶠ ḧḭᴻḀᶷḨᶊ ᵶᶅƎ ᵾᶠ

ᶱ ᶇᵸᶪ ᶍ ᶣ ᶱᶎᵷᶠƎ ᵡᶔᶫᶪ ╓ᶄ

ᵮᶩᶊ ᵰᵾ ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

いなみ野ため池ミュージアム

尼崎臨海地域 尼崎の森中央緑地での植樹の様子東お多福山でのハイキングイベント 山の案内人の会による六甲山の
花のガイド

アサザまつり
(稲美町 天満大池)

オニバス観察会
(明石市 西島新池)

湿原保全のための雑木伐採作業 地元小学校児童の環境学習
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（参考）地域における保全活動の取組事例

פֿ ● ᶍ ᶎᴲ 90 haᶊ ᶕ ᶍḁḁ᷂ ᶆᵡᶩƎᶝ

ᵾ ᵫ ᵶᶅ ᵶƎ ᵮᶍ ᶣ ᵫ ᴴ ╔

ᵶᶅᵣᶝᵸG ᶉḁḁ᷂ ᶍ ᴴ ᶊ ᵰᴲ ╓ ᶉᶈᶱ ᶊᴲ

ᶍ ᶣḁḁ᷂ᶍ ╔ ᶱ ᵸᶪᶚᵪƎ ᵬ*ᶣ ḁƎḁ᷂

ᶝᶃᶩᶉᶈ ᶇᶔᶫᵡᵥᶹḡḻḐᶉᶈᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

砥峰高原におけるススキ草原の保全･再生

נּ ● ᶊ∞ ᵸᶪ ╥ ᶎᴲ ᶃᵪᵹᶍ ᶆᵡᶂᵾᶡᶍᶱ

ᶍ ᵡᶒᵬ ᶉᶈᵫ ᶊ ᶩ ᶞƎ ᶆᶎ

ᶍ ᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG Ḑ᷂ḅᶻᶣ᷊᷃ḅᶻᶉᶈ ᶍ ᶍᶚᵪḚ

ḩḚ᷀᷇ᶣḗḋḉḯᶻḐḻḤᶉᶈ ᶉ ᶡ ᶨᶫᶪ ᶉ ᶆᵸG

נּ ᶍ ᶍ ᶡ ᵰᴲ ╓╗ ᶇᶉᶂᶅ ᶉ ᶍ

ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG

網引（あびき）湿原の再生

● ᶎ2009 ᶍ ᶊ ᵥ פֿ ᶊᶧᶩƎ ↨

ᶎ ᶊ ᵶᵾ╗ ᶆƎ ᶣ ᶍ ᵫ ᵷᶅᵣ

ᶝᵸ ᵼGᵲᶆƎ ᶆᶎᴲχ ᶃᶅᶍ ᶍ ᶱᶠᵵᵶᶅ ╓ ᶉᶈᶇ

ᵶᶅƎ ᶉᶈᶊᶧᶪ ᶍ ╓ ᶣ ᶍ ᶊ

ᵰᶅ ᵴᶉ ᶍ ᶱ ᶩ ᶫᶉᵫᶨƎ ᶉ ᵫ ᶄᵮֿפ

ᶍ ᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG

恵み豊かな清流千種川の復活

● ᷈ᶻḖḐḲᶍ Ⱨᶱ ᶊ ╓╗ ᶇᶉᶂᶅ᷈ᶻḖḐḲᶇᵫ

ᶆᵬᶪ ᶄᵮᶩᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG ᶊ ᵰᵾ ᶎᶡᶇᶧᶩƎ

ᶍ ᶣ ḛᶿḐᴻḟ ᶍ ᶉᶈᶍ ᶍ ᶣ

ᶉᶈᶊ ᶩ ᶟᶚᵪƎ ᷈ᶻḖḐḲᶍ◙ᶇᶉᶪ ᵮᶍ ᵬ ᶱ╔ᶞᶉᵫᶨƎ

ᶣּט ᶊᶆᵬᶪᵿᵰ ᶨᶉᵣ᷈ᶻḖḐḲ╔ᶟ ᶡ ᵶᶅᵣ

ᶝᵸ  G

コウノトリの野生復帰に向けた取組

ススキ草原(砥峰高原) 山焼き＊の様子ボランティアによる保全活動 地元小学生への環境学習

コウノトリ野生復帰PR動画 コウノトリ育む農法
(第11回コウノトリ写真コンクール最優秀作品)

魚類の生息場に適した環境(寄州
や瀬･淵)を創出するバーブ工*

*河岸から上流側に向けて構造物を設置する水制工法

千種川県域清流づくり委員会
（千種川中流ビオトープ体験）

＊｢山焼き｣(野焼き)  資料編81頁
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（参考）地域における保全活動の取組事例

● ╓ᶎᴲ ᶱᶎᵷᶠᶇᵸᶪ ·ᶣ ᶍ ᶉᶈ ᵪᶉ

ᶊ ᶝᶫᶅᵩᶩƎ ᵲᶫᶨᶍ ᶱ ᴴ ᵶƎ ᶊ╥ᵬ ᵣᶆᵣ

ᵮᵾᶠƎ ᶇ ᴴ ᶉᶈ ᵫᵼᶫᵽᶫᶍ ᶣ ᶊ

ᶃᵣᶅ ᶱ ᵶƎ ᶱ ᶠᶅᵣᵮᴂ ╓ ḙᴻḐḒᴻ᷿ḋḟ

ᵇɵ ◖☺ᵶᶅᵣᶝᵸG

丹波地域環境パートナーシップ会議

丹波の貴重な生物・植物
(設立10周年記念誌表紙)

丹波地域における水生生物調査

● ᶍ ᶉᶈᶆ ᶍ ᶱ ᵶƎ ᶣ ᶆ ᵸᶪᶇ

ᶇᶡᶊᴲ ᵶᵾḒḇḕ ᶱ ᶇᵶᶅ Ǝּק ᶆ ᵸᶪᶉᶈ

ᶱ ᵸᶪ╗ Ǝּק ᶍ ᶱ ᵶᵾḘᶹᶿḏᶸᴻḄḳ ᶊ

ᶣḒḇḕ ᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶩᵪᵸᶱ ᶣ ᶊ ᵸ

ᶪ ᵡᶮᵷ ᶍ ᶽ᷈ḟḵḀᶼ᷄Ḑɵ ᵶᴲ ╓ᶆᶍ ᶍ ᶱ

ᶠᶅᵣᶝᵸG

あわじ菜の花エコプロジェクト

洲本大野地区菜の花部会
(大野菜の花迷路)

菜の花で作ったナタネ油

コウノトリの野生復帰とラムサール条約湿地登録

● ᷈ᶻḖḐḲᶍ ᶍ ᶇ ᵪᶉ ᵫ ᵴᶫƎ2012לּ ᶍḱḨ᷊ᴻḳ ֩ ֹ ᶊ ᶍ ᶇᵶᶅ ᶊ ᶉ ᶊ ᵸᶪ

֪ 11 ᶊᵩᵣᶅᴲⱦ זּ ╓ ᵫ ᶇᵶᶅ ᵴᶫᶝᵶᵾG

●● ᷈ᶻḖḐḲᵫ ᵸᶪ ḗḉ᷉ḵᶻᶍ ᶉᶈ ·ᶉḇᶹḟᶍ ᵫ

ᵴᶫᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᷈ᶻḖḐḲ╔ᶟ ᶉᶈᶍ ᶊᶧᶩ ᵮᶍ ᶍ ᵫ

ᵾᶫᶅᵣᶪᵲᶇᵫ ᵮ ᵴᶫᵾᶡᶍᶆᵸGלּ

● ᷈ᶻḖḐḲᶍ ᶍ ᶱנּ ᵰƎ᷈ ᶻḖḐḲᶍ ◙ ᶒ ᶍ ᶇᵶᶅ ᶊ

ᵴᶫᶅᵣᶪ ╓ᶡ ᵸᶪᵾᶠƎ 2018 ᶊ ᶽḲᶷᶱ ᴲ ᶎ

1,094 haᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG

● ᶆᶎ ḱƎḨ᷊ᴻḳ ᶍ ᶱ ᶠᶪᵾᶠƎ ᶊᶧᶪ ᴲ

ᶡ ᵶᶅᵩᶩƎ ḱḨ᷊ᴻḳ ᶍ ᴲ ᶍ ᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG 高校生による調査活動高校生による保全活動

34基本戦略Ⅰ－行動目標１ 30by30の推進

コラム



１ 特定外来生物の早期発見・早期防除

策主 な 施

アライグマ・ヌートリア対策

● ᶍ ᶣᶮᶉᶍ ᶊ ᵶᶅ ᶍ╗ ᶱ ᵸ

ᶪᶚᵪᴲ ḃḻḇᴻᶊᶧᶪ ᴴ ᶮᶉᶍ ᴴ

ᶣ ḗᶻḁᶆᶍ ḏƎᴻḇ ᴲ ᶍ ᶉᶈᶱ

ᵷᶅ ᶱטּ ᶩᶝᵸG

ナガエツルノゲイトウなどの外来植物対策

● ᴴ ᴴ ᵫ ᵶᶅ ᶱ ᵸᶪᶇ

ᶇᶡᶊᴲ ᶊ ᵫ ᵶᵮᴲ ╓ ᶉ ꞌᵫ ᶉ ╓ᶊᶎ ╓

ᶱ ᵶᴲ ᶉ ᶱ ᶩᶝᵸᴳ

特定外来生物全般の総合的な対策

● アカミミガメ､ブルーギルをはじめとした特定外来生物について、

多様な主体と連携して必要な防除対策に取り組みます。

● クビアカツヤカミキリ・ツヤハダゴマダラカミキリ対策

・PCR検査による同定調査や専門家･市町等と連携した分布調査の実施

・被害木への防除ネットの巻き付けや薬剤の注入、被害が深刻な場

合は伐採の上、粉砕・焼却処分

・防除対策をまとめた県の防除マニュアルをもとにした技術講習会

の開催など

外来昆虫対策

＊｢特定外来生物｣  資料編79頁

● ヒアリ対策 ※ 国内に定着していないヒアリは、国が防除

・早期発見に努め、国が実施する分布調査・駆除などの防除対策に

国と協力・連携して取り組みます。

● アルゼンチンアリ対策

・分布調査により防除範囲を確定し、市町と連携して防除対策を検討

・ベイト剤（毒餌）などの薬剤による駆除、その後のモニタリング

・家屋侵入防止に向けた住民向け講習会開催など

薬剤による防除
(左)
防除ネットの巻
き付け(右)

モニタリング調査
(左)
市町職員対象の講
習会(右)

農園での現地研修
(左)
筒形トリガーに前
肢を入れエサをと
ろうとしているア
ライグマ(右)

防除技術講習会
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 H ᶍ ᴲ ᶍ

 H ᶗᶍ ꞌᶣ ⱱᴲ

ᶣ פֿ ᶗᶍ ꞌ

 H ᶍ ᴴ ֩ ᷿ᴻḐᶍ ᶊᵻ

ᶪ ֪ᴲ ᶍḪḓḇḲḻ᷅

 H ╔ ᶣ ᶗᶍ

｢早期発見･早期防除｣の方針のもと、市町や土地所有者・施設管理者・農業者・企業など地域の各主体と連携して、特定外来
生物*の侵入・定着を防ぎ、生態系の保全･人的被害の発生阻止･農林水産業被害の防止などの防除対策に取り組みます。



脅威の繁殖力「ナガエツルノゲイトウ」

● ᶎᴲ ᶍ ᶆᴲ ᶝᵷᵣ ᴴ ᴴ ᶱ ᶃ ᶍ╗ ᶆᵸᴳ ᶊ ᵸᶪᶇƎ ᶆᶎ ᶍ ╔ ᵫ ᵷᵾ

ᶩᴲ ᶣ ᶱ ᶝᶨᵺᶪᶉᶈ ᶱ ᵸᶪ ᵾƎᶠ ᶉᶈᶍ ᶱ ᵣ ᵮᵸᵾᶠƎ ᶍℓּטᶣ ᶍ ᶱ ᵥᶇᵣᶂᵾ

ᶱ ᵷᵴᵺᶪᵲᶇᵪᶨƎ ᶍᵆ ᶊb ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG

● ᵲᶍ ᶍᶣᶂᵪᵣᶉ ᶎƎ ╗ ᵶᶅᵶᶝᵥᶇƎᵼᶍ ᶇ ᶊ ᶍ ᶇ ᵫᵪᵪᶪ ᶊᵡᶩᶝᵸᵫƎ ᶊᶡ ᶆ

וֹ ᶉ ᵫ ᵶᶅᵩᶨᵹƎ ᶊ ᵶᶅᵣᶪ ᶊᵡᶩᶝᵸG 

● ᶆᶡᴲ ᶍ ᶱ ᶊ ᵫ ᵴᶫᶅᵩᶩƎ ᴲ ᶆᶎᴲ ᴴ ᴴ ᶊᶧᶪ ᶱ ᵶᶅƎ ᶣ

ᶱ ᶝᵧᵾ ᶊ ᵶᶅ ᶩ ᶲᶆᵣᶝн ᴳ
 
【閉鎖性の高い比較的小規模なため池での防除対策の事例】

ᶍ ᶆᶎᴲ ᶊ ᴲ ᶱḦḋḐ ᶊ ᵥᶚᶈ

ᵶᶅᵣɕ ᵶᵾᵫᴲ ᶍקּ ᶍᶡᶇᶊ ᴲ ᶉᶈ ᵫ

ᵶᶅ ᵪᵰᶅ ᶊ ᶩ ᶲᵿ Ǝֹו ᶎᵪᶉᶩ ╔ᵫ ᵧᶨᶫᶅᵣᶝ

ᵸ ᵼGᶫᶆᶡᴲ ᶊᶎ ᶂᶅᵩᶨᵹƎ ᵪᶨᶍ ᶩH ᶣ ᶍḩḻ

ḎḒḻḁᶉᶈᶱ ᵥᵲᶇᶆ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG
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コラム

2֩024 ֪(2021)

高校生による特定外来生物防除の取組コラム

県立明石北高等学校《クビアカツヤカミキリの防除活動》

● ᶍ ᶆᶎᴲ ╓ᶍ ᶱ ᵧᶪᵾᶠᶍ    

ᶱ ᵶᶅ ᶂᶅᵣᶝᵸᴳ

● ᷀ḧ᷂Ḳᶎ ᵫ᷊᷄ḱᶣḪḪᶉᶈᶍ ᶍ ᶱ ᵣ ᶨᵶᴲ 

ᶣ ᶉᶈᶍ ᶱ ᵴᵺᶝᵸᵫᴲ ᶍ ᶊᶎ

 Ⱨᶣ ᶡ ᵣᵾᶠᴲ ᴴ ᶣ

ᶉᶈᶇקּ  ᵶᶅ ᶊᵡᵾᶪᶚᵪᴲ

ᶇ ᵶᶅGIS ᶱ ᵣᵾ᷊᷄ḱᶍḏḀ

ḇḳḦḋḟᶍ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸᴳ

● ᶉ ᶱ ᶂᶅᶡᶨᵥᵾᶠᴲ ᶨ

 ᵫ ᶗᶍ ᶱ ᵥᶉᶈ

 ᶊᶡ╗ ᶂᶅᵣᶝᵸᴳ ᶗᶍ

県立篠山東雲高等学校《ウシガエルなどの駆除活動》

● ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠᴲ ◗ ᶍ שּ ᶆᶎᴲ

ᶻ᷿᷁ᶽḳᶉᶈ ᶍ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸᴳ

● ᶎᴲ ᶍᵼᶏᶊ ᶨᵸ ᵪᶨᶻ᷿᷁ᶽḳᶍ ᵬ

ᶊᶧᶪ וּ ᶱ ᵬ ᵰᵾᵲᶇᵪᶨ ᶝɭ ᶝᵶᵾG

● ᶻ᷿᷁ᶽḳᶍᶚᵪƎ ᵷᵮ

ᶍᶷḩḲ᷀᷾Ḳ᷁ḓᶣḞḳᴻ᷃ḳᶉ

ᶈᶡ ᵶƎ ᶍ ᶊ ᵶᶅ

ᵣᶝᵸᴳɕ ᵾᴲ ᵴᶫᵾ ᶱ

ᶣ ᶇᵶᶅ ᵸᶪ ᶊᶡ

ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG
篠山城堀での外来種捕獲活動



■ 外来種被害防止３原則

 「入れない」・・・ 生態系等への悪影響を及ぼすおそれのある外来種を「入れない（持ち込まない）」

 「捨てない」・・・ すでに飼っている外来種がいる場合は、野外に出さないために絶対に「捨てない」

 「拡げない」・・・ 外で外来種が繁殖してしまっている場合には、それ以上「拡げない」

生態系への影響

在来種を捕食、在来種の生息･生
育環境を奪う等の競合が生じる。

人の生命・身体への影響

咬まれる、刺される、病原菌等
を媒介する危険がある。

農林水産業への影響

田畑を荒らしたり、農林水産物
を食害する。

２ 侵略的外来種に対する適切な対応

外来種の中には、｢特定外来生物｣以外にも、生態系等を脅かすおそれのある｢侵略的外来種｣がいます。生態系等への被
害防止に向けて ｢入れない｣ ｢捨てない｣ ｢拡げない｣ の３原則のもとに、外来種への正しい理解促進及び注意喚起に努め
るなどにより生態系等の保全を図ります。

兵庫県版ブラックリストの選定及び注意喚起 侵略的外来種の被害防止対策

● ᶍ ᶊℓ☼ ᶱ ᶛ (нᶝᵾᶎ ᶛᵸᵩᵼᶫᶍᵡ )ᶅ

ᶱ Ḟḱḋ᷄ḲḁḐ*ᶇᵶᶅ ᵶƎ ᶣ

ᴲ ᶗ ᵸᶪᵲᶇᶊᶧᶩƎ ᶗᶍ

ᶒ ≥ ᶱ ᶩᶝᵸG

● ╛ ᶉᶈᶱ ᵸᶪ ᶍ ḁ᷄ḧḲḻ᷉᷁ (ʋ ḀḫḻḤḇ

ḓ᷿ )ᶣᴲ ᶍ ᵫ ᶇᶉᶂᶅᵣᶪḖḕ᷈ᶉᶈᶍ

ᶊᶃᵣᶅᴲ ᵸᶪ ᶇ ᵶᶅ ᶉ ᶍ ᴴ

ᶉᶈᶊ ᶩ ᶞᶝᵸG

＊｢兵庫県版ブラックリスト｣  資料編79頁

スクミリンゴガイの防除技術講習会
(加西市民会館)

策主 な 施
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（例）ホテイアオイ
    （要注意外来生物）

ᶱ ᵣᶃᵮᵶ ᶱ
ᶩᴲ ᶍ ᶍ
ᶱ ᵪᵸᵩᵼᶫ ᵫᵡ
ᶩᶝᵸᴳ



地域における「ジャンボタニシ」駆除の取組事例

● ᶆᶎ ḀƎḫḻḤḇḓ᷿ᵫ╛ᶱ ᵣ ᶨн ᵫ ᶊᶮᵾᶩ ᵶƎ ᶉ ᵫ ᶉ

ᶊᵡᶩᶝᵶᵾGᶝᵾᴲ ᶱ ᵶᶅᵣᶪᵲᶇᶡᵡᶩƎ ᶇ ᶍ ᶍ ᶱ ᶅᴲ

ᵪᶨ ᶊ ᶨᶉᵣ ᶉ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

● ḀḫḻḤḇḓ᷿ᵫ ᶍᵡᶪ ᶱ ᶟ ᶱ ᵶᶅƎ ᶍ ᶊ ᶱ ᶂᶅᵩᶒᵬ ᵺᶅ ᵸᶪ

ᶉᶈᶱ ╓ᶱᵡᵱᶅ ᶩ ᶟᵲᶇᶊᶧ ╗ɭ ᶍ ᶱᵡᵱᶅᵣᶝᵸGוֹ

 ù

神戸市の「外来生物展示センター」について

● ᶆᶎᴲ ᶊ ᶉ☼ ᶱ ᶛᵸ ᶊᶃᵣᶅ ᵸᶪ ᶇᵶᶅƎ2022 ᶊᵆ ḃḻḇᴻbᶱᶿᴻ

ḟḻᵶᶝᵶᵾG ᶊ ᵶᵾטּ ᶍ ᶎ ᶍ ᶆ ᶠᶅᶆᵸG

● ╔ ᶆᶎᴲʊ ḩḲ᷀᷾Ḳ᷁ḓᶣᶷ᷀ḧḧ᷁ḩƎḞḱḋ᷄Ḙḁᶉᶈᶍ ᵬᵾ 30 600 ∙ ᶱ ╔ᴴ ᵸᶪᶚᵪᴲ ᵫ

ᶊᶈᶍᶧᵥᶉ☼ ᶱ ᵧᶪᶍᵪᶱ᷄ᶹḂ ᶆ ᵸᶪ᷈ᴻḒᴻᶡ ᵰᶅᵣᶝᵸG

● ḣᴻḳᶆᶎᴲᶷḱᶹ᷅ḦᶣḔᴻḐḲᶷᶉᶈᶍᶎᵮ ᴲḚᶷḲᶣ ᷀ḧ᷂

Ḳᶉᶈᶍ ᶣ ᶊᶧᶪ ᶍ ᴴ ᶉᶈᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳᶝ

ᵾᴲ ╢ᵫ ᶊᶃᵣᶅ ᵪᶩᶣᵸᵮ ᵸᶪᶉᶈ  Ǝ

ᶊᶃᵣᶅ ᵶᵮ ᶕᵲᶇᵫᶆᵬᶪ ᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸᴳ

● ᶊ╗ ֩ ֪Ǝ ᶫᶍᶚᵪᴲ ᶍ ᶉᶈᵪᶨᶍ

ᶉᶈᶡ ᵧᶅᵣᶝᵸᴳ

ᵊ ᵋ 3 - 12 - 28 ᷄Ḳᴻḻḃḻḇᴻ

38基本戦略Ⅰ－行動目標２ 侵略的外来種の防除

コラム

コラム

ᶆᶍ

ᶷḱᶹ᷅Ḧᶍᶉᶠᵶ ᶍḣᴻḳᶍᶎᵮ

「スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）」は、南米原産の淡水に生息

する貝で、1980年代に食用として輸入されましたが、養殖業者の廃業

などによって放置され、脱走したものが水路や水田で野生化し、今や 

世界及び日本の「侵略的外来種ワースト100」に選ばれています。

特に柔らかい稲の苗を食べてしまうことから、県では農業者への防

除技術指導に努めています。 ḁ᷄ḧḲḻ᷉᷁ᶹ֩ḀḫḻḤḇḓ᷿֪ᶇ



１ 野生鳥獣の被害防止総合対策の推進

｢兵庫県鳥獣保護管理事業計画｣等に基づき、市町との連携のもと、兵庫県森林動物研究センターの研究成果を活かした「個
体数管理」「被害管理」「生息地管理」を総合的・計画的に推進する野生動物の保護管理( ﾜｲﾙﾄﾞﾗｲﾌ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) に取り組みます。

策主 な 施

獣種に応じた被害防止対策

ᶱ 46 ,000

ᶇᵶ IƎCT ᶱ ᵧᵾ

ᶮᶉᶍ ᶣ

ᶍ ᶍ ᴲ

ᵫ ᵮ꞊ ᶍ

╓ᶆᶍ ᶊᶧᶪ

ᶊᶧᶩᴲ ᶊטּ

ᶩ ᶞᶝᵸG  

集落での被害防止対策

● ᶇ ᶱ ᵧᵾ

ᶱ ᶗ ᵶᴲ

ᶍ᷀ḳḎּטᴴ ᶱ ᵥᶚᵪᴲ

ᶊ ᶄᵮ ᶣ קּ ᶨᶊ

ᶧᶪ ᶇ ᶍ ᶱ

ⱱᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᶍ ᶊ

ᶧᶪ ᶍ ᶱטּ ᶠᶝᵸG

狩猟者の確保・育成

● 狩猟への関心を高める体験会や狩猟免許試験講習会のほか、狩

猟初心者 ᶍ ⱱᶊᶧᶩƎ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG ᶝ

ᵾᴲ ᶍḲᴻḈᴻᶣ ᵣ ᶍ╔ ᴲ ᶊᶧᶪ

ᶍḦḻḌᴻḦḻ ᶉᶈᶊᶧᶩƎ ᶍ╔ ᶊ ᶩ ᶞᶝᵸG

● ｢兵庫県立総合射撃場｣の活用

    ᶱ ╔ ᶍ ᶇᵶᶅ ᵶƎ ᵣ

ᶣ ᶱ ᶃ ᶱ ᵶᶝᵸG捕獲指導

ᶱ 25 ,000 ᶇᵶƎ ᶗᶍ

ᴴ וֹ ᶉ ᶍ ᶣ ᶍ

ᶍ ᶍᶚᵪᴲ ᶆᶎᴲʋ Ḗ᷿

᷿ ╢ᶍ ᶣּנ ᶍ ᴲɲ ᶉ

ᶍ ᶩ ᶍ ⱱᶊᶧᶩƎ ᶊטּ ᶩ

ᶞᶝᵸᴳ

Ḍ᷂Ḗḷ᷅Ḧ ╓

ᶊᵩᵣᶅ ᵶᵾ ╓ ᶊ ᶄᵬƎ ╓

ᵳᶇᶍ ᶉ ᶱ ᶠᶪᶇᶇᶡᶊƎ

ᶍ וֹ ᶉᶈᶍ ╥ ᶊᶧᶩƎ

ᶗᶍ ᶣ ᶍ ᶱ ᶠᶝᵸG

ᶫᵳᶇᶍ ᶊꞌ

ᵷᵾ ᶉ ᶣƎ

᷊ḳᵫ ᶩᶊᵮᵣ

ᶍ ᴲ᷊ ḳ ╢ᶊᶧᶪ

ᵣ ᵣᶉᶈᶱ ᶠᶝᵸG

פֿ ᶊᵩᵰᶪ

ᶉᶈ ᶊ ᵰᵾ

ᶱ ᶠᴲ ᶍ

ᶣ ᶍ ᶀ ᶫᶉᶈᶍ

ᶱ ᶠᶝᵸG

シカ対策 イノシシ対策

ツキノワグマ対策

ニホンザル対策

カワウ対策
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シカの食害による下層植生・草原植生の荒廃と地域における希少植生の保護

カワウ対策について

● ᷀ḷᶻᶎ ᶍ ᶆᴲ ᶞᶊ ᵶᶅ ᶉᶈᶱ ᵶƎ ░ᶊᶃᵬ ᵡᵾ5ɭ00 gᶍᶽ᷊ᶱ ᶘᶪᶇ ᵴᶫᶅᵩᶩƎᶽ᷊ᶊᶉᶪ ᶱ ᶠ

ᶅ ᶆ ┌ ᶱᵸᶪᵲᶇᵫ ᶨᶫᶅᵣᶝᵸG

● ᴲ ╓ᶍ ᶣ ⌡ ᶉ ᶊᶧᶪ᷀ḷᶻᶍᶌᵯᶨH᷈ḵḓ (ᴻ ᶱ ᵥ )ᶍ ᶉᶈᶊᶧᶩ ᵫ נּ ᶊᵡᶪ ᴲʊ Ḯ

ᶉᶈᶊ ᵸᶪ ᵫ ᵸᶪᶧᵥᶊᶉᶩᶝᵶᵾGᶝᵾᴲ᷀טּ ḷᶻᶍ᷈ḵḓᴻ ᶆᶎƎℓ ᶊᶧᶪ ᶣ ᵾƎᶠ ᶍ ℓּט ᵴƎᶨ

ᶊᶎᶔᶲ ᶊᶧᶪ ᶍ ᶊᶧᶪ ᴴ ᴲ ᶗᶍ ᶉᶈᶱ╥ᵬ

● ᴲ᷿ ᷀ᶍ ᶊᶧᶩ ᶉℓ☼ ᵫ ᵷᶅᵣᶝᵸG᷿ ᵫ᷀ ᵧᵾ ᶉ ╣ᶎᴲ ᶍ ᶫ ᶣᴲ ᶍ טּ ᶊᶧᶪ ⅓

ᶍ ᶉᶈᴲזּ ᶍ ᵆ ᶊ ᵸᶪ ᵬᵪᵰᶍ ᶊᶧᶪ ᶊbᶧᶪᶚᵪ Ǝּד ᶊᶧᶩטּ ᶊ ᵣ᷿ ᷀ᶍⱢ ᵫ ⌐ᶊᶉᶪᶉᶈ ᶍ

 ᵆ ᶉᶈ ᶍ ᶊᶧᶪטּ ᵫb☼ ᵶᶅᵣᶝᵸG

 

●

カワウのコロニーカワウの誘引狙撃に
使用するデコイ(おとり)

● ᵲᶍᵾᶠᴲ᷀ ḷᶻᶇ ·ᶍ ᶇᶍ ᶍ ᶍ ᶱᶠᵵᵶᶅƎ ᴲ

ᴲ ᶱ ᶊ ᵸᶪᵾᶠᴲ᷀ḷᶻ ( 2024 -

2026 ) ᶱ ᵶƎ ᶊᶧᶪ ᶣ ᶌƎᵯᶨᶇᶉᶪ ᶍ ᶉ

ᶈᶍ ᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG

● ᷀ḷᶻᶎƎ ᶊᶎ ᶱⱢᵧᶅ ┌ ᵸᶪᵲᶇᵫ ᶨᶫᶅᵩᶩƎ ╓

ᶇᶡ ᵶᶅ ᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG
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Ḗᶷᶍ ᶊᵩᵰᶪ ᶍ
ᶍ ֩ ᶎ ᵫ ֪

ᶆᶎᴲ ᶣ ḃḻḇᴻᴲ ᶉᶈᶇ ᵶᶅᴲ

ᶍ ᶊ ᵰᶅ ᶊטּ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸᴳ

ᶝᵾᴲ ᶍ ᶇᵶᶅᴲ ᵧᶏᴲ ᵫ ╓ᶍ80 ðᶱ ᶠ

ᶪ ם ᶆᶎ 1Ǝ0 ∙ ᵪᶨᵆḖᶷᶍ ᶇbᵶᶅᴲ ᶉ ᶣḉḯ

ᶻ ᶉᶈᶍ ᶱ᷿᷀ᵪᶨ ᵸᶪᵾᶠᶍ ᶱ ᵶᶅ ᶊ ᶠ

ᶅᵣᶝᵸᴳ֩ ￼ ᴲ Ԝ֪

● ᷿᷀ᵫ ᶍּז ᶣ ᶍ ᴴ ᶱ ᵸᶪᶇƎ ᶍ ᵫ ᵴᶫᶪ ᴲ ᶉ ᶡ ᶮᶫᴲ ᶍ ᵫ ᶝᶪᶉᶈᴲ

ᵫ ᵶᶝᵸG ᶆᶡᴲ᷿ ᷀ᶍ ᶊᶧᶩƎּז ᶣ ᶉ ᵼƎᶫᶨᶍ ᶱ◙ᶇᵶᶅᵣᶪ ᵫ ᵶᶝᵸG ᵴᶨᶊᴲ᷿ ᷀

ᵫ ᶘᶉᵣ ᵿᵰᵫ ᵧᶪᶉᶈᵶᶅƎ ᶍḘḱḻḁᵫ ᶫƎ ᵫ ᵬᵮ ᶉᶮᶫᶪᵾᶠᴲ᷿ ᷀ ᶎ ᶍ ᶆᵸG

 ●

シカの食害により下層植生
が衰退した森林

ᵲᵶᶅᵣᶝᵸG



兵庫県立総合射撃場（愛称：ハンターズ フィールド 三木）の活用

● ᶆᶎᴲ ᶍ ᶍ ∫ᶍ ᴲ ( )ᶍ טּ ᶱ ╣ᶇᵸᶪ ⅓ᶍ ᶊᶧᶩƎזּ ╓ᶊᶧᶂᶅᶎ ᶣ ᵫ

ᵸᶪ ӡƎ ( )ᶍ ( ᴲɲ ᶉ)ᶍ ӢƎ ( )ᶍ ᶣ↨ ᶍ ᶍ ӣƎ ( ) ᶣ ᶱ

ᵷᵾ ( )ᶍ ᶍ ᶇᵶᶅƎ ᶱ2024 ᶊ ᵶᶝᵶᵾG

● ᶉ ᴴ ḇᶹḟᶊ ꞌᵶᵾ ᶇᶮᶉ ᶍ ᶱ ᵧᵾ ᶍ ᶆᵡᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᶍ ᶊ ᶪꜜ ᷁ᶹḑḱᶹ

ḻᶊ ᵶᵾ ᶇᵶᶅᶎ ᶍ ᶇᶉᶩᶝᵸG

● ᶆᶎ ┌Ǝ ᵸᶪ ᶱ ᶆ ᵸᶪ᷄Ḵᴻ (ḐḱḋḟHḁ᷂ᴻḐ) 1Ǝ0 m 3H0 m 5H0 m 1H00 m ᶍ ᶱḱᶹḝḳ ᶣ

ᶆ ᵸᶪ ᵫּס ᶆᴲɕ ᵾᴲ ᶍ ᶍסּ ᵫᶉᵣḛᴻḨḱᶹḝḳ ᶡּס ᶉᶚᵪƎᶮᶉ ᶣ ḀƎḛᶽᶍ נּ ᶍ ᶡ

ᵶᶅᵩᶩƎ ᶊ ᶍᵡᶪ ᶣ ᶆᵩ ᶩᶍ ᶊᶡᵳ ᵣᵾᵿᵰᶪ ᶆᵸG

兵庫県立総合射撃場 ～ ハンターズ フィールド 三木 ～ ( 2024.6.1 開場)

所 在 地  三木市吉川町福井
営業時間  夏期(4～9月)9:30～17:00､冬期(10～3月)9:30～16:00  
          ※月曜日(祝休日の場合は翌日)､年末年始は休業

トラップ射場

エアライフル射場

狩猟体験フィールド
(周辺森林)

スキート射場(併用)

管理棟

ライフル･スラッグ射場

トラップ射場 管理棟(内観)

スラッグ射場 

ライフル射場 管理棟(外観)

エアライフル射場
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射撃場ホームページ



２ 人と野生動物との共存の推進

バッファーゾーン( 人と野生動物の棲み分けを図るための緩衝帯) の設置や野生動物の生息環境改善のための広葉樹の植栽など

を通じて、野生動物の生息地保全とともに農林業被害を防ぎます。また、ツキノワグマの適切な個体数管理を行うとともに、シ

カ肉などのジビエの普及を通じて、地域の資源循環を図ります。

県民緑税を活用した野生動物との共生林の整備 ツキノワグマの個体数管理

● ᶊᶧᶪ ᵫ ᶉ ╓ᶱ ᶊᴲ ᶇᶍ

ᶞ ᵰᶱ ᶪḘḋḝᶶᴻḆᴻḻᶍ ᶇ ᶍ╗ ᶉ

ᶱ ᵶᶝᵸG ᶝᵾᴲ ᶍ ᶱ ᵸᶪ

ᵾᶠᴲ ᶍ ᶣ ᶱ ᶪ ᶍ ᶉᶈ

ᶱ ᶠᶝᵸᴳ

● ᶉ᷄Ḧᶍ ᶱ┐ ᵶᶉᵫᶨƎ ᶣ ᴲ

ᶉᶈ ᶇᶍ ᶱ ᵶƎ ᷄Ḧᶇ ᶍ ᶞ ᵰᶱ

ᶪᵾᶠ  Ǝ ᶣ ᴴ᷄ Ḧᶍ Ḇᴻḻᵳᶇᶊ ᶉ

ᶱ ᵥᶇᶇᶡᶊƎ ╓ ᵳᶇᶍ ᶊꞌᵷᵾ ᶣ

ᶍ ᶍ ᶊᶧᶩƎ ᶱ ᵣᶝᵸᴳ

策主 な 施

ひょうごジビエの利用促進（シカ丸ごと１頭活用大作戦）

● ᵶᵾ᷿᷀ᶱ ᶣḢḋḐḝᴻḑᶉᶈᶍ╓ ᶇᵶᶅ ᶊ ᵸᶪ

ᵾᶠᴲ ᴴ ᶇ ᵶᶅᴲ נּ ᶍ ᴲ ᶍ

ⱱᶉᶈᶊּנᵧ ᶑƎᶦᵥᵳḀḛᶽᶍ ( 6 1Ǝ6 ᶒ אל4

)ᶍ ᶊᶧᶩƎ ᷿᷀ ᶍ ᴴ ᶗᶍ ᶱ ᶠᵾ

ᵣ ᶱ ᶩᶝᵸG

バッファーゾーンの整備(相生市) 植生保護柵の設置(宍粟市) 集落周辺ゾーンで捕獲されたクマ(豊岡市)

第４回ひょうごジビエコンテスト最優秀作品「鹿のサルサ トルティーヤチップ添え｣(左)
学校給食(鹿のデミグラスシチュー)(右)
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［山陰海岸国立公園］
香住海岸（香美町）
（ジオパーク）
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１ 里山の再生

新ひょうごの森づくりの推進

近年の人口減少や高齢化、生活様式の変化などによる管理不足で、里山や森林の衰退が懸念されています。本県では、
市町と連携した間伐実施による森林管理の徹底や県民参加による森づくりに取り組みます。また、木質バイオマスなど
地域資源の利活用を進めます。

● ╓ ᶊᶧᶪ ᶱ ⱱᵸᶪ

ᶱ ᵶᵾ ᶍ ᶣƎ 100 ð

ᶊᶧᶩ ᶍ ᶉᶈᶱ ᵶᶝᵸG

里山バイオマス活用コンソーシアムの構築

県民総参加による森づくりの推進

● 森林ボランティア活動の促進

    ᶉ ᵣ ᶊᶧᶪ ᶄᵮᶩᶱ ᵸᶪᵾᶠ ḤḱḻḎᶸᶷᶣ

↨ ᶱ ᵥḲᴻḈᴻᶱ ᵶᶝᵸG

木質バイオマスなど地域資源の循環・利活用

● ᴴ ᶆ ᵸᶪ ᶍ

ᶱ ḘᶹᶿḦḁ ᶍ ᶇ

ᵶᶅ ᵸᶪᵾᶠƎ ᶍ

ⱱᴲ ᶉ ᶍ ᶣ

ᶍ ᵰᶣḁḐḋ᷄ ᶱ ᵧᵾ

ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸG 枝葉等の林地残材のストック･搬出
（宍粟市内バイオマスヤード）

フルサト･マルカホールディングス
株式会社による「ユニソルの森」
看板除幕式（宝塚市）

● 企業の森づくりの推進

    企業や団体が社会貢献活動の一環と

して森林保全活動に取り組む「企業の

森づくり」を推進しᶝᵸᴳ

֩ 2ֹ023 46 ֪

木質バイオマスボイラー(神戸市北区)
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策主 な 施

● ᵫ ᵥ ᶉᶈᶍ ᶉ ᶊᶧ CᶅO 2 ᶱ

᷄ḴḀḋḐᶇᵶᶅ ᵫ ᵶ ᶆᵬᶪᴂ ᷄ḴḀḋḐ* ᶍb ᶊ

ᵰᶅᴲ ᶊ ᶉ ᶱ ᵸᶪ ᶗᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

Ｊクレジット（森林クレジット）の取組推進

＊「北摂里山地域循環共生圏」

 資料編81頁

＊｢Ｊクレジット｣  資料編82頁

（67頁コラム参照）

木質バイオマスの利  
 活用による地域循環
 共生圏の目指す姿
 （イメージ）● ḘᶹᶿḦḁ ᶱ ᵶ

ᵾ ╓ ᶍ ᶱ

ᵸᵆ ╓

*bᶍ ᶒ ╓ᶗᶍ

ᶱ ᶇᵶᶅ᷈ḻḅᴻ᷿ᶷ

Ḩᶱ ᵱᴲ ᶍ

ᶒ ᶱ ᵶᶝᵸG

北摂里山地域循環共生圏

北摂で生産した里山
チップを近隣需要家
で利用するモデル

地域内資源循環型

地域内に賦存する木
質バイオマス(間伐未
利用材、剪定枝、危
険木、里山保全由来
等)を、近隣の加工施
設で燃料化し、地域
内の施設で利用

森林保全対策の推進

● ナラ枯れ等から森林を適切に保全するため、兵庫県ナラ枯れ被害対

策実施方針に基づき、 ᶍ ᶣ ᶉᶈᶍ ᶱ ᶠᶝᵸG

● 放置竹林の拡大防止に向け、竹をバイオ燃料や新たな商品開発へ適

用するなど有効資源として活用する取組を促進します。



受け継がれる伝統～台場クヌギと菊炭～

● ᶊ∞ ᵸᶪ ᶍ ᶊᶎᵆ ᷄Ḕ᷃bᶇ ᶏᶫᶪ ᶉ᷄Ḕ᷃ᵫ

ᵶᴲ ᵪᶨ ᵬᵫ ᶮᶫᶪᶧᵥᶊᶉᶩᶝᵶᵾG

● ᷄Ḕ᷃ᶎᴲ ᵬᶍ ᶇᵸᶪᵾᶠƎ ᵩᶧᵼ10 ᵳᶇᶊᴲ ᵪ 1ʝ¿2ḩᴻḐḳᶍ

ᶇᵲᶬᶆ ᶒᵾ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶱ ᶩ ᵸᵾᶠƎ ᶍ ᵫᵹᶲᵯᶩᶇ ᵮᶉᶂᵾƎ

ᶍ ᶱᵶᶅᵣᶝᵸG

● ᶊ ᶍ ᶎᴲ ᵬ ᵫᶂᵾ ᶍ ᶍ ᵫᴲ ᶍ ᶒᶨᶊ ᶅᵣᶪᵲᶇᵪᶨ

ᵆ ᶇb ᶏᶫᴲ ᶍ ᶇᵶᶅᶡ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG

● 30 ∙ ᶎᴲ ᶣ᷁ḁᵫ ᵶƎ ᶝᵾᴲ ᶍ ᶉᶈᶊ ᵣᴲ ᶡ

ᵶᶊᵮᵮᶉᶩƎ ᶊᶎ 40 ᵡᶂᵾ ᵬ ᶍᵥᶀƎקּ ᶆᶎ1 ᶍ ᵫקּ

ᶱ ᶩ ᵰᶅᵣᶝᵸG

● ᶆᶎ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠᴲ ᶍ ᶍ ᶱᶠᵵᵶᶅ ᶱ ᵸᶪᶚᵪᴲ᷿ ᷀

ᵰᶍḕḋḐᶱ ᶉᶅᶈᴲ ᶱᵡᵱᶅ ᷄Ḕ᷃ᶍ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG● 台場クヌギ 菊 炭
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北摂里山博物館構想～地域まるごと博物館～コラム

● ᶣ ᴲטּ ᶉᶈᵴᶝᵵᶝᶉ ᶊᵡᶔᶫƎ

╗ᶇᶡ ᵴᶫᶪ ᶍ ᴳ ╓ᶍ ᶣ ᴲ

ᶣ ᴲ ᶉᶈᵫ ᵶᶅƎ ╓ᶍ

ᶱ ᶊ ᶅᵾᵆ ᶇbᵶᶅ ᵶƎ

ᶍ ᶇ ᶱ ᶩƎ ╓ᶍ ᶊטּ ᶩ ᶲᶆ

ᵣᶝᵸᴳ

● ᵫ ᶇ ᶍ ᵾᶉ ᶱᶃᵮᶩƎ ᵣᶊ ᶞ

ᶱ ᵧ ᵥ ᵪᶉ ╓ᶇᵶᶅ ᵸᶪᴂ Ḫḏḳᵇ

ᶱ ᵸᶪᵾᶠᶊ ·ᶉ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG

コラム

₆ ⌂ ₇

ᶣּז ᶩᴲ ᶍ
ᶣ ᶍ ᶉᶈᴲ

ᶍ ᴴ ᶊ ᶩ ᶟ
ᶍ ᶱ ⱱ

ᶍḟḵ᷅ḱḨᶊᶧᶩ
ᶍ ᶇ ᴲ
ᴲ ᴴ ᶉᶈᶱטּ ᶕ

北摂里山大学 こども北摂里山探検隊

北摂里山魅力づくり応援事業

ᴴ ᵫ ᶗᶍ ᶣ₲
ᶱ ᶠᶪᵾᶠᴲ ᶣ ᶍ
ᴲ ᵬᶣ ᶍ
ᶱ

北摂里山サポーターズクラブ

ᶊ ᶱ ᶃ ᴴ
ᴴ ᶱḕḋḐḷᴻּ᷄טᵶƎ
ᶣᶹḡḻḐ ᴲ

ᶱ



● Ḟḳᴻ᷀ᴻḤḻ* ֩ ᶣ ᵫ ᵸᶪ ᴲ ֪

ᶊᶧᶪCO 2 ᴴ ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎטּ CO 2 ᶱ ᶪ

ᴴ ᶇᶍ᷄ḴḀḋḐ ╥ᶱ ᵥḞḳᴻ᷀ᴻḤḻ᷄ḴḀḋḐ*

ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸG

２ 里海の再生

第41回全国豊かな海づくり大会を契機に2023年に設立された｢ひょうご豊かな海づくり県民会議｣などを中心に、豊かで美
しい海づくりをめざして県民総参加の運動を展開するとともに、瀬戸内海沿岸の府県市や（公財）国際エメックスセンター
などと連携し、藻場や干潟の再生による生物生息環境の保全･回復、ブルーカーボン生態系の創出、海ごみ対策、栄養塩類
の管理を進めます。

ひょうご豊かな海づくり県民会議による取組推進

● ᶉ ᶍ ᵪᶉ ᶄᵮᶩ ᶍḕḋḐḷᴻ᷄Hּט

ᶊ ᶩ ᶞᴲ ᴴ ᶣᶹḡḻḐ ᶉᶈᶱ ᵷᶅ

≥ ᶍ ◖ ᶱ ᶩᶝᵸG

栄養塩類の適正管理

● ᵆ ♁ ꜞ ( 202 )ᶊ ᶄᵬᴲ ᶍ

ᴴ ᶍ ᶊ ᶉ♁ ꜞ *  ( ᴴ ᶩᶲ֪ ᶍ ᶱ

ᶊ ᵶᶝᵸG

● Hּז ᵪᶨᶍ♁ ꜞ ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊ ᵾᶉ

ᶉᶈᶍ ᶊ ᶩ ᶞᶝᵸG

ひょうごの海におけるブルーカーボンの推進

藻場・干潟の保全・再生・創出

● ᵪᶆ ᵶᵣᴂ ᶍb ᶊ ᵰᶅᴲ ╓ ᶣ ᶊ

ᶧᶪ ᴴ ᶍ ᴴ ᴴ ᶊ ᵰᵾ ᶱ ⱱᵶᶝᵸG

● ᵥᶲᶣᵾᶠ ᶍᵪᵣᶛᶩ ᶱ ᵷᶅ ᶗᶍ♁ ꜞ ᶍ

ᶱ ᶠᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᶉ ᶍ ᶣ ᶍ ᶱ ᵷ

ᶅ ᵪᶉ ᶗᶍ ᶱ ᶠᶝᵸG

海ごみ対策の推進

● ᵳᶞᶊᶧᶪ꜠ ᶣ ᶍ №ᴲ

ᶍ ᶱ ᵣᶝᵸᴳ

● ᶗᶍ ⱱᴲᵳᶞ SrNSᵆḜḲ᷀ᵇ

ᶣᵆᵳᶞḦḋḟᵇᶍ ᴲᵆ᷄Ḳᴻḻᶷḋḟᶑᶦ

ᵥᵳ᷂ḫḻḢᴻḻᵇᶍ ᶉᶈᶊᶧᶩᴲ   

ᶊטּ ᶩ ᶞᶝᵸᴳ

＊｢栄養塩類｣  資料編82頁
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＊｢ブルーカーボン｣｢ブルーカーボンクレジット｣  資料編82頁

策主 な 施

南あわじ市立西淡中学校の
ボランティア清掃

● ᶇᶇᶡᶊᴲ Ⱳ ᶱḞḳᴻ᷀ᴻ

Ḥḻ ( ᴴ )ᶍ ֩᷈ Ḳḑᴻ֪ᶆ

ᶃᶉᵯᵆ MOBA Ḳḻ᷄ ᶍb ᶱ

ᶠᵵᵶƎ Ḟḳᴻ᷀ᴻḤḻ ᶷḱᶹ

ᶷḻḁW MOBA ᵃɵ ᵶᶅ ᶱ ᶠᶝᵸG

ᵄ MOBA Ḳḻ᷄ ᵅ

·ᶉ ᴴ ᵫ ᵪᶃ ᵶᶅ∙ּזᶍ ᶱ

ӡ ᶍ ᶱ╗ ᶊ

Ӣ Ḟḳᴻ᷀ᴻḤḻ ᶍ ᶍ טּ

ӣ ╢ ᶍ ᶊᶧᶪ ᵾᶉ ᶍ ⱱ

Ӥ ᵫ ᶗ ᶛᵸ וֹ № ᶉᶈ

藻場等の保全･再生の加速化

藻場･干潟の創出が必要
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兵庫運河の自然を再生するプロジェクト

ᶎᴲפֿ◖ ● ᶊᵡᶪ ᶃᶍ◖ֿפᶍ ᶆᵸG◖ֿפᶎ ᶊᶃᵮᶨᶫƎ ᵼᶍ ᶎᵼᶍ ╗ ╓ᶗᶇ ᵶᶝᵶᵾᵫƎ

╗ ᶆ◖ֿפᶍ ꜠ ᵫ ᵶᵾᶚᵪƎ ᶍ ᶍ ᶉℓּטᶱ╥ᵬ ᵲᵶᶝᵶᵾG

● ᵲᶍᵾᶠᴲ ᶆפֿ◖ ᶉᶈᶍ ᶊ ᶩ ᶟ ᶣ ᴲ ᴲ ᴲ ᶉᶈ ᵮᶍ ᵫ ᵶᶅ2013 ᵪᶨ

ᵆ ᶍפֿ◖ ᶱ ᵸᶪḟḵḀᶼ᷄Ḑbᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

● ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶆᶎᴲᵪᶉ ᶱ ᶊ ᵶᶅᵣᵮᵾᶠᶊᴲʊ᷊Ḳᶍ ᶣᶷḦḪᶉᶈ ᵫ ᵧᶪ ᶍ ᴲʊ ḦḪ ᶍḪḓḇḲḻ

᷅ ᴲ ᶉᶈᶊ ᶩ ᶞᴲ ᶱᵡᵱᶅᵣᶝᵸᴳוֹ

ᶍפֿ◖

コラム

《 ᶍ וֹ  ɑ
 ó 2015 ᴲ ᵫ┌ ᵶᵾ ᶍᶷḦḪᵫ7 ᶊᶎ 0 .5 haᶊ
ᶝᶆ ᶱ

 ó╔ ᵶᵾ ᶍCO 2 ᵫ Ḟḳᴻ᷄ḴḀḋḐṸ ֩ ֪

óᶷ᷊Ḳᵫ ᶆ
 ó ᵬ ᶆᶎ ᵮᶍ ᶱ

ᶷḦḪᶍḪḓḇḲḻ᷅

ため池の「かいぼり」と里海づくり

● ᶣ ╓ᶆᶎ ᵾƎᶠ ᶍᵆχ ᵣᶛᶩᵇ֩ ᵶ֪ɥ ╗ ᶱ ᵷᶅᴲ ᶇ ֩ ᶇ ᶍ֪ ᶇ ᶊᶧᶪ ╓ᶄᵮᶩᶱ

ᵶᶅᵣᶝᵸG

ᵪᵣᶛᶩᶍ ֩ ֪

コラム

● ᵪᶨᴲ ╓ᶆᶎᴲ ᵫ ᶮᶪ ᶊᵾᶠ ᵪᶨ ᶱ ᵬƎ ᶱ ᵶᶅƎ ᶍ ᶱ ᶩ

ᵣᵾᶩ ᶍ ᶱ ᵥᶇᶇᶡᶊƎ ᶎ ᶇᵶᶅ ᴲχ ᵣᶛᶩᶆ ᶝᵧᵾ᷈ᶹᶣᶻḒ᷃ᶎ ᶍ

ᵾᶲᶐᵮ ᶇᵶᶅ ᵶᶅᵬᶝᵶᵾG

● ᵪᵣᶛᶩᶊᶧᶩƎ ᶍ ᶊ ᶝᶂᵾ ḲHḻᶉᶈᶍ ᶉ♁ ᶱ ᵮ ᶟ ᶱ ᶗ  

ᵸᶪᵲᶇᶆƎ ḖḲᶍ ᶀ ᶣ ᵪᶉ ᶄᵮᶩᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

● ᵧᶏᴲ ᶆᶎᵆ ᵪᶉ ḟḵḀᶼ᷄ḐbᶇᵶᶅƎ ᵪᵣᶛᶩᶱ ᴲ ᶍᵾᶠ

100 ᵪ ᶍ ᶍ 30 ᵪ ᶆ ᶱ ᶠᶅ ᵾƎᶠ ᶍ ᶱ ᵸ ╗ᴂ ᵇ ᶡ ᵶᶅᵣᶝᵸG

(注) 国の認可法人「ジャパンエコノミー技術研究組合(JBE)」においてブルーカーボン

を定量化して取引可能なクレジットとして認証・発行・管理を実施する取組

ᶍ ᶊᶧᶪ
ᵪᵣᶛᶩ ֩ ֪



１ 災害に強い森づくり

2004年に本県を襲った一連の台風は、洪水や山崩れ、風倒木等の甚大な被害をもたらし、私たちに森林をはじめとする
｢緑｣を整備することの必要性を改めて強く認識させられました。本県では、豊かな｢緑｣を次の世代に引き継ぐため、その保
全･再生を社会全体で支え、県民総参加で取り組む仕組みとして2006年度から導入した｢県民綠税｣を活用したグリーンイン
フラ*により｢災害に強い森づくり｣を進めます。

野生動物共生林の整備

● ᶊᶧᶪ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠƎ ḘḋḝᶶᴻḆᴻ

ḻ ᶣ ᴲ ᶱ ᵶᶝᵸG

里山防災林の整備

קּ ● ᶆ ᶣ ᶍ ᵫ ᵣ ᶊᵩᵣᶅ ᴲ

ᶍ ᴲ ⌐ ᶍ ᶱ ᵣᶝᵸG

緊急防災林の整備

住民参画型の森林整備

● ╓ ᶊᶧᶪ ᶍ ᶣ ḘƎḋḝᶶᴻ

Ḇᴻḻ ᶉᶈ ᶉ ᶗᶍ ⱱᶱ ᵣᶝᵸG

地域住民による竹林整備
（市川町）

＊｢グリーンインフラ｣  資料編82頁

● ᶍּז ᵫ ᵶᵾ ᶆƎ ᶱ ᵶᵾ

ᶍ ᶊᶧᶩּז ᶱ ᵴᵺ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸGᶝᵾᴲ

ᴴ ᵫ ᵸᶪ ᶫᶍᵡᶪ ᶆƎ ᶣ

⌐ ᶠ ᶍ ᶱ ᵣᶝᵸᴳ

針葉樹林と広葉樹林の混交整備

● ᶣ ᶍ ᶫᶍ ᵣᴲ ᶫ ᶍ ᶱ

ᵶᴲ ᶊ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶆ ᶉ ᶗᶍ ᶱ ᶩ

ᶝᵸᴳ

都市山防災林の整備

● ᶊᵩᵣᶅᴲ ᶣּז ᶍ קּ ᶊ ᶱ ᶛᵸ ᵫ

ᵣ ╓ᶍ ᶱ ᶊ ᶱ ᵸᶪᵾᶠᶍטּ ᶣ

ᶍ ᶱ ᶠᶝᵸᴳ

  ● ֹ 800 ⱦᴲ ֹ ᶍ10ð （年額2,000円～80,000円）

             ● ᶆ 120 +ⱦ(うち､災害に強い森づくりに約88億円を活用)

植栽した広葉樹が順調に成長
（宍粟市）

伐採木を使用した土留工
（養父市）
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２ 人と自然が共生するため池・川づくり

ため池や河川は多様で豊かな生態系を育むほか、洪水時や非常時において地域住民の暮らしを守る防災面での機能も有
しています。ため池や河川が有する防災・減災などの多面的機能が十分発揮できるよう取組を進めます。また、整備や改
修にあたっては、生物多様性の保全への配慮や景観との調和を図りながら対策に取り組みます。

ため池の治水活用による減災対策の推進 ひょうご・人と自然の川づくり

● ᶆᶎ 1Ǝ996 ᶊ ᵶᵾᴂ ᶑPᶦᵥᵳH ᶇ ᶍ ᶄᵮᶩR

ᴴ ᶊb ᶄᵬᴲᴂ ᴴ ᵇᴂ ᵇᴂ ᴴטּ

ᵇᴂ ᶍb ᶃᶱ ᶇᵶᶅƎ ᶇ ᵫ ᵸᶪ ᶄᵮᶩᶊ

ᶲᶆᵣᶝᵸᴳ ᶉ ᶱ ᶑᴂᶦᵥᵳH ᶇ ᶍ ᶄᵮᶩ

ᶇbᵶᶅ ᶊᶇᶩᶝᶇᶠƎ ᶗᶍ ᶱ ᵸᶪᵾᶠ

ᶍ ᶇᵸᶪ ᴲ ᶗᶍ ᶱ ᶠᶅᶡᶨᵥᵾᶠƎ ḣᴻḨḢᴻ

Ḁᶉᶈᶆ ᵮ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG

兵庫ため池サポートセンター
による点検

● ため池の防災機能の向上

    ᶉᶈᶊᶧᶪ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠƎ ᶍ ᶉᶈᶊ ᵾƎ

ᶠ ᶍ ᶱᵡᶨᵪᵷᶠ ᵶᶅ ∞ᶱּזᵱƎ▓ ᶱ╗ ᶊ ᵶᶅƎ

פֿ ᶣּז ᶗᶍ ᶱ ᶨᵺ Ǝֿפ ᶍ ᶉ ᶍ ᶣ

ᶱ ᵸᶪ ᶞᶱᵾᶠ ᶇ ᵶᶅ ᵶᶝᵸG

● 兵庫ため池サポートセンターの設置

    ᵾᶠ ᶍ ᶍ ᶣ ᶊᶧᶪ ᴲ

ᶗᶍ ᶣ ᶊ ᵸᶪ ᴴ ᶱ ᵣ ᵾƎᶠ

ᶊᶧᶪ ᶉ ᶱ ⱱᵶᶝᵸG

● ため池管理者講習会の実施

    ᵾᶠ ᵫ ᶃ ᶍ ᶃᶆᵡᶪ ᶱ ᵣᵾ

ᶱ ᵸᶪᵾᶠᴲ ᶉ ᶊ ᶉ ᶣ ᶍ ᶱ

ᶇᵶᵾ ᶱ ᵶᶝᵸG

ため池管理者講習会
(上郡町尾花池)

施 工 前 施 工 後

全断面式魚道（粗石付き斜路）の設置
(二)住吉川水系住吉川（神戸市東灘区）
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＊ ｢Eco-DRR」 資料編82頁

ᶊᵩᵰᶪᵾᶠ ᶣֿפ ᶉᶈᶆᶍᵲᵥᵶᵾ ᶎƎ ᵫ ᵸᶪ ᴴ  

ᶱ ᶊ ᵶᶅ Ḳḁ᷄ᶱ ᵴᵺᶪᴂEco - DRR( ) * ᶇb

ᵣᵥ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᵧ ᶊᶡ ᵷᶪᶡᶍᶆᵸG

策主 な 施



円山川水系の治水対策と自然再生
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コラム

● ⱦ ╓ ᶍ ם ᶎ Ǝֿפ ᵫ ᶠᶅ ᵣᵾᶠᴲ ᵫ ᶫᶊᵮᵮƎ ▓ᶊᶧᶪ ᵫ ᵶᶣᵸᵣ ᶆᵡᶪᵲᶇᵪᶨƎ

ᵲᶫᶝᶆ ᵮᶍ ᶊ ᶮᶫᶅᵬᶝᵶᵾG ᶊ 2Ǝ004 ᴲ ∞ᶱ ᵶᵾ 2 ᶆᶎⱦ ᵫ ᵸᶪᶉᶈᴲ ᵬᶉ

ᶱ ᶩᶝᵶᵾG

● ᵲᶍᵾᶠᴲ ᶆᶎᴲ ᶇ ᵶᶅ ᶣ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵬᶝᵶᵾᵫƎᵼᶍ ᶊᵡᵾᶂᶅᶎƎ ᶍ ᶊ ᵶᶃ

ᶃᴲ ᶊ᷈ᶻḖḐḲᶣᶿᶿ᷊ḻ᷿ḯᶻᶻᶿᶱᶎᵷᶠᶇᵸᶪⱦ ᶍ ᵪᶉ ᶍ ᴴ ᶱ ᶠᶅᵬᵾᵲᶇᵫ ᶆᵸG

● ᵲᶫᶨᶍ ᶇ ᶍ ᶱᶠᵵᵸ ᶎƎ ᶉḪḏḳ ᶇᶉᶂᶅƎ ᶍ ·ᶉֿפ ᶆ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG

● ↨ ᶍ ᶇ ᶱ ᵸᶪᵾᶠᶊƎ ֩ ᶊ

ᵫ ᶫᶪ ᶧᶩ╗ ᵣ ֪ɵ ᴲ᷈ ᶻḖḐḲᵫ◙ᶱᶇᶪ

ᶍᶊ ᵶᵾ ᵴᶆ ᵶƎ ᶱ ᶣᵪᶊᵸᶪᶉᶈᵶᶅƎ

ᶉ ᵫ ᴴ ╔ᶆᵬᶪᶧᵥ ᶱ

פֿ ● ᶊ ᶱֿפ ᶊ ᵸᶪᵲᶇᶆƎ ᶍ╬ᶫ

ᶣ ◙Ǝ ᶱ ᵶᶃᶃ ᶱ↨ טּ

פֿ ● ᶇ ᴲ ᶲᶛᶱ ᶆ ᵱᶪᵲᶇᶆƎ  ḑḀḯᶻᶣ᷈ᶹּשᶍ

ᶉᶈᵫ┌ ᶆᵬᶪᶧᵥ ᶱ

ᵊ ᶍ ᵋ

河道内での湿地環境を再生・創出する取組 水生生物の生息場創出と連続性確保の取組

ᶍ
֩ⱦ ֪

פֿ ᶇ ᶍ
֩ⱦ ם ֪

耕作放棄水田を用いた治水対策と体験型環境学習

● ᶱ

ᵶᴲ ᶍ

ᵬᶉ ᶱⱢ

ᵴᵺᶅ ᵶƎ

ᶍᵾᶠᶍ

ᶱ ⱨ ᵪᶨⱢ ᵴᵺᶅ
ᶱ

ᶊᶅ
ᶱ

ᶱ ᶩּזᵱᶅᴲ ᶇ ᵫ ᵸᶪᶧᵥᶊ
᷈ᶻḖḐḲᶍ ᶱ ֩ⱦ ם ֪



３ 都市緑化の推進

都市公園は、美しい都市景観の形成や県民の健康･レクリエーション空間の確保のほか、防災機能の向上など多様な機能
を担っています。地域住民などによる緑化活動を支援するとともに、まちなか緑化や都市公園の整備などのグリーンイン
フラにより、都市の緑を増やし、ヒートアイランド現象の緩和や都市の低炭素化を進めます。

＊｢都市公園｣  資料編83頁

県立都市公園の整備及び利活用

● ᶍ Ⱨ*ᶎ 1Ǝ5 Ⱨ1,136 .6 haᶇ ∞ᶍ ᶱ

ᵶᶅᵣᶝᵸ֩ 2024 ֪G ᶍ ᶊ ᵰᶅᴲ

╓ᶍ ᶇ ᶍḕḋḐḷᴻ᷄ ᶍ ᶍᶑᶇᶃᶇᵶᶅ ᴴ ᵸ

ᶪᵲᶇᶆƎ ᶍ ᶣḚᴻḐᶷᶹḱḻḑ ᶍ ᶉᶈᶊ

ᵸᶪ Ⱨᶄᵮᶩᶱ ᶠᶝᵸG

   

ひょうご花緑創造プランの推進

● ᶍᶡᶇᶊ ᶍ ╔ᶞ ᶞ ᶊᶧᶪ ᶥᵾᵪᶉ ᶨᵶ

ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸG

   ӡ ᶇ ᶊᶧᶪ ᶍ╗ ᶍ

   Ӣ ╓ᴴ ᶊ ᶉ ╓ᶊᵩᵰᶪ ᶍ ᴴ   

   ӣ ᴴ ᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶍ

   Ӥ ᶍ וֹ ᶉ  ӥ ᶊᶧᶪ↨ ↨H ᶍ

条例に基づく建築物及びその敷地の緑化の推進

● ᶍ ᶇ ᶊ ᵸᶪ ᶊ ᶄᵬƎ טּ ╓ ᶆ╗

∙ ᶍ ᶱ ᵸᶪ ᴲ ᶒᵼᶍ ᶍ ᶱטּ

ᶄᵰ ḚƎᴻḐᶷᶹḱḻḑ *ᶍ ᶉᶈᶱ ᶠᶝᵸG

● 県民まちなみ緑化事業

    ᶱ ᵶᴲ ᶉᶈᵫ

ᵸᶪ ᶣ ᴲטּ ᶍ טּ ᶊ

ᵶᶅ ⱱᵶƎ ᶊᵩᵰᶪ ᶍ ᶣ

ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG ᶊᴲ ᶈᶡᶍ

ᶊ ᵸᶪ Ⱨ ᶍ ᶣᴲטּ ᶍ וֹ

ᶱ ᶆᵬᶪᶝᶀᶍ ᶆᶍ᷿ḻḤḳ

ᶍ ᵣ ᶍטּ ᶊ ᶩ ᶞᶝᵸG
校園庭の芝生化
(岩岡こども園)

※「ひょうご花緑創造プラン」は2025年度末(2026.3)に改訂予定
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＊「ヒートアイランド現象」 資料編83頁

策主 な 施

【取組事例】

地域の豊かな自然を最大限活かした公園づくり：有馬富士公園 

参画と協働による生物多様性の保全：一庫公園

   

ᶣ ᶉᶈᶍ ᶱ ᵪᵶᵾ

ᶍ ╓ Ⱨᴳ ᶉ

ᶱ ᶊ ᵫᶆᵬᴲ ᷅ḳᴻḟᶊᶧᶪ

ᴲ ᶱ ⱧG ᶊᶎᵆ

ḃḻḇᴻ᷂֩ḋḜᴻ ᶍ

ḱḤ֪ᵇɵ ᵶƎ ᶇ ᶍ ᶇ ᵶ

ᵾ ḟḵ᷅ḱḨᶱ ᴳ
自然観察会

ᵆ ᶑᶇᵮᶨḙᴻ᷄ ( 2011 )ᵇ

ᶊ ᶄᵬᴲ᷄ Ḕ᷃ ᶍ ᶣ

ᶗᶍ ᴲ ᶍ ᴲ Ⱨᶍ

ᶒ ᶍ ᶇ ᶊᶧᶪ ᵪᶉ

ᶍ ᶇ ᶍטּ ᶱ ᴳ
公園内のクヌギを
使用した炭焼き体験



１ 環境創造型農業の推進

有機農業の取組拡大や化学肥料・化学合成農薬を減らす取組などの「環境創造型農業」を推進し、ＳＤＧｓの推進や地球
温暖化対策への貢献などを踏まえた施策展開を図ります。また、有機農業に取り組む担い手の確保・育成を進めます。

有機農業を含む環境創造型農業の推進

● 有機農業を含む環境創造型農業のさらなる展開

    ᶍ ᴴ ᶇᵶᶅƎ CSA ᶍ ᶊᶧᶪ

ᶣᴲ ᶱ ᵶᵾ ᶍ ᶗᶍטּ ⱱᶊ

ᶩ ᶟᶇᶇᶡᶊƎ ᵾᶉ ᶇᵶᶅƎ ᶗᶍᵆ

ᶍb ᶱ ᵶנּ Ǝּד ḁ᷁וֹ ᶍ ᶍᵆ ᵧᶪּטᵇɵ

ᵸᶪᶉᶈᴲ ᶆᶍ ᶗᶍ ᶊ ᵰᶅ

ᵶᶝᵸG

● 肥料等の利用低減体系の構築の推進

    ╓ᶊ ᵶᵾ ֩ ᶄᵮᶩ Ǝּט

ᶍ֪ ᶱ ᵶƎ ᶊ ☿ᵶᶅ ᶱ JᶅA

ᶱ ⱱᵶᶝᵸG

● 有機農業への県民の理解醸成対策

    ᶊ ᵸᶪ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠƎ ᶆᶍ

ᶍ ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᶱ ᶇᵶᵾ

ᶱ ᵸᶪ ᶱ ⱱᵶᶝᵸG

有機農業の担い手育成

● 有機農業アカデミー（仮称）の設置（2026年4月開校予定）

    ᶊᵆ ☺ᶇᵶᶅ ᶩ ᶃ ᵇɵ ᶊ

ᶕ ᷈ᴻḁ֩ 1 ᴲ ╢10 ֪ɵ ᵶƎ

ᶍ ᵣ ╔ ᶱ ᵶᶝᵸGטּ ᵺᶅᴲ ᶍḁḨᴻḂᶉ ᶊ

ᵫᶪᶧᵥᴲ זּ ᶍ ᶣ ᴴ ᶇ ᵶᵾ᷀

Ḳ᷂ḭḱḨᶱ ᵶᶝᵸG

● 有機農業のモデル経営体の育成

    ╗ ∙ ᶍ ᶍ ☺ ᶱ ᶊᴲ ᶗᶍ

ᶱ ⱱᵶᶝᵸG
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דּ ḁ᷁וֹ 2֩023 ֪ᶆᶍ

策主 な 施

╓ᶊᵩᵰᶪᵆ᷈ᶻḖḐḲ╔ᶟ ᵇ



｢人と牛が共生する美方地域の伝統的但馬牛飼育システム」（世界・日本農業遺産認定）

● ╓ᶎ ᶆᶍ╛ ᶇ ᶍ ᵫ ᶲᶆᵡᶩƎ ᵲᶍ ╓ᶆ ᶝᶫ╔ᶂᵾ ᶎƎ ᶊ ᵴᶫᵆ ḛᴻḝ ᶍb ᶇᶉᶩᶝᵸG

● ᶎ400 ∙ ᵪᶨ ╓ᶍ ᶉ ᶱ ᵧƎ ᶊ ᵶƎ קּ ᶊ ᶊᵴᶫᶅᵬᶝᵶᵾG ᶆᶡ ᵫ ᶊ ╔ᵴᶫᶅᵩᶩƎ

╛ᶮᶨᶣ ᶱ ᵧᴲ ᶔᶲ ᶱ╛ ᶊ ᵸᶪᵲᶇᶊᶧᶩƎ ᶍ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG ᶝᵾᴲ ᶊᶧᶩᴲ ᵫ┐ ᵴᶫᴲ ╓ᶍ ᶉ

ᶍ ᶊ ᵶᶅᵣᶝᵸG

丹波篠山の黒大豆栽培～ムラが支える優良種子と家族経営～ （日本農業遺産認定）

但馬牛

● ᶍ ᶊ ᵿᶂᵾ ╓ᶆᶎƎ 1898 ᶊ ᶊ ᵰᶅᴲ

ᶍ ᶱ ᵸᶪᵆ ᵫb ᵴᶫ ᵲƎᶫᵫ ᶍ ᶍ

ᶇᶉᶩƎ ᶍ ᶍ ᶊ ᶃ ╓ᶇᶉᶩᶝᵶᵾG ╓ᶆ

ᶎ ᶍ ᶆᶡ ╗ᴲ ╓ ᶊᵲᵿᶮᶂᵾ ᶱ ᵰᶅᵬᵾ

ᴲוֹ ᶆᶡᵲᵲᶊᵶᵪᶉᵣ ᶍ ᵫ ᵴᶫᴲ ᶍ

ᶍ ᶉ┼ ᶇᵶᶅ ᵬᶉ ᶱֹוᵾᵶᶅᵣᶝᵸGᵲᵥᵶᵾ

ᶍ ᵫ ᵮ ᵴᶫƎלּ 2023 ᴲ ( )ᶊᶧᶂ

ᶅ ᶍ ┼ ᶊ ᵴᶫᶝᵶᵾG

牛籍簿
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● 300 ∙ ᵪᶨ ╓ᶆ ᵴᶫᶪ ᶊᶎ ᶉ ᵫ ᵶᴲ ᶍ ᵪᶨ ᶨᶊᶧᶪקּ ᶍ

ᶣ ╔ ᶱ · ᶩ ᵶᶅƎ ᶍ ᵆ ᵫb ᶞ ᵴᶫᴲ ᶍ ᶇᵶᶅ ᵶᶅᵬᶝᵶᵾG

● ᶍᵾᶠ╛ ᶱᵶᶉᵣ ᶱ ᶆ ᵶ ᵣᶉᵫᶨ ᵰƎᵼᵲᶆ ᵫ ᶝᶩᶝᵶᵾGᶝᵾᴲ ᶍ ·ᶣ

ᶀ ᴲɲ ᶨᶉᶈᵪᶨ ᶣ ᶉᶈᶊ ᵣᶪ ᶱ ᵸᶪᵾᶠᶍ ᵫשׁ ᵰᶨᶫᴲ ᶉᵩ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG

黒大豆畑

黒大豆
● ᶍᵾᶠᶊ┐ ᵴᶫᶅᵣᶪᵾᶠ ᶆᶎ ḃƎḐᶻḉ᷊ḻ᷿ḯᶻᶻᶿƎḪḲᶷᶿ

᷁ᶽḳᶉᶈᶍ ᴲ᷇ ḻ᷉ḵᶻᶉᶈᶍ ᶇᵣᶂᵾ ᵫ ᶨᶫᶅᵣᶝ

ᵸᴳ

● ╓ᶆᶎ ḨƎḱᶱ ᶊᵶᵾ ᶍ ᶊᶧᶂᶅ ᶱ ᵴᵺƎᵆ

ᵇ ᶍ ᶇᵶᶅ┼ ᶱ┐ ᵶᴲ ᵫ ᵶᵫᶀᶉ ᶆᶡ ᶉ

ᵫ↨ ᶊ┐ ᵴᶫᶅᵣᶪᵲᶇᶆƎ ᶉ ᶊᶡ ᶱ ᵶᶅᵣᶪᵲᶇ

ᶉᶈᵫ ᵴᶫלּ 2Ǝ021 ᴲ ┼ ᶊ ᵴᶫᶝᵶᵾG

コラム

コラム

灰肥料をつくる灰小屋



２ 資源循環型林業の構築

生物多様性に配慮した適正な森林管理と木材の利活用をともに進めることで、豊かな森づくりにつなげていきます。ま
た、建築用材やバイオマス発電燃料など必要な需要量を持続的に供給していくため、成熟化の進む人工林資源を計画的に
伐採・利用し、再び植林・保育・伐採・利用と、林業生産サイクルが円滑に循環する資源循環型林業の構築を進めます。

県産木材の利用拡大

● 県産木材の利用拡大

    ᶱ ᵧᶪ ᶊ ᵥ ᶗᶍ ᶊᶧᶩƎ ᴲ

ᶒ ᶍ ᴴ ᶱטּ ᵶᶅ ᶍ

ᶊ ᵸᶪᶚᵪᴲ ᶍ ↨H ᶍ ᶊᶧᶂ

ᶅᴲ ᶂᶅᴲ ᶂᶅᴲ ᵧᶅ ╔Ǝᶅᶪ ᶍ ᶱᶠᵵᵶ

ᶝᵸᴳ

● 県産木材の安定供給体制の強化

    ᶍ ᶣ ᶍ ᶱ ⱱᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ

ᴴ ᶆ ᵸᶪ ᶍ ᶱ ḘᶹᶿḦḁ

ᶍ ᶇᵶᶅ ᵸᶪᵾᶠƎ ᶉ ᶍ ᶣ ᶍ

ᵰᶣḁḐḋ᷄ ᶱ ᵧᵾ ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸG

公共施設等の木造・木質化
(県立総合射撃場管理棟)

林業就業者の確保・育成

人工林のゾーニングによる計画的な森林整備の推進

● Ḵᴻ᷾ᴻ ᵪᶨ ᶨᶫᵾ

ᴲ ᴲ ᶍ

ḏᴻḇᶱ ᵶƎ ☺

ᶊ ᵶᵾ ᶍḆᴻḓḻ᷅

( )ᶊᶧᶩᴲ ╓ᶍ ᶊꞌ

ᵷᵾ ᴲ ᶍ ᶱ

ᵶᶝᵸG

● 県立森林大学校による人材養成

    ᶊ ᵸᶪ ᶎᶡᶇᶧᶩƎ ᶍ

ᶱ ᶕ ᶊᵩᵣᶅᴲ ᶍ ᶱ ᵥ ᶍ ᶱ

ᵣᶝᵸᴳ

● 森林施業プランナー等の育成

    ♬ ᶍ ᵣ ᷈ḁḐ ☺Ḫḏḳᶍ ᶊ ᵰƎ

ᶊᵩᵰᶪ ḟḱḻḒᴻᶣ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

● 生産性の向上

    ᶣ ⱱḃḻḇᴻ ᶇ ᵶƎ

ᶱ ᵶᵾ ᶍ ᶱ ᶠᶪᵾᶠᶍ ᶱ ᵶ

ᶝᵸᴳɕ ᵾ ḑƎḵᴻḻ ᶍICT ᶍ ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᵲᶫ

ᶨᶍ ᶱ ᶆᵬᶪ ᶍ╔ ᶱ ᵶᶝᵸG

枝葉等の林地残材のストック･搬出
（宍粟市内バイオマスヤード）

森林資源情報を活用したゾーニング
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策主 な 施



３ 持続的な水産業の実現

海底耕うんやため池のかいぼり等を通じて、海への栄養塩類の供給を進めるとともに、適正な資源管理の推進や漁場の整
備等を通じて豊かな海への再生を進めます。また、豊かな海を支える担い手の確保・育成にも努めます。

水産資源管理の推進

漁業者による豊かな海づくりの取組の推進

● ᵥ ăɸᶣ ᶱ ᴴ

ᵸᶪ ᶍᶚᵪᴲ ᶣ

ᶇ ᵶᶅ ᵥᵾᶠ

ᶍᵪᵣᶛᶩᶣ ᶄᵮᶩƎ

ᶉᶈᶍ ᶱ ⱱᵶᶝᵸG ᶝ

ᵾᴲ ᶉᶈᶱ ᵷᴲᴂ

ᵪᶉ ᶊb ᵸᶪ ᶗᶍ

ᶇ ᶱ ᶠᶝᵸG （「かいぼり」の取組については47頁を参照）

● ♁ ꜞ ᶍ ᶇᶇᶡᶊ ᶍ ᶉ ᶱ ᶠᴲ סּ

ᶉ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸᴳ

漁業現場での研修支援等を通じた漁業者の確保・育成

● ᶆᶍ ᶍ ᶱ ⱱᵶƎ ᶱ ᵥ

ᶍ╔ ᴴ ᶱ ᵶᶝᵸG
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ă 漁船で専用の桁（けた）をひき、魚介類が生息しやすい環境を作ると
ともに、海底の栄養を海中に放出させる取組

ᵄ ᶍ ֹᶹ᷀Ḓ᷉ɑ

ᵮᵭ ᶉᶈᶊ ᵴᶫᶪᶹ᷀Ḓ᷉ᶎƎ ḃḻḇᴻᶍ ḏᴻḇᶊ

ᶄᵬ ᵫ ᵶᴲ ֩ ᷊ᶹḂ֪ ᶇ ֩ ᶍ

ᶍ֪ ╗ᶣ ᶍ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

ᵶᵪᵶᶉᵫᶨƎ ♁ ᶍטּ ᶊᶧᶪᶽ᷊ ᶉᶈᶊᶧᶩƎ2017 ∙ ᴲ

ᵫ ᶊℓּטᵶᶝᵶᵾGᵲᶍᵾ 2f024 ᶎᴲ ᶆᶎ

ᴲ ᶆᶎ ᶆ ᵸᶪᶉᶈƎᶹ᷀Ḓ᷉ ᶍ ᶊ ᵰᶅƎ ᵪᶉ

ᶄᵮᶩᶍ ᶇᶇᶡᶊ ᵶᵣ ᵫ ᵣᶅᵣᶝᵸG

漁場整備を通じた産卵親魚などの保護機能の強化

● ḦḈᶹᴲḁḂ᷂ᴲᶷḀ ᶱ ᶠ

ᶪ ᶍ ᶣᴲ᷀Ḵᶹ ᴲḩ

Ḙḳᴲ᷊᷀᷉ ᶍ ᶍ

ᶣ ᶍ╔ ᶱ ᶪ

ᶍ ᶉᶈᶱ ᶠᶝᵸᴳ

策主 な 施

ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

ᶎᴲᶽ᷊ᶍ ḟḱḻ᷄Ḑḻᶱ
ᵾᵮᵴᶲ ᶘᶅᶥᶆᶪᶇᵩ ᵫ
ᵮᶉᶪᵆᶷ᷀ḗḱᵇ֩ ֪ᶧᶩᴲᶽ᷊ᶱ
ᶊ ᶘᶨᶫᶅᵣᶉᵣᵆᶷᶿḁ

Ḁᵇ֩█֪ᵫ ᵮᶉᶂᵾᴳ



［山陰海岸国立公園］
猫崎半島（豊岡市）
（ジオパーク）
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１ 生物多様性への配慮行動の促進

人の営みは生物多様性に様々な形で影響を及ぼします。県民一人ひとりがものを大切にし、生物多様性に配慮したライフ
スタイルに転換できるよう、地域で生産されたものを地域で消費する｢地産地消｣｢県産県消｣の推進、プラスチックごみ対
策、食品ロスの削減など、暮らしに根ざした資源循環の取組などを進めます。

県産県消の推進

● ᶆ↨ ↨H ᶉ ᶍ ᶍ ᶱ ᶠᶪᶇᶇᶡᶊƎ

ᶱ ᵶᵾ ḩḓḭᴻᶍ ᴴ ᶱ ᶠᴲ ᶈ

ᶡᵾᶀᶍ ᶗᶍטּ ᶱ ᶩᶝᵸG

プラスチックごみ対策の推進

● ḟḱḁḉḋ᷄ᵳᶞ ᶊ ᵰƎ ăᶍ ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ

סּ ᶗᶍ (ḲḓḭᴻᶷḞḳ)ᶍ ᶡּנᵧᵾ ᵾᶉ

ᶍ ᶱ ᵶᶝᵸGטּ

    

プラスチック資源循環の促進

● ᶣḁḥᴻḌᶉᶈ│

ᶣ ḲƎ᷊ᶹ᷄ḱᴻ

ᶇ ᵶƎ ḟḱḁḉḋ᷄ᶍ

ᶉᶈᶍ ᶣᴲ

ᵫ ᵸᶪ ḟḱḁḉḋ᷄

ᶍ ᶉ ᶊ ᵰ

ᵾ ᶉᶈᶍ ᶑᶦᵥᵳḟḱ

ḁḉḋ᷄ ᷈ḻḅᴻ᷿

ᶷḨᶱ ᵶᶝᵸG

県産大豆を使用した給食用の
味噌づくり体験
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ᶷḩḓḎᶸ᷅ḋ
Ḃᶍḟḱḁḉḋ
᷄

ḟḱḁḉ
ḋ᷄ᶍ

ᵳᶞ ᶱ
ᶇᵶᶅ ᵧᶪ

ᵬᶂᵪᵰᶇᵶᶅƎ
ᵳᶞ ᵣ ᶊ
ᵆ ḜḲ
᷀ ᶍb ᶱ

兵庫県認証食品の
ロゴマーク

※ ３Ｒの徹底
①ワンウェイプラスチック(レジ袋、ストロー、トレイ等)の効果的な
削減、②県内企業で生産される生分解性プラスチックの導入など代替
素材への転換、③プラスチックごみ散乱防止･回収活動等の｢見える
化｣による県民の自主的取組を促進します。

策主 な 施

ワンウェイプラス
チック削減 

関西広域連合と連携
した普及啓発

集団回収強化､
食品トレイ等の
分別徹底 等

Reduce Reuse Recycle

(再生可能な資源への転換) Renewable

ḟḱḁḉḋ
᷄ᵳᶞ ᶇᵶ
ᶅ ḟḱ
ḁḉḋ᷄ᶗᶍ
ᵬ ᵧᶱ



ᶆᶎᴲ ᵆ ᶔᵷᶉᶞ֩19

Ḑḻ֪ᵇᶊᶧᶪ ᶆᶍ ᶣּק ᶍ᷄ḳᴻḀḻ

᷅ᴲ ᶆᶍ ᶉᶈᶱ ᶆᵬᶪḌᶷᴻᶱ ᴳ

ḟḵ᷅ḱḨᶎᴲ ᴲ ᶆ ᵬᶅᵣᶪ ᶍ

ᶉᶈᶊ ᵶᶅ ᶆ ᶀ ᵪᵥ ᶍ ᵪᶨ

ᶕᵲᶇᵫᶆᵬᶪḟḵ᷅ḱḨᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG

２ 身近な自然とふれあう機会の充実

自然公園の利用促進

身近な自然や生き物とのふれあいは、自然に対する関心や自然との共生への理解に繋がります。県民の皆さんが県内の
豊かな自然に親しみ自然の恵みを感じることができるよう、自然とのふれあいの機会の充実を図ります。

● Ⱨᶊᵩᵰᶪ ᶍ ↨Ǝ ᶱ ᵶᶅᴲ ᶱ

ᵸᶪᵾᶠᴲ Ⱨ ᶊᶔᶫᵡᵣ ᶣ ☺ ḐƎᶹḴƎ

ᶉᶈᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ טּ ᶱ ᶊ ᵶᶝᵸG

自然や歴史文化などの地域資源を体験できる機会づくり

● ᶉ ᶣ ᶇᶔᶫᵡᵧטּ

ᶪ ᶆᶎ ∏Ǝ ᶣ ᴲ

ḐƎᶹḴᶉᶈᶱ ᵶƎ ᶱ ᵷ

ᶅᴲ ᶊ ᵶᵮ↨ ᶊ ᵮᵲᶇᵫᶆᵬ

ᶪ ᶱ ᵶᶝᵸG

【紹介】坊勢島 漁業見学＆体験ツアー（姫路市）

ひょうごフィールドパビリオンでの自然資源を活かした取組の推進

● ᶍ (ḝᶸᴻ

ḳḑ)ᶱ ╓ᵫ ᶇᶉᶂᶅ

ᵶᴲ ᵸᶪ ᶑᴂᶦᵥᵳ

ḝᶸᴻḳḑḙḛḲᶿḻbᶍ

SDGs ╓ḟḵ᷅ḱḨ

ᶇᵶᶅ ᶱ

ᵶᴲ ᶍ ᶱ ᵪ

ᵶᵾ ᶱ ᶠᶝᵸG

※４ルート･64コース（約580㎞）を設定
  (日本海沿岸ルート/子午線円山川ルート/
   山陽路ルート/淡路島ルート)

とのみね自然交流館 六甲山ビジターセンター 六甲最高峰トイレ

JR和田山駅前の総合案内看板の更新(朝来市)
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ᶱ ᶊ

策主 な 施



59
３ 地域における学びの機会の提供

地域団体や専門機関などによる持続的な環境学習・教育の提供

本県には、生物多様性に関連した環境教育や自然体験活動を行う拠点・施設が多くあります。子どもから現役世代まであ
らゆる世代が身近な自然に直接ふれあいながら自然や生態系について学べるよう機会の充実を図ります。

基本戦略Ⅲ－行動目標１ 生物多様性の理解促進

社会教育施設による生物多様性への理解醸成企業研修などを通じた現役世代における生物多様性への理解促進

● ᵫ ╓ ᶇ ᵶᶅ ᶣ ᶊ ᶩ ᶟᵲᶇᶆƎ ╢ᶣ

╢ᶍ ᶗᶍ ᵫ ᶟᶧᵥ ᶇ ╓ ᶇᶍ ᵶᶱ

ⱱᵶᶝᵸG

ᶑᶦᵥᵳᶽ᷈ḵ᷈ḟḵḀᶼ᷄Ḑ2023
｢水のふしぎたいけん｣

● ふるさと兵庫こども環境体験の推進（ひょうごエコロコプロジェクト）

    ᵪᶨ ·ᶉ ᶍ ᶱ ᵰᶪᵾᶠᴲ ᶇ ᶍ ᴲ ᶉᶈ ╗Ǝ ᶍ ᶱᶡᶃ ᶊᶧᶪ ᶱ ᶊ

ᵰᶨᶫᶪ ᶄᵮᶩᶱ ᵶᶝᵸG

●

● ひょうご環境体験館

    ひょうご環境体験館を環境学習の拠点として、体験

活動等を通じた地球温暖化をはじめとする環境問題へ

の意識向上や環境保全・創造活動を促進します。

● 県立人と自然の博物館

    ᶇ ᶍ ᶆᶎᴲᶑᶇᶎᵮḃḧḒᴻᶣ

ᶿᴻḟḻḃḧḒᴻᶉᶈᴲ ᶣ ᴲ ᶍ ᶉ

ᶈ ᵣ ᶍ ᶉ ᶱ ᴲ ᵪᶨ ᴲ

ᶝᶆקּ ᵣ ᵫ ᶊᶃᵣᶅ ᶘᶪ ᶱ ᵶᶝᵸG

【紹介】株式会社伊藤園における社員研修

√ Ⱨᶆᶎᴲ ╢ᵫᶑᶦᵥᵳᶍ

ḟḵḀᶼ᷄Ḑ ᶆᵡᶪ

ᵩ ᵫ ᵥ

ᶊ ᵶᶅᴲנּ ᶗᶍ

ᶊ ᶠᶅᵣᶝᵸᴳ 団体の活動に伊藤園社員が参加

● ひょうごグリーンサポーターによる学びの機会の提供

    ╓ᶆᶍ ᴴ ᶱ ᵧᶪᶑᶦᵥᵳ᷅Ḳᴻ

ḻ᷊ḥᴻḇᴻᶊᶧᶩ ╓ᶊᵩᵰᶪ ᶱ

ᵶᶝᵸG

● 緑の少年団活動支援

    ᶆᶍ ᶣ טּ ᶱ ᵷᶅ ᶣ ᶱ₲ᵺᶪ

ᶄᵮᶩᶊ ᵰ ᶍ ᶍ ᶱ ⱱᵶᶝᵸG
ひょうごグリーンサポーター

(洲本市)
森や緑について学ぶ緑の少年団

（三田市）

策主 な 施



１ 学校における環境学習・教育の推進

兵庫型「体験教育」の推進

学校における体験型の環境学習・教育の充実を図ります。地域における人材活用や、体験のフィールドとなる里山林など
学習場所や機会の提供など、地域全体で取組を支援できるよう学校との一体的な連携を進めます。

環境体験事業における
水辺の調査

（洲本市立安乎小学校）

60基本戦略Ⅲ－行動目標２ 生物多様性を支える人材育成の推進

● 環境体験事業の実施

    ᶱ ᶊƎ ᶑᴂᶦ

ᵥᵳ᷅Ḳᴻḻ᷊ḥᴻḇᴻbɥ ╓ ᶍ

ᶱ ᶉᵫᶨᴲ ᶣ ╔ᶉᶈᴲ

ᶊᶔᶫᵡᵥ ᶱ ᵷ

ᶅᴲ ᶍ☺ᶞᶣ ᶮᶩƎ ᵼᶍ ᵴᶱ

ᶕᶇᶇᶡᶊ ᶔƎᶪᵴᶇ≥ ᶱ╔ᶟ

ᶱ ᵶᶝᵸG

(ḁᴻḙᴻ᷊ᶹᶽḻḁḗᶹḁ᷄ᴻḳ) ᶊᵩᵰᶪ ╔ᶍ

● ᶱ ᵥּש ᶱ╔ᶅᶪᵲᶇᶱ ᶊ שּ ᵫ ᶠᶪ ╔ᶍ ᶱ ᶪ ᶆƎ ᶆᶡ ᶍ ᶱ ᵰᵾ ᵫ

ᶊ ≥ ᵶᶉᵫᶨ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

● 自然学校の推進

ᶱ ᶊᵶᵾᴂ

ᶎbᴲ ᶍ ᶱ ᵪᶨ ᶍ ᶊ┌ᵶᶅƎ

ᵪᶉ ᶣ ᶉᶈᶱ╔ᶟ ᶆᵸG

ᶇᵣᵥ ᶍ ᶎ

ᶊᶡḮḓᴻ᷄ᶉ ᶆƎ ᶊᶇᶂᶅᶎƎ

ᶍ ᶆ ᶍᶃᶉᵫᶩᶣ ᵴᶱ ᶕᵲᶇᶍᶆ

ᵬᶪ ᶉ ᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG

    

自然学校推進事業における
隠れ家づくり

（加西市立北条東小学校）

ᶍ ╓ ᶊ ᶩ ᶟ ᷊ḧḋḐ
ᶣ ᶍ ᴴ ᶇ ᵶᴲ ᶍפֿ◖ ᶣᴲ ᶆ

ᶍḷᴻ᷿᷄ḯḋḟᶱ ᵶᴲᵪᶃᶅᶍ ᵪᶉ ᶱ ᶩ ᵸᵆ ᵇᶊ
ᵰᶅ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸᴳ

ֹ ᶆᶍ
█ֹ ╓ ḷᴻ᷿᷄ḯḋḟ

ᵆ ḟḱḻᵇ ╓ᶍ ᶇ ᵬ
Ḛ᷿Ḫḑ᷂ᶣ᷊᷃ḅᶻᶉᶈ ᶍ ᶆᶍ

ᶣ ╓ ᴲ ╔ᶗᶍ ᴲ ᶗᶍ ᶉᶈᴲ
ᶊᶧᶪ ᶍḪḏḳᶇᶉᶪᶧᵥ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸᴳ

ֹḚ᷿Ḫḑ᷂ᶍ ╓
█ֹ ᶍוֹ
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高校生による生物多様性への取組事例（ひょうごＳＤＧｓスクールアワード顕彰校から）
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ひょうごＳＤＧｓスクールアワードについて

╔≠╢ ᶆᶎᴲ ᶈᶡ ᵫ ᶇᶉᶂᶅ ᶩ ᶲᶆᵣᶪ ᶍ ᶊᶃᶉᵫᶪ ᶊ ᵶƎᶊ ᶉ
ᶱ ᶂᶅᵣᶪ Ⱨᶱᶑᶦᵥᵳ ḁ᷄ᴻḳᶷḷᴻḑᶇᵶᶅ ᵶᴲ ᵮ ᶍ Ⱨᶊ ᶊᶃᵣᶅ

ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG

● ᵡᶒᵬ ᶎּנ ᶊᵡᶪ ᶍ
(ᵶᶲᵸ )r ᶆᵡᶩᴲ ᶍ
ᶊ ᵴᶫᵾ ᶍ ᶆᵸG

● ᶆᶎᴲ ᶍ ᶱ ᶪᵾᶠ
ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG ᵫ ╓

ᶍ ᶍ ᶱ ᶆ ᶪᵲᶇᶱ
ᵶᶅᴲ ᶊᶃᵣᶅ ᶱ ᵱᴲ
ᶉ ᶗᶍ ᴴ ᶱ ᶠᶪ
ᶱ ᵥᶚᵪᴲ ᶍ ᶣּל ᶱ ᶠᶪ
ᵾᶠᶍ ᶊ ᶠᶅᵣᶝᵸG

● ᶍ ᶆᶎᴲ ᶍ ᶊᶧ
ᶩ ᵫ ᵧᶅᵣᶪᵲᶇᵪᶨƎ ᶍ

ᶣ ᶱ ᴴ ᵴᵺᴲ
ᶱ ᵶᵾᵲᶇᶆ ᵴᶫƎ

ᶍ ᶍᵬᶂᵪᵰᶱ ᶩᶝᵶᵾG

● ᶝᵾ ╔Ǝᶅᵾ ᵫ᷿᷀ᶊᶧᶪ ᶱ
ᵰᵾ ᵪᶨ ᶱ ╓ ᶊᶆᵬᶉ

ᵣᵪᶇ ᵧᴲ ᵪᶨ ᵶƎ ᵸטּ
ᶪᵲᶇᶆ ᶍ ᶊ ᶠᶪᶉᶈƎ סּ
ᶉ ᶱ ᵧᴲ ᶱ ᵣᴲ ╓ᵫ
ᵧᶪ ᶱ ᵸᶪ ᶊ ᶩ ᶲᶆ

ᵣᶝᵸᴳ

● ᶊ ᵸᶪ᷂Ḗ᷈ᶍ ᶱ
Ⱨᴲ ᶇ ᶍ

ᴲ ╓ᶍ ᶉᶈᶆ ᵶᶅᵣᶝᵸG

● ᶝᵾᴲ᷂ Ḗ᷈ᶍ ᶍ ᶱ ᵣƎ ᵼ
ᶍ ᶱוֹ ᶣᶹḡḻḐᶆ ᵶᶅᵣᶝᵸG

ᶎ ᶆᶡ ᶣ ᶱ ᶂ
ᶅᵩᶩ ᵲƎᶫᶨᶍ ᶱ ᵶᶅ ╓ᶊᵩᵰ
ᶪ ᶇᵼᶍ ᶊ ᵰᵾ
ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

県立北条高等学校

希少種の宝庫「あびき湿原」を
守りつづける

東洋大学附属姫路高等学校

地域資源を活用した自然循環型社会を
目指した取り組み

県立御影高等学校

生物多様性の保全を目指し､その価値の
理解を深める

外来種の駆除 湿原内の木道の修繕 シカ肉の解体 シカ肉の缶詰やシカ革を
活用した作品など

キノコの研究発表

コラム



２ 環境創造を担うユース世代の育成

ᶑᶦᵥᵳḮᴻḁeco ḝᶾᴻḱḨᶱ ᵷᵾ ᶍ ᶍ

高校生や大学生などのユース世代が、様々なフィールドワークやワークショップなどの体験活動や相互の議論・交流などを
通じて、生物多様性をはじめとした環境課題に取り組む力を育むことができるよう、環境創造を担う人材の育成を進めます。
また、将来世代とも共創しながら生物多様性の保全等に取り組みます。

● ᴴ ᶍ ◖☺ᶊᶧᶩƎ ᶣ ᶱ ᵧᵾ

ᶍ ᵣ ᶊᶧᶪ ᶣ ᶍ ᶱ ᵸᶪḝᶾᴻḱḨᶱ ᵶƎ

ᶊᶧᶪ ᶍ ᶱטּ ᵶᶅ ᶍ ᵣ ᶍ╔ ᶊ ᵱ

ᶝᵸᴳ

ᶑᶦᵥᵳ ḲᴻḈᴻ╔ ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ

● ᶊ ᵸᶪ ḷHᴻ᷿᷄ḯḋḟ ᶍ ᶣ ᶇᶍ≥ ᴲ

ḟḱḻᶍ ᴴ ∏ᶱ ⱱᵶᴲ ᶱּש ᴴ ᶊ ᵧᴲ

ᶱ ᵧ ᶆᵬᶪ ᶱ ᶊᶃᵰᵾᴂ ᶍ ᶍ ᶱ ᵥḲᴻ

Ḉᴻᵇɵ ╔ ᵶᶝᵸG

県立人と自然の博物館によるユース世代の人材育成
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● ᶇ ᵶᵾ ᶒᶍ ᶄᵮᶩ

    ᶍ ᶉᶈᶍḟḵḀᶼ᷄Ḑ ᶊ ᵸ

ᶪ ⱱᶣᴲ ᶍᶹḻḇᴻḻ᷿ḋḟᶣ

ᶍ ᵰ ᶫᶱ ᶊ ᶠᶝᵸᴳɕ

ᵾᴲ ᶱ ᶇᵶᵾ ᶍḃ

ḧḒᴻᶣḟḵḀᶼ᷄Ḑᶉᶈᶍ ᵩ

ᶧᶒ ⱱᶍ ᶇטּ ᶱ ᵶᶝᵸG

● 現役世代などとの交流を通じたユース

世代の資質向上

    ᶍᶑᶬᶏ ᶆᶎᴲ ᶣ ᶱⱢᵧ

ᶅᴲ ᶊ ᶣ ᶱ ᵥᵲᶇᶆ

ᶍ ᶱ ᵱᴲ ᵾᶉ ᶍḚḻḐᶱ

ᶪ ᶱ ᵶᶝᵸGᵼᵲᶆᶍ ᶱ ᵷᶅ

Ḯᴻḁ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG 共生のひろばḃḧḒᴻᶽ᷈ḵ᷈ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ
֩ ֪

消化液(畜産副産物)の利用拡大
に関する提案グループ発表

ᶑᶦᵥᵳḮᴻḁeco ḝᶾᴻḱḨ ḥḁḇᴻḃḋ᷿ḯḻ

策主 な 施



● ᶒ ᶑᶦᵥᵳ ᶍ ᶊᵡᵾᶩƎ ᶍ ᶱ ᵥ ᶍ≥ ᶱ ᵬᴲ ᶊ ☿ᵴ

ᵺᶪᵲᶇᶱ ᶊƎ 2024 6 ᴲ ᶍם ᶊᵩᵣᶅᶑᶦᵥᵳ ᶱ ᵶᶝᵶᵾG

● ᵲᶍ ᶆᶎᴲ נּ ᵫ2050 ᶊ ᵬᶪ ᶊᶉᶩᵬᶂᶅƎ ᵼᶍ ᵪᶨᶍ ᶍ ᶱ ᵧᶪ ḝḭᴻḉḫᴻḏ᷾ᶹḻᶇᵣᵥ

ᶊᶧᶩƎ ᶍ ḎᴻḦᶊ ᵪᶫᶅ ᶉ ᵫᶉᵴᶫᶝᵶᵾG

● ᶆᶎᵆ ᶉbᶈᶍḎᴻḦᶆ ᵴᶫᵾ≥ ᶡ ᶊᵶᶉᵫᶨƎ ᶣ ᶱ ᵶᶝᵶᵾG

神戸会場 姫路会場豊岡会場

兵庫県の現状や未来について学習 グループワークを行い､2050年の未来人になりきって
現在へアドバイス

最後に参加者で記念撮影

● 学校・地域単位での希少生物の保全

● 生物多様性保全の義務化

● 里山・山林の環境整備の推進

● 自然アクティビティを通じた生物多様性
エリアの保全

● 自然体験・ワークショップの充実

● 授業における環境学習の一層の充実

● 世代間交流・セッションの場の機会創出

● 企業の環境学習への参加促進

● 守るべき地域の絶滅危惧種の教材化

● ドローン・センサーの活用による生息数・生息域の把握

● ジビエの活用・普及促進 ᵊ נּ ᵋ ᴲ ᴲ ᴲ 67

自然環境保全 環境学習

鳥獣害対策

農業振興

● 農作物のブランド化・高付加価値化

人材育成

● 環境活動・自然保護活動の専門化

行動変容

● プラスチックの徹底削減・利活用

テーマ「自然共生」での主な意見

［ )צ ) (IGES) ḃḻḇᴻ ף ( צ( ╪ שּ

「ひょうご環境未来会議」における将来世代からの提言
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コラム



３ 環境リーダー・専門分野の担い手育成

県民参加による環境リーダーの育成

本格的な少子高齢化や人口減少が進行する中、さらなる自然環境の保全を進めるには、自然環境分野のリーダーや担い手を
育成することが喫緊の課題です。県では、知識や技術が次世代に円滑に継承されるよう、環境リーダーや専門分野の担い手
など人材の育成を進めます。

狩猟後継者の確保・育成

● ᶗᶍ ᶱ ᶠᶪ ᶣ

ᶍᵾᶠᶍ ᶱ ᶕ

ᶱ ᵸᶪᶚᵪᴲ

ᶱ ᶊ ᶱ

ᵸᶪ Ḧᶹḁḇᴻ╔ ḁ᷄ᴻ

ḳ ᶣ ᶊᶧᶪ ᶍ

ḦḻḌᴻḦḻ ᶊᶧᶩ

ᶍ╔ ᶱ ᵶᶝᵸG
軽く、手が汚れにくい衛生的な植栽基盤である
木質繊維(ＤＷファイバー)を使用した園芸療法
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● ひょうごグリーンサポーター

    ᶆᶍ ᶱᶎᵷᶠᴲ ᶈᶡᵾᶀᶍ

ᶱ ⱱᵸᶪ ᶑᶦᵥᵳ᷅Ḳᴻḻ᷊ḥᴻḇᴻɵ ᴴ ḃḻ

ḇᴻᵳᶇᶊ ᴴ ᵶƎ ᶱ ᶠᶪ ᶱ ᵶᶝᵸG

●

農林水産業における担い手の確保・育成

● 有機農業の担い手育成
   県立農業大学校に2026年度開校予定の「有機農業アカデミー(仮

称)」などを通じて ᶍ ᵣ ╔ ᶱ ᶩᶝᵸG

専門機関による指導者養成

● Ⱨ ᶊᵩᵰᶪ

Ⱨ ⱧH ᶍ ╔קּ

ᶣᴲ ᶇ ᶍ ᶊᶧ

ᶪ ᶍ ╢ᴴ ḃḧḒᴻ

ᶍ ᶉᶈᶱ ᵷᶅ ╔

ᶱ ᶩᶝᵸG

● 森林ボランティアの育成

    ᶱ ᵷᶅ ᶱ ᶩ

╔ᶅᶪᵾᶠᶍ ᴴ ᶱ

ᶩᴲ ᶍנּ ᶄᵮᶩᶱ

ᶠᶝᵸᴳ

狩猟マイスター育成スクール
猟銃実習(豊岡市)

森林ボランティア講座(植栽実習)
(川西市)

● ᶍ ᵣ ╔
    ᶊᵩᵰᶪ ╔

ᶱᶎᵷᶠ ḟḱḻḒᴻH

ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

● ᶍ ᵣ ╔
    ᶆᶍ ⱱᶉᶈ

   ᶊᶧᶩƎ ᶱ ᵥ ᶣ

╢ᶍ ╔H ᶱ ᵶᶝᵸG 林業機械学実習
(県立森林大学校専攻科)

策主 な 施



１ 開発行為における生物多様性への配慮

開発行為にあたっては、野生動植物の保護に最大限配慮し、自然との共生を図りながら進めていく必要があります。この
ため、事業者等に対して環境影響評価( 環境アセスメント) をはじめとした各種制度・指針などを通じて一定の規制や配慮
方法を明示し、開発行為の適正化に努めます。

環境影響評価( 環境アセスメント) による自然環境への配慮

● ᶊ ᵶᵣ☼ ᶱ ᶛᵸᵩᵼᶫᶍᵡᶪ ᶉ ⌡ ᶍ ᶊ

ᵶᴲχ ᶨᵪᵷᶠ ᶗᶍ☼ ᶱ ᴲ ᴲ ᵶᶅƎלּ ᶍ ᶍ

ᵪᶨᶧᶩ ᵣ ᶱ ᶩ ᵱᶪᵾᶠƎ ☼ לּ (ᶷḃḁ

) ᶒ ☼ ᶊלּ ᵸᶪ (ᶷḃḁ )ᶊ ᶄᵬᴲ ᶗ

ᶍ ᶣ ᶱ ᵣᶝᵸG
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太陽光や風力などの再生可能エネルギー導入時の自然環境への配慮

生物多様性配慮指針の活用促進

● ᶣ ᶉᶈᵫ ᵸᶪ

ᶉᶈᶍ ᶊᴲ

ᶍᵾᶠᶊ ᶊᶈᶍᶧ

ᵥᶉ ᵫ ᶆᵡᶪᵪᶱƎ

ᶃᶍ᷀Ḏ᷉Ḳ ăᴻᵳᶇᶊ

ᵸ ╥ ᶇᵶᶅ

ᶱ ᵶ ᵼƎ

ᶍ ᶍ ᶊ ᶩ ᶞ

ᶝᵸᴳ

環境影響評価現地審査

ă ᶃᶍ᷀Ḏ᷉Ḳᴻֹֿפᴲ ᴲ
ᴴ ᴲ ᴲ ᵾƎᶠ

● 環境影響評価法・アセス条例に基づく配慮

    ᶍ ᶊᶃᵣᶅᴲ ☼ לּ ᶊᶧᶪ ᶉ ᶱ ᵷƎ ᶊᶧᶪ

ᶗᶍ ᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG ᶝᵾᴲ ╓ ᵫ╗ ∙ ᶍ ᶍ ᶣᵾᶠ ᶆᶍ ᶱ ᵥ

ᶉ ᶊ ᵶᶅƎ ᶊ ᵸᶪ ᶊ ᶄᵮ ᶱ ᵣᶝᵸG

● ᶇ ╓ ᶇᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶊᶧᶪ

    ᶆᶎᴲ ᶊᵩᵣᶅᴲ ᶍ ᶊ ᶪ ᶍ ᶱ ᵸᶪ ᵼƎᶍ ᶒ

ᶊ ᵶᶅ ᶉ ᶱ ᶠƎ ᶉ ᶒ↨ ᶉ ᶍ ᶱ ᶠᶝᵸG ᶊ 2Ǝ024 10 ᵪᶨᶎ

ᶱ ᵶᴲ ᶍ ᵫ ᵣ ᶊᵩᵰᶪ ᶍ ᶊᶃᵣᶅ סּ ᶱ ᵸᶪᶉᶈ

ᶱ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎטּ ᶇᶍ ᶱ ᶍ ᶊ ᴲ ᶍ ᶉ ᶱ ᶍ ᶊ ᵸᶪᶉנּ

ᶈᶍ ᶱ ᵶᶝᵸGטּ

林道設計における現地形に沿った
波型線形の採用

(在来種の生息･移動空間の確保)

環境影響評価手続の流れ

配
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作
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事
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２ 市町や企業などにおける生物多様性の取組促進

地域での生物多様性への取組が進むよう、市町や関係団体における地域戦略の策定を支援します。また、特に、中小企業
などにおけるＳＤＧｓの取組を進めるとともに、県債発行（グリーンボンド）などにより調達した資金を生物多様性の保全
などの取組に活用します。

● 個々の取組が全県レベルでの生物多様性の保全に繋がることか

ら、 ᶍ ╓ ᵫ ᶟᶧᵥ ᶗᶍ ᶱ ᶩᶝᵸG

ᶆᶎ ᶉ ╓ᶣ Ⱨᶉᶈᴲ ╓Ḵḡḳᶆᶍ ᶡ

ᶮᶫᶅᵩᶩƎ ᵼᵥᵶᵾ ·ᶍ ᶍ ᶊ ᶠᶝᵸG

  〈11市町41団体が策定（2023年度末現在）〉
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基金への寄附感謝状贈呈式
(イオングループ２社)

市町・地域団体における地域戦略の策定 生物多様性保全のための資金確保

森林ボランティア活動
(三木市)

ᶊ ᵣ ᶄᵮᶩᶣ ᶝᶀ

ᶉᶞ טּ ᶉᶈ ᶱ ᶩ╔ᶅ

ᶪ ᶊ ᵶᶝᵸG

● ᶍ

    ḤḱḻḎᶸᶷ ᶣ

ᶔƎᶪᵴᶇᶍ ᴲ ╓ᶍ

טּ ᶉᶈᶍ ⱱᶊ ᵶᶝᵸG

● ᶑᶦᵥᵳ

    ᶍ ᶍ ᶉᶈᶱ ᵷᶅ

ḟḵḀᶼ᷄Ḑᶍ

ⱱᶱ ᵣᶝᵸᴳ

● ᶔᶪᵴᶇᶑᶦᵥᵳ

    ᶔᶪᵴᶇ ᶱ ᵶᶅ

ⱱ ᴲ

ᴲ ⱧḲḓḭᴻᶷḳ

ᶉᶈᶍ ḟḵḀᶼ᷄Ḑ᷈ᴻḁᶱ

ᵶᴲ ᶍ ᶱ ᶠ

ᶝᵸᴳ

● 兵庫県SDGs債( グリーンボンド) ･ひょうごグリーン県民債の発行

    ᷅Ḳᴻḻּטᶊ ᵶᵾטּ ᶱ ᵷᶅƎ ╓ᶊᵩᵰᶪ ᶣ

סּ ᶽḕḳ᷃ᴻᶍ ᴲ ᶗᶍ ꞌᴲ ᶉ

ᶈᶍ᷅Ḳᴻḻּטᶱ ᵸᶪ ᶱ ᵶᶝᵸG

● ֩ ᶍ ֪

● ᶊᶧᶪSDGs ☺ᶍ ᶱ ᶩᴲ ᶉ ᶣ

ḛḀḕḁ ᶍ ᶱ fiᵶᵸᶪᵾᶠƎ ᶑᴂᶦᵥᵳ SDGs

ᵇɵ ᵶ SƎDGs ᶍ ᶊ ᵰᶅ ᶩ ᶟ ᶍ

ᶱ ᵶᶅ ᵮ ᵸᶪᶇᶇᶡᶊƎ ᶍḁḎḋḟᶷḋḟᶇ

ᵶᶅᴂ ᶑᶦᵥᵳ SDGs ᵇɵ ᵶƎ SDGs ᶍ ᶍᵴᶨ

ᶉᶪ ᶱטּ ᵶᶅᵣᶝᵸG

中小企業のＳＤＧｓ取組推進

ひょうご産業SDGs
認証事業創設記念
フォーラム

策主 な 施



טּ
֩ ᴲ ֪

ᶊᶧᶪ ᶱ

ᴴ╦ ᵪᶨ ᵶᵾ ᶱ

 ( נּ ᶣḘᶹᶿ ᶉᶈ)ᶊ

 Ḳ᷊ᶹ᷄ḳᵸᶪᵲᶇᶆ ᶍ ᶊ

 

ᴴ ᶍḲ᷊ᶹ᷄ḳ

ᶍᵾᶠᴲḷᴻ᷿᷄ḯḋḟᶱ

ᵷᵾ ╔ᶣּק

ᶍ ᶍ

 ᶱ

ひょうご産業ＳＤＧｓ認証事業「ゴールドステージ」に認証された県内中小企業の事例

企業による「森づくり」 
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コラム

コラム

ḅᴻᶹḻ᷅
 ֩ סּ ᴲ ┐ נּ בּ ֪

ᶱ ᵪᵶᶅᶷḋḟ᷊ᶹ᷄ḳɵ

ᴴ ᶱ ᵪᵶᵾᶷḋḟ᷊ᶹ᷄ḳ (

 )ᶊᶃᵣᶅ ╓ᶱ ᵱᵾ

ᶱ

ᴴ᷈ḵḒ︡ᶊ↨ ↨ ᶉ ┐ᶱ

ᵣᵾ Ḧḁ᷄ᶍ ᶱ

ᵶ ᶗ

֩ ᴲ ֪

טּ ᴾ (ᵲᶆ )ɸᴿᶊᶧᶪ ╓

ᶍ

ᴴ ᶊᵩᵣᶅᴲ ᶍ ᶱ

 ᵶᵾ ᶱᴲ ᶍ ᴴ

ᶍḐḴᴻ ᶊᶧᶩ ᶇᶇᶡᶊ ᵶᴲ ╓

 ᶇ ᵶᵾ ᶱ

ᴴ ᶍḟḵḃḁᶊⱲᶂᵾ ╓ᶍ

ᶈᶡᶗᶍ ╔ᴲ ᶊ

ᵪᵺᶉᵣ ᶊ ᵸᶪ ╓

ᶱ ᶊ ᶂᶅ

֩ ᴲ ֪

2H014 4 ֩ סּ ֪ ᶒᶊ2019 4 ֩

֪ᶊ ᶇ ᵶᵾᵆ ᶍ ᶄᵮᶩ ᶗᶍ ᶊ

ᵸᶪ ᴲזּ∙֩ ᶄᵮᶩ ᶇᵣᵥ֪ᵇᶊ ᶄᵬᴲ זּ ᷀ ᶆ

 ᶆ ᶱ

ᴴ ᶍ ᶩᶱ ᶪᵾᶠᴲ ᶆ ᵶᵾ ᵪᶨ ᶱ╔ᶅᴲ ╢

ᶍ ᶆ ᵶᴲּז ᶩᶉᶈ╔ ᶱ

ḓḋḁ  ʋ ֩ ᴲ נּ ֪

2H023 10 ᶊ ᶇ ᵶᵾ ᶄᵮᶩ ᶊ ᶄᵬᴲᵆᵲ

 ᵥᶆᶨ ᶍ ֩ ᶚᵪ֪ᵇᶆ ᶍ

 ᶱ

ᴴ ᶊ ᴴ ᵶᶃᶃᵡᶪ ᶍ ᶣᴲּז ᶍ ╔ᶱ

 ᵶᶅ ᶍ ᶱזּ ᵣᶅᵣᶪḚ᷊᷂᷀ᶉᶈᶍ ᶱ

 ᵶᵾ ᶱ ╢ᵫ



企業における生物多様性保全活動事例

᷉Ḩ נּ ᶆ
╔ ᵸᶪḝḀḘ᷀Ḧ
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住友ゴム工業㈱ サントリーホールディングス㈱

生活協同組合コープこうべ イオンリテール㈱

נּ ᶍ ᶆᴲ ᶍḝḀḘ᷀Ḧᶱ╔ ᵶƎּנ

פֿ ᶉᶈᶊ┌ ᴲ טּ ᶍ┐ ᶱ ᶪᶚᵪᴲ ᶍ

ᶊḝḀḘ᷀Ḧᶍ ᵰᶱ ᵥᶉᶈƎ ᶈᶡᵾᶀᶊḝḀḘ᷀Ḧ

ᶍ╔ ᶱ ᵶᶅ ᶍ ᵴᶱ ᵧᶅᵣᶝᵸG

᷊ḻḐḲᴻ ᶍ ᶑᶦᵥᵳ ᶎᴲ ᶍ

ᶽḲᶷᶊᵩᵰᶪ ᶆᴲ ᶉ ᶍ

╔ᶍ ᶇᵶᶅ ᵶᶅᵣᶝᵸG ╓ ᶣ ᴲ ᴲ

ᶉᶈᶇ ᵶᶅƎ ᶇᵶᶅ ᵣ ᶱ ᶃ ᶱ╔ᶅ

ᶹᶿḻḉᶷᴻḂ᷄ḱḞᶆᶎᴲʋ ᶿḻᶍ ᶱ ᶇᵶƎ ╓ᶍ

ᶊ ᵵᵶᵾ ᶣ ḟḵ᷅ḱḨᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG

ᶱ ᶇᵶᶅƎ ᶣ ᶊ ᴴ ᶱ ᶀᴲ ᵧᶪ ᶱ╔ᶟ

ᶇᵶᶅƎ ᶎᶡᶇᶧᶩ ᶍ ᶱ ᶊƎ ᶣ

᷈ᴻḟᵲᵥᶘᶎƎ 2008 ᶊ ᶇ ᵶᵾ

ᶍ ᶄᵮᶩ ᶗᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶊ ᶄᵬᴲ Ɫ

ᶍ 2 .5 haᶱ ᷈ᴻḟᶍ קּ (ᵶᶢᵰᵳᵥᶣ )ɕ

ᶇ ᵰᴲ ᶊᶮᵾᶩ╔ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

ᶝᵾᴲ ᶆᶎᴲ ╢ ᶨᵫ

ᶆ ᶍᶿᶿḨḱ

᷊᷂ᶣ ӵ ᶍḣḐ᷆ḑ

Ḁḯᶻᶍ ╔H ᶡ ᵴƎ

ᶨᶊ ᶆᶎ ᶊᵩᵣᶅƎ

ᶍ᷂᷂ḯᶻᶣ᷊᷊ḮḲᶍ

ᶊᶡ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG ᷊ḻḐḲᴻ ᶍ ᶆᶍ
╢

ᶊ ᶍ ᶆᵲᶫᶝᶆᶊ

1500 ᶡᶍ ╢ᵫ ᶊ╔

ᶊ ᵶᶅᵣᶪᶚᵪƎנּ ╢

(╗ ) ᵰᶊ ᶹḡḻḐᶱ

ᵶ ⱫƎᶘ 12 ,000 ᶍ ᶱנּ

ᶪᶉᶈ╔ ᶍ ᶊᶡ ᶩ

ᶲᶆᵣᶝᵸ (G 2023

᷈ḻ᷄ᴻḳ ֪
᷈ᴻḟᵲᵥᶘᶊᶧᶪ
╔ ᶍ

ᶅᵣᶝᵸᴳ

ᶝᵾᴲ ╢ᶱ ᶇᵶᵾ

ᶇᵶᶅƎ ᶍ ᶆᶍ

ᶱ ᶩ ᶫᶪᶉᶈƎ

ᶍ ᶍ ᶍ ᶇᵶᶅ

ᶡ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG

╓ᶍNPOᶉᶈᶇᶡ ᵶᶉᵫᶨƎ

ᶣ ᴲ᷉ ḧ ᵣᶱᶎᵷ

ᶠᴲ ╓ᶊ ᵵᵶᵾᵴᶝᵵᶝᶉ

ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸG ᶊᶎ 1Ǝ ᶍ

ᶱ ᶩ ᶩƎ ᶱוֹ ᶊᶝᶇᶠƎ

ᶆ ᶍ ᶱ ᵥᶉᶈƎ

ᶱ ᵶᶅ ᶊᶃᵣᶅ ᶕ ᶱ

ᵶᶅᵣᶝᵸG

（環境省の｢自然共生サイト｣に2023年度認定）

コラム

ᶹᶿḻḉᶷᴻḂ᷄ḱḞᶊᶧᶪ
╓ᶍNPOᶇ ᵶᵾ



３ 知見・技術の集積及び情報発信

各種研究機関等との連携により、生物多様性をめぐる諸課題に対し科学的知見を踏まえた取組を進めます。またホーム
ページやＳＮＳ等を通じたタイムリーな情報発信に努め、本県の生物多様性の理解醸成を進めます。

設主 な

● ᶇ ᶇᶍ ᵪᶨ ᵷᶪ ·ᶉ ᶊ ꞌᵸ

ᶪᵾᶠᴲ ☼᷀ḩḱ ᶱ ᵶᵾ᷿᷀ ᶍ

ᶍ ᴲ ᶍ №ᶣ ᶍ ᴲ

ḪḓḇḲḻ᷅ ᶉᶈᶱ ᵷᶅƎ ᶊ ᵣ ᶄᵮᶩ

ᶗᶍ ⱱᶣᴲ ᶍ ᶍ ∏ᴲ

ᶍ ᴲ ╔ ᴴ ᶉᶈᴲ ᶍ

ᶇ (ḷᶹḳḑḱᶹḝḦḕḀḩḻḐ)ᶱ ᶠᶝᵸᴳ

69基本戦略Ⅲ- 行動目標３  多様な主体が支える基盤の充実

兵庫県森林動物研究センター

県立人と自然の博物館

● ᶆᵡᶪ᷈ᶻḖḐḲᶍ ᶱ ᶇᵶᶅƎ ᶍ

ᶒ┼ ᶉ ᴲ ᶍᵾᶠᶍ ᴲ ᶇ

ᵫ ᵸᶪᵾᶠᶍ ╔ᶉᶈᶍ ᶊ ᶩ ᶞ

ᶝᵸᴳ

県立コウノトリの郷公園

● ᶱᶎᵷᶠᴲ ᶍ ᴴ ᴴ ᶇᶇᶡᶊƎ

ᶍ ᶣ ╓ ᶍ ᶉᶈᶱ ᶉ ᵪᶨ

᷊ḥᴻḐᵶᶝᵸG

ᶝᵾᴲ ᶣ ᶍ ᴴ ᶉᶈᶍ

● ᶷḀᶷ ḕḋḐḷᴻ (᷄APN) (Ǝ )

(IGES) (Ǝ ) ᶽḩḋ᷄ḁḃḻḇᴻ ᶍ

ᶇᶍ ᶱ ᵷᶅƎ ᶊ ᵰᵾ ᶱ ᵶᶝᵸG

公益財団法人ひょうご環境創造協会

● ḣᴻḨḢᴻḀᶑᶦᵥᵳᶍ ᶣ ᶉᶈᶊᵩ

ᵣᶅᴲ ᶣ ᶉᶈᶊ ᵸᶪ ᶣ

ᶍ ᶊ ᶩ ᶟ ╓ ᶍ ᶉᶈᶱḇᶹḨ

Ḳᴻᶊ ᵶƎ ᶗᶍ ᶣ ╓

ᶗᶍ ᴴ ᶍ ᶊ ᶠᶝᵸG

ホームページ「ひょうごの環境」などによる情報発信

県立淡路景観園芸学校

国際研究機関との連携

施

● 全国初の緑景観に関する専門職大学院と、園芸療法士

を養成する課程、まちづくりガーデナー等を養成する

生涯学習課程から成り、花と緑あふれる生活空間や文

化を創造していく「景観園芸」という新たな分野にお

ける実技・実践主体の教育・研究に取り組む学校です。

等

● ᶗᶍ ᶣ ᴲ ᶷḃḁ

ḩḻḐᶊ ᵷᶪ ᴲ ᶍ ᴲ

ᶉᶈ ᶉᶈᶊ ᶩ ᶞᶝᵸG

ᶹḡḻḐᶣ ᶍ ᶊᶧᶪ ᶍᶚᵪᴲ ᶍ

ᶱ ᶇᵶᵾḀᴻḻḘḻ᷄ ᶍ ᶣᴲ ᷃ḫḱḲᴻᶊ ᶍ

ᶱ ᶆᵬᶪ ᶱ ᵶᵾ ᷈Ḵ᷿᷄ḯḒḲᶻḨ

ᶊᶧᶪ ᶊ ᶩ ᶞᶝᵸᴳ



環境ＤＮＡ分析の利活用

● ᶇᶎᴲ ᶊ ᵸᶪ ᶍ ᶣ ♪ᴲ ᵪᶨᶎᵫᶫᵾ ᶉᶈƎ ·ᶉ ᶆ ᵴᶫᵾ ᶍ ᶆᵸGᵼᶍ

ᶱ ᶣ ᶉᶈᵪᶨ ᵶᵾ ᵪᶨ ᵶᶅƎᵼᵲᶊᶈᶍᶧᵥᶉ ᵫ ᵶᶅᵣᶪᵪᶱ ᶘᶪᵲᶇᵫ ᶆᵸ (G )

ᶑᶦᵥᵳ ᶆᶎƎ ᵲᶍ ᶱ ᵶᶅƎ פֿ ᶣ ᶉᶈᶆ ᶱ ᵶᵾᶩƎ ᶍ ᶉᶈᶍ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶝᵸG

｢ひとはく」の「コレクショナリウム」 

● ᶇ ᶍ ֩ᶑᴂᶇᶎᵮb ᶎ֪ᴲ ᵪ 3ʝ0 ᶍ ᶊᵡᵾ 2ᶅ022 ᶊ ᵆ᷈ Ḵ᷿᷄ḯḒḲᶻḨbɵ ᵶᶝᵶᵾG

● ᴴ ᶍ ᶃּל ᶱᴲн ᶘᶅᶍ ᶇᶑᶨᵮᶱ᷈ḻḃḟḐᶇᵸᶪᵲᶍ ᶎƎ ᶇ ᵫ ᵸᶪ ᶍ ᶊ ᵶ ᶍ ᶱ ᶠᶪ

ᵆ ᶇ ᶮᵣᶍ ᶇbᵶᶅᶍ ᶱᵴᶨᶊ ᶠᶪᵲᶇᶱ ᶇᵶᶅƎ ᶍ ᴴ ᶍ ᶊּנᵧᴲ ᷃ḫḱḲᴻᶣ ᶍ ᶱ

ᶆᵬᶪ ᶉᶈᶱ ᵶᵾᶡᶍᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG

● ᶽḲᶷᶇᶉᶪ ᶆᶎƎ ᶍ ᶣḏḀḇḳ ᶱ ᵶᵾ ᶱ ᵣƎ ᶩ ᵥḷᴻ᷄ḳᴻḨᶆᶎ ᶱ ᵪᵶᵾ ḟḵ᷅ḱ

Ḩᶉᶈᴲ ·ᶉ ᶱ ᶠᶅᵣᶝᵸG

拡大装置を使って木材を観察（Kidsサンデー）
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展示ギャラリーのはく製を活用したオープンセミナー

環境ＤＮＡの分析に用いる

ＰＣＲ検査装置
（(公財)ひょうご環境創造協会提供）

コラム

コラム

【᷄ḛᶷ᷀ḌḬ᷀ḧ᷂Ḳᶍ ᶊ ᵰᶅɛ

᷄ḛᶷ᷀ḌḬ᷀ḧ᷂Ḳᶍ ᶎƎ᷊ ᷄ḱᶣḪḪƎᶻḩᶉᶈᶊ ᵶᶅ ᶍ ᶱ ᵣ ᶨᵶƎ ḝᴂḱḁb

ᶇᵣᵥḝḻᶇ ᵮᵹᶍ ᵵᶂᵾᶡᶍᶱ ᶍ ᶊ ᵶᶝᵸG

ᵶᵪᵶᶉᵫᶨƎḝḱḁᵫᵲᶍ᷀ḧ᷂Ḳᶍᶡᶍᵪᶈᵥᵪᶍ ᵫ ᵶᵣᵾᶠƎ ᶍ ᶱ

ᵶᶅ ᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸGᵲᶫᶊᶧᶩƎ ᶊּנ ᶣ ᶗᶍ ᶱ ᵥᵲᶇᵫּס ᶇᶉᶩᶝᵶᵾG

ᶍ ᶊ ᵰᶅ ᵲƎᵥᵶᵾּש ᵫ ᶉ ᶱ ᵥᵲᶇᵫ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG



気軽に楽しみながら生物多様性を学べる体験講座の一例を紹介します。

他にも、県をはじめ多くの市町や地域団体などが生物多様性に関する講座などを開催しています。

生物多様性について
考えてみませんか！

セミナーガイド2024

まずは「参加」 さらに「体験」 「自ら実践してみる」のステージへ
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ᶑᶇᶎᵮḃḧḒᴻ ֩ ֪

 

 

 

 

ᶇ ᶍ ֩ ᵫ ֪

ᶣ ᴲ ᶆᶍ ᶉᶈ ᵣ ᶆ ᶱ

ᵧᶅᵣᶝᵸG ᵴᶉ ᶈᶡᵪᶨ ᴲ קּ ᵰᶝᶆ

ᶉ ᶱ ≥ᵶᶅᵣᶝᵸG ᶊ ╗Ǝ ḃḧḒᴻᶎ

ᶍ ╢ᶣ ╢ᵫᴲ ᶱ ᵷᶅḘḱᶽḎᶸᶊ ᶲᵿ

ᶱ ᵩ ᵰᵶᶅᵣᶝᵸG
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生物多様性の保全及び持続可能な利用を進めるには、県、市町、県民、事業者、地域団体、教育・研究機関など、

多様な主体がそれぞれの役割を果たしながら、相互に緊密に連携・協働して取り組むことが必要です。

１ 各主体に期待される役割と連携 73

● 自然とのふれあいや体験活動などへ
の参加を通じて生物多様性への理解を
深める

● 生物多様性に配慮した商品やサービ
スを選択し、環境負荷の少ない生活に
努める

● 専門知識・経験を活かした地域の担い手

● 自然とのふれあいや体験機会を広く提供

● 体験を通じた環境学習・教育の推進

● 地域の生態系の保全活動の展開

● 生物多様性に配慮した事業活動

● 地域の取組への各種支援

● 社員等の参加などの社会貢献、社員教育

● 自ら保有している森林やビオトープなどでの生物多様性の保全

● 調査研究・技術開発の推進

● 専門家として各主体の取組に積極的に
助言・協力

● 環境学習・普及啓発

● 環境分野の人材育成支援

● 各種施策を総合的に推進

● 効果的な連携体制を構築

● 地域課題を踏まえ、県と方針を共有
して各種施策を計画的に推進

生物多様性が育む

｢恵み豊かなふるさとひょうご｣

を私たちの手で未来へつなぐ

県

市町

県民

事業者

地域団体

教育
研究機関
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コウノトリでつながる
地域の生物多様性
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２ 指 標 75

基本戦略Ⅰ

豊かな自然
環境の適切
な保全

基本戦略Ⅱ

自然の恵み
を活かした
地域づくり

基本戦略Ⅲ

豊かな自然
を未来へつ
なぐ仕組み
づくり

行動目標基本戦略 指 標 単位 2023年度実績 2030年度目標

① 本県における陸域の自然環境保全割合 ％ 22.5 30 

② 生物多様性保全プロジェクト選定件数 件 108 122

③ 自然共生サイト認定件数 件 12 24

④ 環境保全に取り組むＮＰＯ法人数 法人 455 500

⑤ 県内で定着が確認された特定外来生物の種の数 種 31 31

⑥ 野生鳥獣（侵略的外来種を含む）による農林業被害額 千円 414,802 324,000

⑦ シカの目撃効率（SPUE）全県 － 1.60 1.0

⑧ 企業の森づくり参加企業数 社 46 60

⑨ 里山林整備面積 ha 33,435 35,200(暫定)*1

⑩ 地域団体等による藻場・干潟等の保全・再生・創出支援事業実施数 件 34 70

⑪ 災害に強い森づくり整備面積 ha 42,652 52,000

⑫ 自然を活かした川づくり年間整備率 ％ 73.3 80.0

⑬ 都市公園年間利用者数 千人 12,332 *2

⑭ 有機農業の取組面積 ha 1,161 1,850

⑮ 主伐・再造林面積 ha 32 120

⑯ 漁場環境改善面積 ha 5,632 5,749

⑰ 自然公園年間利用者数 千人 34,092 37,500 

⑱ 県内の主な社会教育施設等における環境学習参加者数 人 126,847 130,000

⑲ ひょうごグリーンサポーター登録者数 人 873 1,050

⑳ 森林ボランティア数 人 10,812 10,000

㉑ ひょうご産業ＳＤＧｓ推進宣言企業数 人 1,641 5,000(暫定)*1

㉒ 次世代人材育成プログラム参加者数 人 207 500

㉓ 市町など地域における生物多様性戦略策定数 件 52 58 

１ 30by30の推進

３ 野生鳥獣の適正な
保護管理

２ 侵略的外来種の防除

１ 里山・里海の再生

２ 生態系を活かした
 防災・減災

３ 生物多様性に配慮した
 農林水産業の推進

１ 生物多様性の理解促進

２ 生物多様性を支える
人材育成の推進

３ 多様な主体が支える
基盤の充実

＊1 ⑨は新ひょうごの森づくり計画、㉑はひょうご雇用戦略において設定している直近の目標数値を2030年
度の暫定目標値として記載

＊2 県立都市公園の整備・管理運営基本計画(ひょうごパークマネジメントプラン)が2025年度に見直される
ため、目標値はその見直しを元に今後設定予定
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3頁「生物多様性の損失」
国際的な政府間組織（ IPBES ※）によると、世界の約25%の動植物の種が既に絶滅の危機にあり、約100万種の動植物が数

十年のうちに絶滅すると警告している。また、侵略的外来種による被害は世界で年間60兆円にものぼると報告されている。
̞「生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム」

─

3頁「ネイチャーポジティブ（自然再興）」
ネイチャーポジティブとは日本語訳で「自然再興」といい、「自

然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させ
る」ことを指す。
今の地球は過去1,000万年間の平均と比べて10倍～100倍もの速

度で生物が絶滅していくなど、いわゆるマイナスの状態にあるため、
これまでの自然環境保全の取組だけでなく、経済から社会、政治、
技術までの全てにまたがって改善を促していくことで、自然が豊か
になっていくプラスの状態にしていこうというもの。

3頁「昆明・モントリオール国際枠組」における２３の行動目標
2022年12月に生物多様性に関する新たな世界目標で

ある「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採択さ
れた。当該枠組のうち、2030年グローバルターゲット
では、日本が重視している30by30や自然を活用した解
決策などの要素に加え、進捗を明確にするために新たに
８個の数値目標が盛り込まれた。

3頁「生物多様性国家戦略2023-2030」
国家戦略では、2030年までにネイチャーポジティブを達成するという目標が掲げられている。行動目標には、

陸と海のそれぞれで30%以上の面積で健全な生態系を保全する30by30目標を含め、2030年ネイチャーポジ
ティブを達成するために、個人・団体を問わず全員が連携して取り組んでいく目標や施策が規定されている。
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7812頁、31頁「兵庫県版レッドリスト」
兵庫県版レッドリストは、絶滅のおそれのある貴重な野生生物や地形・地質、自然景観など、県レベルで保全を図る必要

のあるものを18の区分ごとに選定・評価しており、環境影響評価や地域での各種保全活動を行う上での基礎資料として活用

されている。概ね10年ごとに各区分を順次改訂するほか、最新の情報に基づき、随時追加やランクの変更を行っている。

区   分 絶 滅 野 生
絶 滅

Ａ
ランク

Ｂ
ランク

Ｃ
ランク

要
注 目

地 域
限 定
貴重種

要
調 査

計

脊 椎
動 物

哺 乳 類 1 5 3 9 18

鳥 類 1 21 64 25 17 25 153

爬 虫 類 1 1 3 3 1 9

両 生 類 4 6 7 1 18

魚 類 2 18 8 9 2 1 16 56

無
脊 椎
動 物

昆 虫 類 8 40 53 69 58 53 281

ク モ 類 9 6 10 1 15 41

貝 類 3 79 38 25 7 1 153

そ の 他 14 26 21 4 65

植 物

維 管 束
植 物 33 4 309 224 195 44 809

蘚 苔 類 1 62 29 50 142

藻 類 16 10 7 11 3 47

菌 類 4 11 16 13 44

植 物 群 落 78 116 315 50 559

地 形 19 38 43 100

地 質 32 73 57 14 176

自 然 景 観 10 75 124 19 228

生 態 系 23 23 26 72

計 49 4 744 801 986 191 13 183 2,971

ᵆ ḴḋḑḲḁḐᵇ ᴴḱḻ᷄ ╗ ֩2023 ֪

ḴḋḑḲḁḐᶍḱḻ᷄ᶊᶃᵣᶅ

県内での生息の可能性がないと考えられる種

絶滅ランクのうち、人工飼育の例がある種

ḱḻ᷄
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅰ類に
相当、県内で絶滅の危機に瀕している種など
緊急の保全対策が必要な種

ḱḻ᷄
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ類に
相当、県内での絶滅の危機が増大している種

ḱḻ᷄
環境省レッドデータブックの準絶滅危惧に相
当、県内で存続基盤が脆弱な種

近年減少が著しい種

╓
県内全域では貴重とまではいえないが、特定

 の地域ではＡ～Ｃ、要注目のランクに相当し
ていると思われる種

評価するに足るデータはないが、今後の調査
 によっては貴重種となる可能性のある種

(注)鳥類については、2024年度末に改訂。詳細はホームページ「ひょうごの環境」を参照のこと。 ホームページ

「ひょうごの環境」



7921頁、35頁「特定外来生物」
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関

する法律」（通称：外来生物法）に基づき、海外起源の
外来種であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業
へ被害を及ぼすもの、または及ぼすおそれがあるものの
中から指定される。
指定を受けると、飼育、栽培、保管、運搬、販売、輸

入、放出、譲渡などの取扱が原則禁止される。
（2024年度の指定種数：162種）

Ａ Ｂ Ｃ

兵庫県版
ブラックリスト

Ａのうち特定外来生物
国指定

特定外来生物

哺 乳 類 13 3 アライグマ､ヌートリア 他１ 25

鳥 類 6 1 ソウシチョウ 7

爬 虫 類 5 2 カミツキガメ､アカミミガメ（注） 22

両 生 類 4 3 ウシガエル 他２ 18

魚 類 10 4 ブルーギル 他３ 26

昆 虫 類 12 6 ヒアリ、クビアカツヤカミキリ 他４ 27

クモ･サソリ類 3 2 セアカゴケグモ 他１ 7

甲 殻 類 5 1 アメリカザリガニ（注） 6

貝 類 11 1 カワヒバリガイ 4

そ の 他 2 0 1

維 管 束 植 物 60 13 ナガエツルノゲイトウ 他12 19

計 131 36 ※ 162

兵庫県版ブラックリスト選定等の状況（2024年度）

※ 36種のうち、県内で定着が確認された特定外来生物の種数：31

27頁、31頁 「イヌワシ」
イヌワシは、文化財保護法による天然記念物、種の保存法による国内希少野生動植物種、環境省のレッドリストで絶滅危惧ⅠB

類(EN)、兵庫県版レッドリストでＡランクに指定されている。北海道、東北から中部、中国地方の日本海側を中心に生息。四国、
九州ではごくわずかに生息し、全国の生息数は約500羽と推定されている。
県内では、現在、扇ノ山及び氷ノ山方面に、つがいとしては２組のみが確認されている。近年、草原など狩場適地や餌動物の

減少、ダム建設や林道工事などの大規模開発などにより、生息環境が大きく減少傾向にある。

27頁「ひょうごの生物多様性保全プロジェクト」
県内で取り組まれている貴重な動植物の保護や特定外来生物の

駆除などの生物多様性保全活動の中から、モデルとなる活動を
「ひょうごの生物多様性保全プロジェクト」に選定し、プロジェ
クト団体への支援を通じて、生物多様性の保全や担い手の育成拡
大を推進している。（2023年度末現在108プロジェクト）

区分 選定数 活動内容（例）

希少種の保全に関するもの 37
モリアオガエルの保全活動（西宮市立山
口中学校モリアオガエル保存会) ほか

水辺環境の保全に関するもの
（外来生物駆除を含む）

22
篠山城跡掘の生態系の保全再生(農都さ
さやま外来生物対策協議会) ほか

地域生態系の保全・再生に関
するもの

42
棚田の保全・再生と継承活動（NPO法人
棚田ＬＯＶＥＲ'ｓ） ほか

生物生息・生育環境の創出に
関するもの

7
尼崎中央緑地の生物多様な森づくり(ア
マフォレストの会) ほか

21頁、37頁「兵庫県版ブラックリスト」 
県内において、特に生態系等への影響が大きいと考

えられる外来生物をブラックリストとして選定し、県
民、事業者や県・市町の関係部局等への注意喚起を
図っている。

（注）アカミミガメ及びアメリカザリガニについて 
2023年６月から特定外来生物の中でも「条件付特定外来生物」に指定され、販売や放出等は禁止されるが、ペットとしての飼

育や無償譲渡は可能となっている。ただし、飼育する以上、最後まで責任を持って適切に飼育することが求められている。



8027頁、31頁 「上山高原エコミュージアム」
新温泉町の扇ノ山山麓に広がる上山高原周辺において、イヌワシなど貴重な野生生物や豊かな自

然を県民の共有財産として次代へ継承するため、県民の交流と参画、協働により持続的な自然環境
の保全を図りながら、地域振興にも寄与する拠点。地元NPOによる地域資源を活かした交流プログ
ラムや、地元NPO、新温泉町、兵庫県で組織する「上山高原エコミュージアム運営協議会」を中心
に、ススキ草原の再生、動植物のモニタリング調査などに取り組んでいる。

上山高原ふるさと館
(上山高原エコミュージアムの拠点基地)31頁「自然公園」

優れた自然の風景地を保護するとともに、休養や環境学習等の利用に役立てるため、自
然公園法により環境大臣が国立公園及び国定公園を、兵庫県立自然公園条例により知事が
県立自然公園を指定している。これらの公園面積は県土の約20％を占める。

公 園 区 分 箇 所 面積(ha) 自 然 公 園 の 名 称

国 立 公 園 2 19,626
瀬戸内海（①六甲地域・②淡路地域・③西播地域）
④山陰海岸

国 定 公 園 1 25,200 ⑤氷ノ山後山那岐山

県立自然公園 11 121,357
⑥多紀連山    ⑦猪名川渓谷 ⑧清水東条湖立杭 ⑨朝来群山
⑩音水ちくさ   ⑪但馬山岳   ⑫西播丘陵      ⑬出石糸井
⑭播磨中部丘陵 ⑮雪彦峰山  ⑯笠形山千ヶ峰

計 14 166,183

自然公園の指定状況（2023年度末現在）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

県内の自然公園位置図

31頁「自然環境保全地域」など
自然的、社会的諸条件からみて、その区域における自然環境等を保全することが特に必要

なものを、自然環境保全地域、環境緑地保全地域、自然海浜保全地区として指定している。
また、地域の自然を象徴し、県民に親しまれ、または由緒由来があり、特に保全すること

が必要なものを郷土記念物に指定し、保全に繋げている。

指定地域 箇 所 指定地域の一例
自 然 環 境
保 全 地 域 16 林田川(ゲンジホタル生息地：姫路市)、験行寺(コジイ林：赤穂市)ほか

環 境 緑 地
保 全 地 域 36 満願寺の森(コジイ林：宝塚市)、保久良神社の森(ヤマモモ林：神戸市)ほか

自 然 海 浜
保 全 地 区 3 安乎(洲本市)、厚浜(洲本市)、久留麻(淡路市)

郷 土 記 念 物 45 味取の俵石(香美町)、追手神社の千年モミ(丹波篠山市)ほか

計 100

自然環境保全地域等の指定状況（2023年度末現在）



8131頁「鳥獣保護区」
「鳥獣保護区」は、鳥獣の保護を図る必要があると認められる地域に指定され

るもので、区域内での鳥獣の捕獲ができなくなるとともに、県知事が区域内の立
木竹に巣箱、給水、給餌施設等を設けることを土地所有者は拒否できない。
また、特に鳥獣の保護増殖を図る必要のある区域を「特別保護地区」に指定し、

区域内では、一定の開発行為が規制される。
その他、減少した狩猟鳥獣の回復、増加を図る事を目的に指定する「休猟区」、

市街やその他人家が密集している場所など、銃器等による狩猟が危険と思われる
地域を指定する「特定猟具使用禁止区域」、鳥獣の保護に重大な支障を及ぼすお
それがあると認められる猟法を指定する「指定猟法禁止区域」などがある。

県内の鳥獣保護区の指定状況（2023年度末現在）

区 分 箇所数 面積(ha)

鳥獣保護区 86 38,646  
鳥獣保護区
（うち特別保護地区※） （13） （1,770）

休 猟 区 1 2,921  

特定猟具使用禁止区域
（銃器・くくりわな) 169 202,123  

指定猟法禁止区域
（鉛散弾）  1 140  

計 257 243,830  

※ 国指定鳥獣保護区（特別保護地区含む）２箇所を含む

33頁「山焼き（野焼き）」
廃棄物の野焼き(いわゆる野外焼却)は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律で原則禁止とされているが、農林業を営むために

やむを得ない場合に野外で植生などを焼却する場合などは例外的に認められ、草原などでの山焼きもこの例外規定に含まれる。
山焼きは、ススキなど植物の芽吹きが促されるなどの効果があるとされ、砥峰高原や上山高原などで毎年行われる山焼きは、

春を告げる風物詩として地元住民や観光客に親しまれている。
ただし、こうした山焼きや草地の野焼きの実施にあたっては、山火事や大気汚染による健康被害・人の生活環境への支障を引

き起こすことのないよう、消防署や熟練者の指導のもとに最大限慎重に対応することが求められる。

44頁「北摂里山地域循環共生圏」
兵庫県では、地域資源を活用した再エネの導入を図り、エネルギー原料費を域外に流出させることなく、持続可能な形でエネル

ギー・資源・地域経済が域内で循環するエネルギーの地産地消モデルとして「地域循環共生圏」の創出に取り組んでいる。

北摂里山地域循環共生圏のイメージ

北摂里山地域では、「北摂里山地域循環共生圏」構想を掲
げ、日本一の里山と称される豊かな自然環境を保全するとと
もに、近接する都市部住民との交流を促すことで、自然資源
や人、資金の地域内循環による地域の活性化を図っている。
また、宝塚市西谷地区では、木質バイオマス燃料の利活用

として、里山再生のための森林施業により排出される木材を
チップ化し、地域のボイラー燃料として利用するエネルギー
の地産地消をめざしている。
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46頁「ブルーカーボン」「ブルーカーボンクレジット」
ブルーカーボンとは、大気中の二酸化炭素が海藻・海草などの海の生態系に吸収されて固定される炭素のことを指し、新たな

二酸化炭素の吸収源として注目されている。
また、ブルーカーボンクレジットとは、ブルーカーボンを定量化して取引可能なクレジットにしたものである。なお、国が設

立を認可したジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE）が創設し、認証・発行・管理しているブルーカーボンクレジット
は、「Jブルークレジット」である。

46頁「栄養塩類」
「瀕死の海」と呼ばれた瀬戸内海は、その後の厳しい排水規制により水質が大きく改善した。しかしながら、その反面、一部

の海域では栄養塩類（全窒素及び全りん）の不足などによるのりの色落ちや水産資源の減少が課題となっている。
このため、兵庫県では、改正瀬戸内海環境保全特別措置法(2021年）に基づき、「兵庫県栄養塩類管理計画」を策定し、栄養

塩類の供給量増を目指している。

44頁「Ｊクレジット」
Ｊ－クレジットとは、省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理に

よるCO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度のこと。本制度は、国内クレジット制度とオフセット・クレジッ
ト（J-VER）制度が発展的に統合した制度で、国により運営されている。

48頁「グリーンインフラ」
自然環境の持つ多様な機能を人工的なインフラの代替手段や補完手段として活用し、自然環境、経済、社会にとって有益な対

策を社会資本整備の一環として進める取組のこと。特に、気候変動の影響による気象災害の激震化などにより、想定を超える規
模の自然災害を前提とした防災・減災対策が求められるとともに、これまで整備された社会資本の老朽化・維持管理コストの増
大が懸念される中、こうした社会的・経済的課題を解決し、持続可能な社会を形成する方策として、自然環境が有する機能を積
極的に活用する取組が注目されている。

49頁「Eco-DRR（エコ・ディー・アール・アール）」
Eco-DRR（Ecosystem-based Disaster Risk Reduction）とは、グリーンインフラの中でも、特に生態系の保全・再生による

自然の力に注目して、防災・減災に活用していこうという新しい考え方。
Eco-DRRを進めることは、災害に強い地域づくりに寄与するだけでなく、生態系の持続的な保全や、自然と触れ合う場を地域

に提供するといった社会的な効果、エコツーリズムの実施等による経済的な効果など、幅広い社会・経済効果が期待できる。



51頁「ヒートアイランド現象」
都市化の進展に伴い、都市中心部の気温が郊外に比べて高くなる現象をいう。地図上に等温線を描くと、高温域が都市を中心

に島状（アイランド）に分布するため、ヒートアイランド（heat island＝熱の島）現象と呼ばれる。主な原因として、人工排熱、
緑地の減少、地表面の人工被覆、人工構造物への蓄熱の増加などが挙げられ、都市部の気温上昇に伴い、熱中症等の健康被害の
拡大や生態系への影響等が懸念されている。

５1頁「都市公園」
都市公園は、人々のレクリエーションの空間となるほか、良好な都市景観の

形成、都市環境の改善、都市の防災性の向上、生物多様性の確保、豊かな地域
づくりに資する交流の空間など多様な機能を有する都市の根幹的な施設である。
基幹公園や特殊公園、大規模公園など様々な規模、種類に区分されている。
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県内の都市公園マップ

種別 県立都市公園名 所在地
当初開園
年月日

計画面積
(ha)

開園面積
(ha)

広
域

1 明石公園 明石市 T7.4.15 54.8 54.8 

2 甲山森林公園 西宮市 S45.11.10 110.6 83.0 

3 播磨中央公園 加東市 S53.8.5 381.6 181.7 

4 淡路島公園 淡路市 S60.4.21 148.8 134.8 

5 赤穂海浜公園 赤穂市 S62.7.25 71.7 71.7 

6 一庫公園 川西市 H10.7.29 116.1 48.2 

7 有馬富士公園 三田市 H13.4.29 359.8 178.2 

8 三木総合防災公園 三木市 H17.8.6 202.5 202.3 

9 丹波並木道中央公園 丹波篠山市 H19.10.14 70.9 70.9 

広域公園 計 1,516.8 1,025.6 

運動 10 淡路佐野運動公園 淡路市 H15.5.3 29.5 29.5 

地区 11 西猪名公園 伊丹市・川西市 S57.4.8 6.0 6.0 

風致 12 舞子公園 神戸市 M33.7.25 7.8 7.8 

都
市
緑
地

13 灘山緑地 淡路市 H12.3.18 11.3 11.3 

14 尼崎の森中央緑地 尼崎市 H18.5.31 18.9 18.9 

15 あわじ石の寝屋緑地 淡路市 H27.4.1 75.4 37.5 

都市緑地 計 105.6 67.7 

合 計 1,665.7 1,136.6 
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兵庫県環境審議会

区　分 氏　名 職　名　等

会　長 中 瀬 勲 兵庫県立人と自然の博物館 名誉館長

自然環境部会

区　分 氏　名 職　名　等

髙 橋 晃 兵庫県立大学 名誉教授（部会長）

太 田 英 利 兵庫県立大学 教授

竹 尾 と もえ 兵庫県議会議員

谷口 日出二 公募委員

辻 三 奈 公募委員

角 田 昌 二郎
（～ 2024.8）

能美 龍太郎
（ 2024.9～）

三 橋 弘 宗 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所講師（兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）

與 語 信 也 兵庫県弁護士会 弁護士

突 々 淳 兵庫県漁業協同組合連合会 専務理事

山 田 裕 司 ひょうご森林林業協同組合連合会 ひょうご森づくりサポートセンター長

本委員

特別委員

ＮＨＫ神戸放送局 副局長



開催回 開催年月日 審議内容

2023年７月28日 兵庫県から兵庫県環境審議会に対して諮問

第１回 2023年９月11日
・「生物多様性ひょうご戦略」改定の趣旨、スケジュール
・本県における生物多様性の現状と課題
・現行戦略の概要と課題

第２回 2023年11月24日 ・環境省自然環境局生物多様性主流化室へのヒアリング・意見交換

第３回 2024年３月11日 ・戦略骨子案について

第４回 2024年７月25日 ・戦略素案について

第５回 2024年10月30日 ・戦略案について

第６回 2025年１月23日
・パブリックコメントの結果報告及び対応
・戦略の確定について

2025年１月24日 兵庫県環境審議会から兵庫県に対して答申
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https:// www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp

〒657-8567 兵庫県神戸市中央区下山手通5-10-1

TEL：078-362-3274 FAX：078-362-3069

E-mail：shizenchoujuu@pref.hyogo.lg.jp
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